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１．調査概要 
 
（１）調査目的 
 本調査は、市内のひとり親家庭の生活実態や福祉行政に関する意見等を把握し、母子家庭及び

父子家庭等への総合的な支援策を定める「ひとり親家庭自立支援計画」の策定に資する情報を収

集することを目的とする。 
 
 
（２）調査対象 
 住民基本台帳から、市内在住のひとり親家庭（配偶者のいない母親または父親と 20 歳未満の子

どもからなる世帯で、同居の家族がいる場合も含む）と判断される世帯を、無作為に母子家庭 2,600
世帯、父子家庭 1,000 世帯を抽出し対象とした。 
 
 
（３）調査期間・方法 
 平成 29 年 5 月 19 日から平成 29 年 6 月 5 日までを調査期間とし、郵送配布・郵送回収により

調査を実施した。 
 
 
（４）回収状況 
 本調査の回収状況は下表のとおりである。 
 
表１ 回収状況 

  調査票 

送付数 

調査票 

回収数 

調査票 

回収率 

調査対象 

該当数 

調査対象 

該当率 

母子家庭 2,600 903 34.7% 736 28.3% 

父子家庭 1,000 283 28.3% 245 24.5% 

合   計 3,600 1,186 32.9% 981 27.3% 

 
（注）文中の前回調査は、平成 24 年 7 月 5 日から平成 24 年 7 月 23 日までを調査期間とし、母

子家庭 2,800 世帯、父子家庭 400 世帯を抽出し、同様の方法で実施。 
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２．調査結果 
 
（１）世帯と住居の状況について 

① 子どもの人数（問 1） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 子どもの就学・就業状況 

1）子どもの就学・就業状況（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1人

52.1%2人

36.2%

3人

8.6%

4人

1.5%
無回答

1.6%

n＝981 

 

18.9%

35.7%

27.3%

29.1%

4.6%

12.0%

6.7%

6.3%

0.8%

6.5%

24.9%

28.2%

35.1%

5.3%

18.8%

9.0%

9.8%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40%

小学校入学前

小学生

中学生

高校生、高等専修学校

高専、短大、専門学校等

大学、大学院生

就職

その他

無回答

母子家庭 n=736

父子家庭 n=245

15.8%

33.0%

27.5%

30.6%

4.8%

13.7%

7.2%

7.1%

1.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

小学校入学前

小学生

中学生

高校生、高等専修学校

高専、短大、専門学校等

大学、大学院生

就職

その他

無回答

図表 1-①-1子どもの人数 図表 1-①-2子どもの人数 

  （母子・父子家庭別、前回調査との比較） 

53.7%

51.8%

47.3%

59.5%

35.2%

37.7%

39.2%

33.3%

8.7%

8.7%

8.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子家庭 n=736

母子家庭（前回調査） n=780

父子家庭 n=245

父子家庭（前回調査） n=42

1人 2人 3人 4人以上 無回答

図表 1-②-1子どもの就学・就業状況 図表 1-②-2子どもの就学・就業状況 

  （母子・父子家庭別） 

子どもの就学・就業状況については、「小学生」が最も多く 33.0％（324 世帯）、次いで

「高校生、高等専修学校」が 30.6％（300 世帯）、「中学生」が 27.5％（270 世帯）、「小学校

入学前」が 15.8％（155 世帯）となっている。 
 母子・父子家庭別にみると、母子家庭では「小学生」が最も多く 35.7％（263 世帯）、父

子家庭では「高校生、高等専修学校」が最も多く 35.1％（86 世帯）となっている。 
 
 
 

n＝981 

ひとり親家庭の子どもの人数は、「1 人」が最も多く 52.1％（511 人）、次いで「2 人」が

36.2％（355 人）、「3 人」が 8.6％（84 人）、「4 人」が 1.5％（15 人）となっている。 
子どもの数の平均は、母子家庭では 1.58 人、父子家庭では 1.62 人となっている。 
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2）子ども（末子）の就学・就業状況   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 家族や親族との同居（問 1-(2)） 

  

22.0%

16.9%

26.9%

26.2%

74.6%

76.8%

65.7%

73.8%

6.3%

7.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=736

母子家庭（前回調査）

n=780

父子家庭 n=245

父子家庭（前回調査） n=42

同居あり 同居なし 無回答

18.9%

16.9%

6.5%

16.7%

30.4%

31.8%

22.9%

11.9%

37.9%

40.3%

49.4%

50.0%

12.0%

10.9%

17.1%

21.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子家庭 n=736

母子家庭（前回調査）

n=780

父子家庭 n=245

父子家庭（前回調査） n=42

小学校入学前 小学生 中学・高校生 上記以外 無回答

小学校入学

前

15.8%

小学生

28.5%

中学・高校

生

40.8%

上記以外

13.3%

無回答

1.6%

同居あり

23.2%

同居なし

72.4%

無回答

4.4%

図表 1-②-3子ども（末子）の就学・就業状況 

   

図表 1-②-4子ども（末子）の就学・就業状況 

  （母子・父子家庭別、前回調査との比較） 

図表 1-③-1家族や親族との同居 

   

図表 1-③-2家族や親族との同居 

  （母子・父子家庭別、前回調査との比較） 

家族や親族との同居の状況については、全体の約 7 割の世帯が同居していない。 
母子・父子家庭別にみると、母子・父子家庭ともに前回調査よりも若干「同居あり」の割合

が増えている。 
 
 
 
 
 
 

子どもが一人の場合はその子、複数いる場合は末子の就学・就業状況を見ると、「中学・高

校生」が最も多く 40.8％（400 世帯）、次いで「小学生」が 28.5％（280 世帯）、「小学校入学

前」が 15.8％（155 世帯）となっている。 
 母子・父子家庭別にみると、父子家庭では母子家庭に比べて、「中学・高校生」の割合が高

くなっており、末子を見ても、子どもの年齢が比較的高いことがわかる。 
 
 
 
 
 

n＝981 

 

n＝981 

 

※「中学・高校生」とは、「中学生」「高校生、

高等専修学校」の計   

※「上記以外」とは、 

  「高専、短大、専門学校等」「大学、大

学院生」「就職」「その他」の計 
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④ ひとり親になった理由（問 2） 

 

 

 

 

  

77.0%

79.0%

64.5%

83.3%

10.2%

9.9%

31.0%

11.9%

7.5%

6.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子家庭 n=736

母子家庭（前回調査）

n=780

父子家庭 n=245

父子家庭（前回調査） n=42

離婚 死別 未婚 別居 その他 無回答

離婚

73.9%

死別

15.4%

未婚

5.7%

別居

3.6%

その他

1.0%
無回答

0.4%

図表 1-④-1ひとり親になった理由   図表 1-④-2ひとり親になった理由  

（母子・父子家庭別、前回調査との比較） 

ひとり親になった理由については、「離婚」が最も多く 73.9％（725 人）、次いで「死別」

が 15.4％（151 人）、「未婚」が 5.7％（56 人）となっている。 
母子・父子家庭別にみると、父子家庭において前回調査に比べ「死別」の割合が増えてい

る。 
 
 
 
 
 

n＝981 
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⑤ ひとり親になった時の年齢（問 3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ ひとり親になってからの期間（問 3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.6%

4.7%

4.9%

11.9%

17.3%

22.3%

23.7%

11.9%

24.2%

23.6%

23.3%

33.3%

29.1%

28.5%

31.0%

26.2%

21.1%

19.1%

15.5%

16.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子家庭 n=736

母子家庭（前回調査）

n=780

父子家庭 n=245

父子家庭（前回調査）

n=42

1年未満 1～2年 3～5年 6～10年 11年以上 無回答

18.1%

19.2%

6.1%

14.3%

48.4%

50.5%

32.2%

35.7%

26.8%

25.0%

42.0%

42.9%

16.3%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子家庭 n=736

母子家庭（前回調査） n=780

父子家庭 n=245

父子家庭（前回調査） n=42

19歳以下 20～29歳 30～39歳 40～49歳

50～59歳 60歳以上 無回答

19歳

以下

0.6% 20～29歳

15.1%

30～39歳

44.3%

40～49歳

30.6%

50～59歳

6.4%

60歳以上

0.4% 無回答

2.5%

図表 1-⑤-1ひとり親になった時の年齢   

図表 1-⑥-1ひとり親になってからの期間  

図表 1-⑤-2ひとり親になった時の年齢   

（母子・父子家庭別、前回調査との比較） 

ひとり親になった時の年齢については、「30～39 歳」が最も多く 44.3％（435 人）、次いで

「40～49 歳」が 30.6％（300 人）、「20～29 歳」が 15.1％（148 人）、「50～59 歳」が 6.4％
（63 人）となっている。 
母子・父子家庭別にみると、母子家庭では「30～39 歳」の割合が最も多く、父子家庭では

「40～49 歳」の割合が最も多い。 
 
 
 
 
 

1年未満

5.4%

1～2年

18.9%

3～5年

24.0%
6～10年

29.6%

11年以上

19.7%

無回答

2.5%

図表 1-⑥-2ひとり親になってからの期間 

（母子・父子家庭別、前回調査との比較） 

  

n＝981 

 

ひとり親になってからの期間については、「6～10 年」が最も多く 29.6％（290 人）、次い

で「3～5 年」が 24.0％（235 人）、「11 年以上」が 19.7％（193 人）、「1～2 年」が 18.9％（185
人）となっている。 
母子・父子家庭別及び前回調査の結果は、図表 1-⑥-2のとおりである。 

 
 
 

n＝981 

 



- 6 - 
 

⑦ 住居の状況（問 4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

あなた名義の

持家

28.5%

あなた以外の

名義の持家

23.8%

民間の賃貸住

宅

33.4%

市営・県営住宅

6.4%

公団住宅

1.9%

会社の社宅・公

務員住宅等

1.6%

その他

2.8% 無回答

1.5%

図表 1-⑦-1住居の状況   

図表 1-⑦-2住居の状況（母子・父子家庭別）  

n＝981 

 

住居の状況については、「民間の賃貸住宅」が最も多く 33.4％（328 人）、次いで「あなた

名義の持家」が 28.5％（280 人）、「あなた以外の名義の持家」が 23.8％（233 人）、「市営・

県営住宅」が 6.4％（63 人）となっている。 
母子・父子家庭別にみると、父子家庭では自分名義の「持家」の割合が約 5 割を占めるが、

母子・父子家庭ともに自分名義以外の住居の割合も高く、特に母子家庭では約 8 割を占めて

いる。 
 

21.6%

49.4%

28.5%

25.4%

18.8%

23.8%

37.0%

22.9%

33.4%

7.6%

6.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=736

父子家庭 n=245

全体 n=981

あなた名義の持家 あなた以外の名義の持家 民間の賃貸住宅 市営・県営住宅

公団住宅 会社の社宅・公務員住宅等 その他 無回答
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⑧ 負担している住居費（問 4‐(2)） 

 

 

  

  

図表 1-⑧-1負担している住居費 

住居費な

し

25.7%

住居費あ

り

73.1%

無回答

1.2%

図表 1-⑧-2負担している住居費 

（母子・父子家庭別） 

  

 

負担している住居費については、「住居費あり」が 73.1％（717 人）、「住居費なし」が 25.7％
（252 人）となっている。 

住居費の平均額は、全体では 7.4 万円、母子家庭では 6.7 万円、父子家庭では 9.2 万円とな

っている。 
母子・父子家庭別の結果は、図表 1-⑧-2及び図表 1-⑧-4のとおりである。 

 
 
 

27.9%

19.2%

25.7%

70.7%

80.4%

73.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子家庭 n=736

父子家庭 n=245

全体 n=981

住居費なし 住居費あり 無回答

n＝981 

 

図表 1-⑧-3負担している住居費の額 

  

 

1万円未満

0.8%

1万円以上3万未満

7.0%

3万円以上5

万未満

12.0%

5万円以上10万未満

54.1%

10万円以上15万未

満

19.7%

15万円以上20万未

満

2.4%

20万円以上

1.4% 無回答

2.6%

n＝981 

 

8.5%

7.0%

14.4%

5.6%

12.0%

57.7%

44.7%

54.1%

13.5%

36.0%

19.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子家庭 n=520

父子家庭 n=197

全体 n=717

1万円未満 1万円以上3万未満 3万円以上5万未満

5万円以上10万未満 10万円以上15万未満 15万円以上20万未満

20万円以上 無回答

図表 1-⑧-4負担している住居費の額 

 （母子・父子家庭別） 
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図表 1-⑧-5住居類型別の平均住居費 

図表 1-⑧-6住居類型別の平均住居費（母子家庭） 

図表 1-⑧-7住居類型別の平均住居費（父子家庭） 

 

住居類型 平均額（万円） 割合

あなた名義の持ち家 8.9 27.7%
あなた以外の名義の持ち家 6.2 15.9%
民間の賃貸住宅 7.6 42.0%
市営・県営住宅 3.3 7.4%
公団住宅 8.6 2.4%
会社の社宅・公務員住宅等 5.7 1.4%
その他 6.3 2.4%
無回答 7.1 0.7%

全体 7.4 100.0%

住居類型 平均額（万円） 割合

あなた名義の持ち家 7.8 18.8%
あなた以外の名義の持ち家 5.3 17.2%
民間の賃貸住宅 7.4 47.4%
市営・県営住宅 3.1 9.1%
公団住宅 8.5 2.8%
会社の社宅・公務員住宅等 4.4 1.4%
その他 7.0 2.8%
無回答 7.2 0.6%

全体 6.7 100.0%

住居類型 平均額（万円） 割合

あなた名義の持ち家 10.0 51.0%

あなた以外の名義の持ち家 9.4 12.5%

民間の賃貸住宅 8.5 27.6%
市営・県営住宅 4.9 3.1%
公団住宅 8.8 1.6%
会社の社宅・公務員住宅等 8.7 1.6%
その他 3.1 1.6%
無回答 7.0 1.0%

全体 9.2 100.0%
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（２）就業について 

① ひとり親になった頃の就業の有無（問 5）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 現在の就業の有無（問 6） 

1） 現在の就業の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

している

87.1%

していな

い

10.8%

無回答

2.1%

86.3%

84.7%

89.4%

90.5%

11.7%

15.3%

8.2%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子家庭 n=736

母子家庭（前回調査）

n=780

父子家庭 n=245

父子家庭（前回調査） n=42

している していない 無回答

図表 2-①-1ひとり親になった頃の就業の有無   

図表 2-②-1現在の就業の有無  

していた

68.2%

していな

かった

31.0%

無回答

0.8%

ひとり親になった頃に収入を伴う仕事をしていたかをたずねたところ、「していた」が

68.2％（669 人）、「していなかった」が 31.0％（304 人）となっている。 
母子・父子家庭別及び前回調査の結果は、図表 2-①-2のとおりである。 

 

 
 
 
 

図表 2-②-2現在の就業の有無 

 （母子・父子家庭別、前回調査との比較） 

 

図表 2-①-2ひとり親になった頃の就業の有無  

（母子・父子家庭別、前回調査との比較） 

  

  

60.1%

62.7%

92.7%

95.2%

39.0%

36.8%

6.9%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子家庭 n=736

母子家庭（前回調査）

n=780

父子家庭 n=245

父子家庭（前回調査） n=42

していた していなかった 無回答

n＝981 

 

n＝981 

 

 現在収入を伴う仕事をしているかをたずねたところ、「している」が 87.1％（854 人）、「し

ていない」が 10.8％（106 人）となっている。 
問 5 の「仕事をしていた」68.2％と比較すると、18.9％の人がひとり親になってから仕事

を始めていることがわかる。 
母子・父子家庭別及び前回調査の結果は、図表 2-②-2のとおりである。 
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2） 子どもの人数（問 1）と現在の就業の有無との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 2-②-3子どもの人数と現在の就業の有無との関係 

89.8%

89.4%

84.3%

80.0%

10.2%

10.6%

15.7%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1人 n=502

2人 n=349

3人 n=83

4人 n=15

している していない

89.4%

88.3%

81.3%

83.3%

10.6%

11.7%

18.8%

16.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1人 n=388

2人 n=256

3人 n=64

4人 n=12

している していない

図表 2-②-4子どもの人数と現在の就業の有無との関係（母子家庭） 

91.2%

92.5%

94.7%

66.7%

8.8%

7.5%

5.3%

33.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1人 n=114

2人 n=93

3人 n=19

4人 n=3

している していない

図表 2-②-5子どもの人数と現在の就業の有無との関係（父子家庭） 

子どもの人数と現在の就業の有無との関係を見ると、子どもの人数が「1 人」「2 人」は約 9
割のひとり親が就業しているが、子どもの人数が「3 人以上」になると、就業する割合が若干

減っていることがわかる。 
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3） 子ども（末子）の就学・就業状況（問 1）と現在の就業の有無との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

84.8%

89.6%

88.9%

89.3%

93.8%

95.7%

62.5%

66.7%

15.2%

10.4%

11.1%

10.7%

6.3%

37.5%

33.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校入学前 n=138

小学生 n=222

中学生 n=135

高校生、高等専修学校 n=140

高専、短大、専門学校等 n=16

大学、大学院生 n=46

就職 n=8

その他 n=15

している していない

子ども（末子）の就学・就業状況と現在の就業の有無との関係を見ると、末子の年齢が上が

るにつれて就業している割合は比較的高くなるが、末子が「就職」している場合には就業して

いる割合は低いことがわかる。 
 
 
 
 
 
 

図表 2-②-6子ども（末子）の就学・就業状況と現在の就業の有無との関係 

図表 2-②-7子ども（末子）の就学・就業状況と現在の就業の有無との関係（母子家庭） 

図表 2-②-8子ども（末子）の就学・就業状況と現在の就業の有無との関係（父子家庭） 

93.3%

94.5%

87.0%

88.9%

100.0%

100.0%

75.0%

100.0%

6.7%

5.5%

13.0%

11.1%

25.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校入学前 n=15

小学生 n=55

中学生 n=54

高校生、高等専修学校 n=63

高専、短大、専門学校等 n=7

大学、大学院生 n=22

就職 n=4

その他 n=9

している していない

85.6%

90.6%

88.4%

89.2%

95.7%

97.1%

66.7%

79.2%

14.4%

9.4%

11.6%

10.8%

4.3%

33.3%

20.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校入学前 n=153

小学生 n=277

中学生 n=189

高校生、高等専修学校 n=203

高専、短大、専門学校等 n=23

大学、大学院生 n=68

就職 n=12

その他 n=24

している していない
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4） ひとり親になった頃の就業の有無（問 5）と現在の就業の有無との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 2-②-9ひとり親になった頃の就業の有無と現在の就業の有無との関係 

93.3%

79.8%

6.7%

20.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

していた n=656

していなかった n=302

している していない

ひとり親になった頃の就業の有無と現在の就業の有無との関係を見ると、現在仕事をして

いない割合は、「仕事をしていた人」（6.7％）よりも「仕事をしていなかった人」（20.2％）の

方が多いことがわかる。 
 
 

92.4%

81.8%

7.6%

18.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

していた n=434

していなかった n=285

している していない

図表 2-②-10ひとり親になった頃の就業の有無と現在の就業の有無との関係（母子家庭） 

 

図表 2-②-11ひとり親になった頃の就業の有無と現在の就業の有無との関係（父子家庭） 

 

95.0%

47.1%

5.0%

52.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

していた n=222

していなかった n=17

している していない
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5） ひとり親になってからの期間（問 3）と現在の就業の有無との関係 

 

 

 

 

 

  

ひとり親になってからの期間と現在の就業の有無との関係を見ると、「3～5 年」が 90.4％で

若干高く、「11 年以上」が若干低くなっているものの、あまり差がないことがわかる。 
 
 
 

図表 2-②-13ひとり親になってからの期間と現在の就業の有無との関係（母子家庭） 

 

 

図表 2-②-14ひとり親になってからの期間と現在の就業の有無との関係（父子家庭） 

 

88.2%

89.7%

90.4%

89.8%

87.0%

11.8%

10.3%

9.6%

10.2%

13.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年未満 n=51

1～2年 n=184

3～5年 n=229

6～10年 n=285

11年以上 n=192

している していない

84.6%

88.2%

90.2%

89.2%

86.4%

15.4%

11.8%

9.8%

10.8%

13.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年未満 n=39

1～2年 n=127

3～5年 n=173

6～10年 n=212

11年以上 n=154

している していない

100.0%

93.0%

91.1%

91.8%

89.5%

7.0%

8.9%

8.2%

10.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年未満 n=12

1～2年 n=57

3～5年 n=56

6～10年 n=73

11年以上 n=38

している していない

図表 2-②-12ひとり親になってからの期間と現在の就業の有無との関係 
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6） 現在の年齢（問 3）と現在の就業の有無との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

100.0%

88.9%

94.2%

89.8%

11.1%

5.8%

10.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10、20歳代 n=1

30歳代 n=36

40歳代 n=104

50、60歳代 n=98

している していない

図表 2-②-15現在の年齢と現在の就業の有無との関係 

現在の年齢と現在の就業の有無との関係を見ると、どの世代も 9 割近くであり、あまり差が

ないことがわかる。 
 

 
 
 
 
 

図表 2-②-16現在の年齢と現在の就業の有無との関係（母子家庭） 

 

 

図表 2-②-17現在の年齢と現在の就業の有無との関係（父子家庭） 

 

 

86.5%

88.0%

88.8%

86.7%

13.5%

12.0%

11.2%

13.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10、20歳代 n=37

30歳代 n=200

40歳代 n=375

50、60歳代 n=105

している していない

86.8%

88.1%

90.0%

88.2%

13.2%

11.9%

10.0%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10、20歳代 n=38

30歳代 n=236

40歳代 n=479

50、60歳代 n=203

している していない
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7） 子どもの就学・就業状況（問 1）と現在の就業の有無との関係 

（ひとり親になった頃の就業の有無別（問 5）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

100.0%

98.2%

91.5%

93.7%

100.0%

100.0%

95.0%

100.0%

8.5%

6.3%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校入学前 n=13

小学生 n=56

中学生 n=59

高校生・高等専修学校 n=79

高専、短大、専門学校等 n=13

大学、大学院生 n=45

就職 n=20

その他 n=24

している していない

88.5%

92.8%

89.7%

91.3%

96.4%

98.2%

91.2%

89.3%

11.5%

7.2%

10.3%

8.7%

8.8%

10.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校入学前 n=78

小学生 n=152

中学生 n=116

高校生、高等専修学校 n=127

高専、短大、専門学校等 n=28

大学、大学院生 n=55

就職 n=34

その他 n=28

している していない

90.1%

94.2%

90.3%

92.2%

97.6%

99.0%

92.6%

94.2%

9.9%

5.8%

9.7%

7.8%

7.4%

5.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校入学前 n=91

小学生 n=208

中学生 n=175

高校生、高等専修学校 n=206

高専、短大、専門学校等 n=41

大学、大学院生 n=100

就職 n=54

その他 n=52

している していない

ひとり親になった頃の就業の有無別に、子どもの就学・就業状況と現在の就業の有無との

関係を見ると、「ひとり親になった頃に就業していた」人の就業状況は、子どもの就学・就業

状況に関わらず 9 割以上となっている。「ひとり親になった頃に就業していなかった」人の就

業状況の割合は、「高専、短大、専門学校等」を除くと、いずれも「ひとり親になった頃に就

業していた」人の割合よりも低いことがわかる。 
 
 
図表 2-②-18子どもの就学・就業状況と現在の就業の有無との関係 

（ひとり親になった頃の就業の有無別）【有】 

図表 2-②-19子どもの就学・就業状況と現在の就業の有無との関係 

（ひとり親になった頃の就業の有無別）【有】（母子家庭） 

 

図表 2-②-20子どもの就学・就業状況と現在の就業の有無との関係 

（ひとり親になった頃の就業の有無別）【有】（父子家庭） 



- 16 - 
 

78.7%

80.5%

85.1%

78.7%

100.0%

81.8%

62.5%

68.8%

21.3%

19.5%

14.9%

21.3%

18.2%

37.5%

31.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校入学前 n=61

小学生 n=113

中学生 n=87

高校生・高等専修学校 n=89

高専、短大、専門学校等 n=4

大学、大学院生 n=33

就職 n=16

その他 n=16

している していない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

50.0%

50.0%

40.0%

50.0%

50.0%

50.0%

60.0%

50.0%

100.0%

100.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校入学前 n=2

小学生 n=4

中学生 n=5

高校生・高等専修学校 n=4

高専、短大、専門学校等 n=0

大学、大学院生 n=1

就職 n=2

その他 n=0

している していない

図表 2-②-21子どもの就学・就業状況と現在の就業の有無との関係 

（ひとり親になった頃の就業の有無別）【無】 

図表 2-②-22子どもの就学・就業状況と現在の就業の有無との関係 

（ひとり親になった頃の就業の有無別）【無】（母子家庭） 

図表 2-②-23子どもの就学・就業状況と現在の就業の有無との関係 

（ひとり親になった頃の就業の有無別）【無】（父子家庭） 

 

79.7%

81.7%

87.8%

80.0%

80.0%

84.4%

71.4%

68.8%

20.3%

18.3%

12.2%

20.0%

20.0%

15.6%

28.6%

31.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校入学前 n=59

小学生 n=109

中学生 n=82

高校生・高等専修学校 n=85

高専、短大、専門学校等 n=5

大学、大学院生 n=32

就職 n=14

その他 n=16

している していない
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8） ひとり親になってからの期間（問 3）と現在の就業の有無との関係 

（ひとり親になった頃の就業の有無別（問 5）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
96.4%

95.7%

94.4%

91.9%

86.7%

4.3%

5.6%

8.1%

13.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年未満 n=28

1～2年 n=92

3～5年 n=107

6～10年 n=123

11年以上 n=75

している していない

97.5%

95.9%

95.5%

92.7%

88.2%

4.1%

4.5%

7.3%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年未満 n=40

1～2年 n=146

3～5年 n=157

6～10年 n=191

11年以上 n=110

している していない

ひとり親になった頃の就業の有無別に、ひとり親になってからの期間と現在の就業の有無

との関係を見ると、「ひとり親になった頃に就業していた」人の就業状況は、ひとり親になっ

てからの期間が長くなるほど就業している人の割合は減っている。 
一方、「ひとり親になった頃に就業していなかった」人の就業状況は、ひとり親になってか

らの期間が長くなるほど就業している人の割合は増えていることがわかる。 
 

 
 
 
 
 

図表 2-②-24ひとり親になってからの期間と現在の就業の有無との関係 

（ひとり親になった頃の就業の有無別【有】） 

 

図表 2-②-25ひとり親になってからの期間と現在の就業の有無との関係 

（ひとり親になった頃の就業の有無別【有】）（母子家庭） 

 

100.0%

96.3%

98.0%

94.1%

91.4%

5.9%

8.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年未満 n=12

1～2年 n=54

3～5年 n=50

6～10年 n=68

11年以上 n=35

している していない

図表 2-②-26ひとり親になってからの期間と現在の就業の有無との関係 

（ひとり親になった頃の就業の有無別【有】）（父子家庭） 
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33.3%

33.3%

60.0%

66.7%

66.7%

66.7%

40.0%

33.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年未満 n=0

1～2年 n=3

3～5年 n=6

6～10年 n=5

11年以上 n=3

している していない

図表 2-②-27ひとり親になってからの期間と現在の就業の有無との関係 

（ひとり親になった頃の就業の有無別【無】） 

 

図表 2-②-28ひとり親になってからの期間と現在の就業の有無との関係 

（ひとり親になった頃の就業の有無別【無】）（母子家庭） 

 

図表 2-②-29ひとり親になってからの期間と現在の就業の有無との関係 

（ひとり親になった頃の就業の有無別【無】）（父子家庭） 

 

54.5%

68.6%

83.3%

85.4%

85.9%

45.5%

31.4%

16.7%

14.6%

14.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年未満 n=11

1～2年 n=35

3～5年 n=66

6～10年 n=89

11年以上 n=78

している していない

54.5%

65.8%

79.2%

84.0%

85.2%

45.5%

34.2%

20.8%

16.0%

14.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年未満 n=11

1～2年 n=38

3～5年 n=72

6～10年 n=94

11年以上 n=81

している していない
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9） 健康状態（問 28）と現在の就業の有無との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

94.3%

96.6%

92.1%

76.3%

45.7%

5.7%

7.9%

23.7%

54.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よい n=159

まあよい n=145

普通 n=239

あまりよくない n=135

よくない n=35

している していない

94.0%

97.1%

92.3%

78.8%

49.1%

6.0%

7.7%

21.3%

50.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よい n=215

まあよい n=209

普通 n=313

あまりよくない n=160

よくない n=53

している していない

図表 2-②-30健康状態と現在の就業の有無との関係 

健康状態と現在の就業の有無との関係を見ると、健康状態が「あまりよくない」人の約 8
割、「よくない」人の約 5 割が就業していることがわかる。 
 
 
 

図表 2-②-31健康状態と現在の就業の有無との関係（母子家庭） 

図表 2-②-32健康状態と現在の就業の有無との関係（父子家庭） 

92.9%

98.4%

93.2%

92.0%

55.6%

7.1%

6.8%

8.0%

44.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よい n=56

まあよい n=64

普通 n=74

あまりよくない n=25

よくない n=18

している していない
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③ 就業意欲の有無（問 15） 

1） 就業意欲の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
  

図表 2-③-1就業意欲の有無 

図表 2-③-2就業意欲の有無（母子・父子家庭別、前回調査との比較） 

24.4%

34.5%

40.0%

75.0%

61.6%

54.6%

50.0%

25.0%

5.9%

5.0%

12.8%

5.0%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=86

母子家庭（前回調査） n=119

父子家庭 n=20

父子家庭（前回調査） n=4

今すぐに働きたい 今は働けないがそのうち働きたい 働く必要がない 無回答

現在働いていない人（106 人）に、働きたいと思っているかどうかをたずねたところ、「今

は働けないがそのうち働きたい」が 59.4％（63 人）、「今すぐに働きたい」が 27.4％（29 人）

となっており、約 9 割の人がいずれは働きたいと考えている。 
 前回調査と比較すると、母子・父子家庭のいずれも、「今すぐに働きたい」と考えている人

の割合は減っているが、「今は働けないが、そのうち働きたい」と考えている人の割合は増え

ている。 
 
 
 
 
 今すぐに

働きたい

27.4%

今は働け

ないがそ

のうち働

きたい

59.4%

働く必要

がない

1.9%

無回答

11.3%

n＝106 
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2） 働いていない理由（問 15-(2)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0%

25.0%

50.0%

25.0%

0.0%

0.0%

50.0%

0.0%

33.3%

66.7%

33.3%

33.3%

0.0%

33.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

仕事の探し方がわからない

収入について条件のあう仕事がない

時間について条件のあう仕事がない

年齢制限のため仕事がない

仕事に必要な専門知識や資格がない

子どもの保育の手だてがない

その他

父子家庭 n=8

父子家庭（前回調査） n=3

6.9%

27.6%

41.4%

24.1%

24.1%

17.2%

51.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

仕事の探し方がわからない

収入について条件のあう仕事がない

時間について条件のあう仕事がない

年齢制限のため仕事がない

仕事に必要な専門知識や資格がない

子どもの保育の手だてがない

その他

無回答

図表 2-③-3働いていない理由 

図表 2-③-5働いていない理由（父子家庭、前回調査との比較） 

9.5%

28.6%

38.1%

23.8%

33.3%

23.8%

52.4%

2.4%

22.0%

56.1%

29.3%

39.0%

2.4%

29.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

仕事の探し方がわからない

収入について条件のあう仕事がない

時間について条件のあう仕事がない

年齢制限のため仕事がない

仕事に必要な専門知識や資格がない

子どもの保育の手だてがない

その他

母子家庭 n=21

母子家庭（前回調査） n=41

現在仕事をしておらず、「今すぐに働きたい」と回答した人（29 人）になぜ働いていない

のかをたずねたところ、「時間について条件のあう仕事がない」が最も多く 41.4％（12 人）、

次いで「収入について条件のあう仕事がない」が 27.6％（8 人）、「年齢制限のため仕事がな

い」「仕事に必要な専門知識や資格がない」がともに 24.1％（7 人）、「子どもの保育の手だて

がない」が 17.2％（5 人）となっている。 
 母子家庭について前回調査と比較すると、「子どもの保育の手だてがない」の割合が増えて

いる。 
 その他では、「病気療養中」「子どもの手が離れたら」「親の問題が解決したら」などが挙げ

られている。 
 

図表 2-③-4働いていない理由（母子家庭、前回調査との比較） 

n＝29、複数回答 
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3） 働けるようになる状況（問 15-(3)） 

 

 

 

 

 

 

  

7.9%

1.6%

17.5%

57.1%

4.8%

11.1%

19.0%

11.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子どもの保育の手だてができたら

子どもが小学校に入学したら

子どもの問題（健康など）が解決したら

自分の問題（健康など）が解決したら

学校や職業訓練などが終了したら

仕事に必要な資格や技能を身につけたら

その他

無回答

0.0%

0.0%

10.0%

70.0%

0.0%

0.0%

0.0%

20.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子どもの保育の手だてができたら

子どもが小学校に入学したら

子どもの問題（健康など）が解決したら

自分の問題（健康など）が解決したら

学校や職業訓練などが終了したら

仕事に必要な資格や技能を身につけたら

その他

無回答

父子家庭 n=10

父子家庭（前回調査） n=1

9.4%

1.9%

18.9%

54.7%

5.7%

13.2%

22.6%

9.4%

10.8%

7.7%

18.5%

63.1%

9.2%

18.5%

13.8%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子どもの保育の手だてができたら

子どもが小学校に入学したら

子どもの問題（健康など）が解決したら

自分の問題（健康など）が解決したら

学校や職業訓練などが終了したら

仕事に必要な資格や技能を身につけたら

その他

無回答

母子家庭 n=53

母子家庭（前回調査） n=65

図表 2-③-6働けるようになる状況 

図表 2-③-7働けるようになる状況（母子家庭、前回調査との比較） 

図表 2-③-8働けるようになる状況（父子家庭、前回調査との比較） 

現在仕事をしておらず、「今は働けないがそのうち働きたい」と回答した人（63 人）にどの

ような状況になれば働けるようになると思うかをたずねたところ、「自分の問題（健康など）

が解決したら」が最も多く 57.1％（36 人）、次いで「子どもの問題（健康など）が解決した

ら」が 17.5％（11 人）、「仕事に必要な資格や技能を身につけたら」が 11.1％（7 人）、「子ど

もの保育の手だてができたら」7.9％（5 人）となっている。 
その他では、「親の介護」などが挙げられている。 

 
 

n＝63、複数回答 
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4） 就業の際に重視すること（問 16） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.3%

4.3%

18.5%

14.1%

5.4%

8.7%

4.3%

3.3%

22.8%

5.4%

3.3%

18.5%

31.5%

17.4%

29.3%

13.0%

3.3%

8.7%

6.5%

20.7%

8.7%

3.3%

8.7%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

身分が安定している

休暇が取りやすい

十分な収入が得られる

土日に休める

通勤時間が短い

厚生年金や雇用保険に入れる

在宅でできる

経験や能力が発揮できる

簡単な仕事である

就業時間に融通がきく

労働時間が短い

技術・技能を身につけられる

残業がない

残業が少ない

その他

最も重視 n=92

2～3番目の合計 n=92

「今すぐに働きたい」「今は働けないがそのうち働きたい」と回答した人（92 人）に、今後

仕事に就く場合に重視することは何かをたずねたところ、最も重視する点として、「就業時間

に融通が利く」22.8％（21 人）、「十分な収入が得られる」18.5％（17 人）、「土日に休める」

14.1％（13 人）などが上位に挙げられている。2 番目、3 番目に重視する点には、これらの

回答以外に、「通勤時間が短い」「休暇が取りやすい」「厚生年金や雇用保険に入れる」などが

多く挙げられている。 
 
 
 
 
 

図表 2-③-10就業の際に重視すること（1番目と前回調査との比較） 

3.3%

4.3%

18.5%

14.1%

5.4%

8.7%

4.3%

3.3%

0.0%

22.8%

1.1%

0.0%

1.1%

0.0%

5.4%

7.6%

5.5%

10.0%

24.5%

11.8%

7.3%

5.5%

2.7%

5.5%

0.0%

17.3%

4.5%

0.0%

0.0%

3.6%

0.0%

1.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

身分が安定している

休暇が取りやすい

十分な収入が得られる

土日に休める

通勤時間が短い

厚生年金や雇用保険に入れる

在宅でできる

経験や能力が発揮できる

簡単な仕事である

就業時間に融通がきく

労働時間が短い

技術・技能を身につけられる

残業がない

残業が少ない

その他

無回答

最も重視 n=92

最も重視（前回調査） n=110

図表 2-③-9就業の際に重視すること（1番目と 2～3番目に重視の合計） 
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図表 2-③-11就業の際に重視すること（2番目と前回調査との比較） 

1.1%

10.9%

18.5%

10.9%

17.4%

3.3%

0.0%

4.3%

0.0%

13.0%

4.3%

0.0%

4.3%

2.2%

1.1%

8.7%

1.8%

13.6%

11.8%

21.8%

15.5%

10.9%

0.0%

3.6%

0.0%

8.2%

2.7%

0.9%

5.5%

1.8%

0.0%

1.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

身分が安定している

休暇が取りやすい

十分な収入が得られる

土日に休める

通勤時間が短い

厚生年金や雇用保険に入れる

在宅でできる

経験や能力が発揮できる

簡単な仕事である

就業時間に融通がきく

労働時間が短い

技術・技能を身につけられる

残業がない

残業が少ない

その他

無回答

2番目に重視 n=92

2番目に重視（前回調査） n=110

図表 2-③-12就業の際に重視すること（3番目と前回調査との比較） 

2.2%

7.6%

13.0%

6.5%

12.0%

9.8%

3.3%

4.3%

6.5%

7.6%

4.3%

3.3%

4.3%

3.3%

1.1%

10.9%

4.5%

9.1%

9.1%

8.2%

10.9%

11.8%

1.8%

2.7%

8.2%

16.4%

2.7%

6.4%

3.6%

2.7%

0.0%

1.8%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18%

身分が安定している

休暇が取りやすい

十分な収入が得られる

土日に休める

通勤時間が短い

厚生年金や雇用保険に入れる

在宅でできる

経験や能力が発揮できる

簡単な仕事である

就業時間に融通がきく

労働時間が短い

技術・技能を身につけられる

残業がない

残業が少ない

その他

無回答

3番目に重視 n=92

3番目に重視（前回調査） n=110
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④ 就業形態（問 7） 

1） 現在の就業形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2-④-1現在の就業形態 

 

図表 2-④-2現在の就業形態（母子・父子家庭別）  

正社員・正規

職員

50.1%

嘱託・契約

社員・準社

員・臨時職

員

8.7%

パート・ア

ルバイト

26.5%

人材派遣会

社の派遣社

員

3.9%

自営業主

（商店主・

農業など）

7.1%

自家営業の

手伝い

0.2%
会社など

の役員

2.5%

その他

0.9%
無回答

0.1%

n＝854 

 

現在仕事をしている人（854 人）に、就業形態をたずねたところ、「正社員・正規職員」が

最も多く 50.1％（428 人）、次いで「パート・アルバイト」が 26.5％（226 人）、「嘱託・契約

社員・準社員・臨時職員」が 8.7％（74 人）、「自営業主（商店主・農業など）」が 7.1％（61
人）となっている。 
 母子・父子家庭別にみると、母子家庭では非正規職員の割合が約 5 割であるのに対し、父

子家庭では「正社員・正規職員」や「自営業主（商店主・農業など）」の割合が高い。 
 

44.6%

66.2%

50.1%

9.0%

7.8%

8.7%

34.6%

26.5%

5.0% 5.0%

13.2%

7.1%

8.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=635

父子家庭 n=219

全体 n=854

正社員・正規職員 嘱託・契約社員・準社員・臨時職員 パート・アルバイト

人材派遣会社の派遣社員 自営業主（商店主・農業など） 自家営業の手伝い

会社などの役員 その他 無回答
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2） ひとり親になってからの期間（問 3）と現在の就業形態との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

58.3%

58.5%

60.8%

70.1%

79.4%

7.5%

11.8%

6.0%

8.8%

5.7%

25.0%

17.0%

17.6%

10.4%

16.7%

7.5%

5.9%

10.4%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年未満 n=12

1～2年 n=53

3～5年 n=51

6～10年 n=67

11年以上 n=34

正社員・正規職員 嘱託・契約社員・準社員・臨時職員 パート・アルバイト
人材派遣会社の派遣社員 自営業主（商店主・農業など） 自家営業の手伝い
会社などの役員 その他 無回答

37.8%

43.0%

49.8%

52.3%

56.9%

6.7%

10.3%

7.7%

7.4%

11.4%

35.6%

27.3%

28.5%

28.1%

18.6%

4.8%

6.0%

13.3%

9.7%

8.7%

5.1%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年未満 n=45

1～2年 n=165

3～5年 n=207

6～10年 n=256

11年以上 n=167

正社員・正規職員 嘱託・契約社員・準社員・臨時職員 パート・アルバイト
人材派遣会社の派遣社員 自営業主（商店主・農業など） 自家営業の手伝い
会社などの役員 その他 無回答

図表 2-④-3ひとり親になってからの期間と現在の就業形態との関係 

ひとり親になってからの期間と就業形態との関係を見ると、ひとり親になってからの期間が

長くなるほど「正社員・正規職員」の割合が高いことがわかる。 
 
 
 
 

図表 2-④-4ひとり親になってからの期間と現在の就業形態との関係（母子家庭） 

図表 2-④-5ひとり親になってからの期間と現在の就業形態との関係（父子家庭） 

 

30.3%

35.7%

46.2%

46.0%

51.1%

9.1%

11.6%

6.4%

7.9%

12.0%

48.5%

37.5%

37.2%

37.0%

23.3%

7.1%

7.5%

9.1%

6.3%

5.8%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年未満 n=33

1～2年 n=112

3～5年 n=156

6～10年 n=189

11年以上 n=133

正社員・正規職員 嘱託・契約社員・準社員・臨時職員 パート・アルバイト
人材派遣会社の派遣社員 自営業主（商店主・農業など） 自家営業の手伝い
会社などの役員 その他 無回答
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3） 学歴（問 22）と現在の就業形態との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.7%

34.8%

53.3%

52.3%

8.7%

10.0%

7.5%

9.4%

63.0%

41.9%

28.3%

24.2%

6.7%

4.6%

4.7%

4.8%

8.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学校卒 n=46

高校・高等専修学校卒 n=210

高専、短大、専門学校卒 n=240

大学、大学院卒 n=128

正社員・正規職員 嘱託・契約社員・準社員・臨時職員 パート・アルバイト
人材派遣会社の派遣社員 自営業主（商店主・農業など） 自家営業の手伝い
会社などの役員 その他 無回答

図表 2-④-6学歴と現在の就業形態との関係 

図表 2-④-8学歴と現在の就業形態との関係（父子家庭） 

図表 2-④-7学歴と現在の就業形態との関係（母子家庭） 

学歴と就業形態との関係を見ると、学歴が高学歴になるほど「正社員・正規職員」の割合が

高く、「パート・アルバイト」の割合が低いことがわかる。 
 
 

24.2%

41.7%

54.8%

63.0%

11.3%

9.2%

6.6%

9.5%

48.4%

31.2%

25.4%

14.7%

5.1%

9.7%

7.8%

5.5%

8.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学校卒 n=62

高校・高等専修学校卒 n=295

高専、短大、専門学校卒 n=272

大学、大学院卒 n=211

正社員・正規職員 嘱託・契約社員・準社員・臨時職員 パート・アルバイト
人材派遣会社の派遣社員 自営業主（商店主・農業など） 自家営業の手伝い
会社などの役員 その他 無回答

31.3%

58.8%

65.6%

79.5%

18.8%

7.1%

9.6%

6.3% 31.3%

15.3%

15.6%

7.2%

11.8%

15.6%

12.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学校卒 n=16

高校・高等専修学校卒 n=85

高専、短大、専門学校卒 n=32

大学、大学院卒 n=83

正社員・正規職員 嘱託・契約社員・準社員・臨時職員 パート・アルバイト

人材派遣会社の派遣社員 自営業主（商店主・農業など） 自家営業の手伝い

会社などの役員 その他 無回答
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4） ひとり親になってからの期間（問 3）と現在の就業形態との関係 

（ひとり親になった頃の就業の有無別（問 5）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

図表 2-④-9ひとり親になってからの期間と現在の就業形態との関係 

（ひとり親になった頃の就業の有無別【有】） 

 

 

図表 2-④-10ひとり親になってからの期間と現在の就業形態との関係 

（ひとり親になった頃の就業の有無別【無】） 

 

 

ひとり親になった頃の就業の有無別に、ひとり親になってからの期間と就業形態との関係

を見ると、「ひとり親になった頃に就業していなかった」は、期間が長くなるにしたがって「正

社員・正規職員」の割合が上がっており、「11 年以上」ではどちらもほぼ同じ割合になってい

ることがわかる。 
 

 
 

 
 
 
 

40.0%

48.6%

56.0%

56.5%

56.7%

5.0%

9.3%

8.7%

7.9%

12.4%

35.0%

22.9%

22.0%

22.6%

16.5% 6.2%

15.0%

10.7%

8.7%

5.6%

4.1%

5.0%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年未満 n=40

1～2年 n=140

3～5年 n=150

6～10年 n=177

11年以上 n=97

正社員・正規職員 嘱託・契約社員・準社員・臨時職員 パート・アルバイト
人材派遣会社の派遣社員 自営業主（商店主・農業など） 自家営業の手伝い
会社などの役員 その他 無回答

16.7%

12.0%

33.3%

43.0%

58.0%

16.7%

16.0%

5.3%

6.3%

10.1%

33.3%

52.0%

45.6%

40.5%

20.3%

12.0%

7.0%

5.1%

5.8%

16.7%

8.8%

16…

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年未満 n=6

1～2年 n=25

3～5年 n=57

6～10年 n=79

11年以上 n=69

正社員・正規職員 嘱託・契約社員・準社員・臨時職員 パート・アルバイト
人材派遣会社の派遣社員 自営業主（商店主・農業など） 自家営業の手伝い
会社などの役員 その他 無回答
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⑤ 職種（問 8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.4%

23.3%

22.6%

15.1%

5.0%

31.7%

9.6%

26.0%

10.7%

7.3%

9.8%

7.6%

6.3%

11.5%

7.3%

10.4%

6.8% 13.2% 5.5%

8.2%

7.3%

8.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=635

父子家庭 n=219

全体 n=854

専門知識・技術をいかした仕事 管理的な仕事 事務的な仕事

営業・販売の仕事 サービスの仕事・資格あり サービスの仕事・資格なし

運搬、清掃、包装の仕事 建設の仕事 生産工程の仕事

その他 無回答

図表 2-⑤-1職種 

図表 2-⑤-2 職種（母子・父子家庭別） 

専門知識・技術

をいかした仕事

22.6%

管理的な仕事

5.0%

事務的な仕事

26.0%

営業・販売

の仕事

9.8%

サービスの仕

事・資格あり

6.3%

サービスの仕

事・資格なし

10.4%

運搬、清掃、包

装の仕事

3.3%

建設の仕事

3.9%

生産工程の仕

事

3.0%

その他

8.0%

無回答

1.6%

現在仕事をしている人（854 人）に、職種をたずねたところ、「事務的な仕事」が最も多く

26.0％（222 人）、次いで「専門知識・技術をいかした仕事」が 22.6％（193 人）、「サービス

の仕事・資格なし」が 10.4％（89 人）、「営業・販売の仕事」が 9.8％（84 人）となっている。 
 母子・父子家庭別にみると、母子家庭では父子家庭に比べて、「事務的な仕事」の割合が高

く、父子家庭では母子家庭に比べて「管理的な仕事」「建設の仕事」の割合が高い。 
 
 
 

n＝854 
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⑥ 勤続年数（問 9） 

 

  

11.8%

15.9%

13.2%

39.2%

34.0%

12.8%

7.9%

22.8%

25.7%

11.9%

7.9%

17.8%

15.6%

21.5%

26.3%

6.9%

6.7%

50.7%

44.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=635

母子家庭（前回調査） n=661

父子家庭 n=219

父子家庭（前回調査） n=38

1年未満 1年以上5年未満 5年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上 無回答

1年未満

9.6%

1年以上5年未満

32.4%

5年以上10年未満

20.0%

10年以上20年未満

18.7%

20年以上

18.1%

無回答

1.1%

図表 2-⑥-1勤続年数 

図表 2-⑥-2勤続年数（母子・父子家庭別、前回調査との比較） 

現在仕事をしている人（854 人）に、現在の仕事を始めてからの勤続年数をたずねたとこ

ろ、「1 年以上 5 年未満」が最も多く 32.4％（277 人）、次いで「5 年以上 10 年未満」が 20.0％
（171 人）、「10 年以上 20 年未満」が 18.7％（160 人）、「20 年以上」が 18.1％（155 人）と

なっている。 
 母子・父子家庭別にみると、父子家庭では母子家庭と比べて「20 年以上」が非常に高くな

っており、勤続年数が長い傾向にある。 
 
 
 

n＝854 
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⑦ 年収（問 33） 

1） 自身の年間の就労収入（問 33） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

100万円未

満

7.0% 100万円以

上200万円

未満

16.3%

200万円以

上300万円

未満

18.8%
300万円以

上400万円

未満

11.4%

400万円以

上500万円

未満

7.5%

500万円以

上1000万

円未満

19.6%

1000万円

以上

3.8%

無回答

15.6%

8.7%

10.9%

20.5%

25.0%

7.9%

23.0%

23.6%

6.1%

7.9%

11.8%

15.6%

10.2%

13.2%

5.6%

5.1%

13.5%

18.4%

12.5%

10.0%

40.8%

39.5%

11.8%

7.9%

16.8%

9.2%

11.8%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=736

母子家庭（前回調査） n=661

父子家庭 n=245

父子家庭（前回調査） n=38

100万円未満 100万円以上200万円未満 200万円以上300万円未満

300万円以上400万円未満 400万円以上500万円未満 500万円以上1000万円未満

1000万円以上 無回答

図表 2-⑦-1自身の年間の就労収入 

図表 2-⑦-2自身の年間の就労収入（母子・父子家庭別、前回調査との比較） 

n＝981 

 

ひとり親自身の年収額（税込み、賞与含む）については、「500 万円以上 1000 万円未満」

が最も多く 19.6％（192 人）、次いで「200 万円以上 300 万円未満」が 18.8％（184 人）、「100
万円以上 200 万円未満」が 16.3％（160 人）、「300 万円以上 400 万円未満」が 11.4％（112
人）となっている。 

平均の年収は、全体では「378.6 万円」、母子家庭では「295.2 万円」、父子家庭では「614.9
万円」となっている。 
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2） 自身の年間の副業の就労収入（問 33） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

100万円未満

62.1%

100万円以上

200万円未満

8.6%

200万円以上

300万円未満

3.4%

無回答

25.9%

図表 2-⑦-3自身の年間の副業の就労収入 

副業（１か所目）をしている人（58 人）の自身の年収額（税込み、賞与含む）のうち、副

業の収入額を見たところ、「100 万円未満」が最も多く 62.1％（36 人）、次いで「100 万円以

上 200 万円未満」が 8.6％（5 人）、「200 万円以上 300 万円未満」が 3.4％（2 人）となって

いる。 
 副業の平均額は、全体では「52.3 万円」、母子家庭では「47.9 万円」、父子家庭では「95.0
万円」となっている。 
 
 

64.2%

40.0%

62.1%

7.5%

20.0%

8.6%

20.0%

26.4%

20.0%

25.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=53

父子家庭 n=5

全体 n=58

100万円未満 100万円以上200万円未満 200万円以上300万円未満 無回答

図表 2-⑦-4自身の年間の副業の就労収入（母子・父子家庭別） 

 

n＝58 
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3） 世帯総収入（問 33） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.7%

13.8%

23.6%

23.5%

6.5%

16.7%

14.5%

16.9%

9.4%

7.1%

8.8%

6.8%

11.0%

16.7%

14.1%

11.4%

36.3%

35.7%

12.7%

7.1%

22.1%

22.9%

21.2%

14.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=736

母子家庭（前回調査） n=780

父子家庭 n=245

父子家庭（前回調査） n=42

100万円未満 100万円以上200万円未満 200万円以上300万円未満

300万円以上400万円未満 400万円以上500万円未満 500万円以上1000万円未満

1000万円以上 無回答

図表 2-⑦-5世帯総収入 

100万円

未満

2.8%

100万円

以上200

万円未満

9.2%

200万円

以上300

万円未満

19.4%

300万円

以上400

万円未満

13.3%

400万円

以上500

万円未満

9.4%

500万円

以上1000

万円未満

19.7%

1000万円

以上

4.5%

無回答

21.9%

年間の世帯総収入（税込み）をたずねたところ、「500 万円以上 1000 万円未満」が最も多

く 19.7％（193 人）、次いで「200 万円以上 300 万円未満」が 19.4％（190 人）、「300 万円以

上 400 万円未満」が 13.3％（130 人）、「400 万円以上 500 万円未満」が 9.4％（92 人）とな

っている。 
平均年間世帯総収入は、全体では「431.7 万円」、母子家庭では「360.6 万円」、父子家庭で

は「642.6 万円」となっている。 
 
 
 
 

図表 2-⑦-6世帯総収入（母子・父子家庭別、前回調査との比較） 

n＝981 
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4） 現在の就業形態（問 7）と自身の年間の就労収入との関係 

 

 

 

 

 

  

7.0%

20.9%

15.6%

20.0%

5.7%

17.5%

45.0%

15.6%

21.9%

100.0%

22.6%

50.9%

19.5%

68.8%

21.9%

20.0%

22.3%

14.0%

12.5%

6.3%

33.3%

12.7%

5.3%

29.0%

12.5%

33.3% 33.3%

5.7%

10.5%

18.8%

60.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正社員・正規職員 n=283

嘱託・契約社員・準社員・臨時職員 n=57

パート・アルバイト n=220

人材派遣会社の派遣社員 n=32

自営業主（商店主・農業など） n=32

自家営業の手伝い n=2

会社などの役員 n=3

その他 n=5

100万円未満 100万円以上200万円未満 200万円以上300万円未満 300万円以上400万円未満

400万円以上500万円未満 500万円以上1000万円未満 1000万円以上 無回答

5.4%

20.4%

11.5%

12.5%

13.5%

45.1%

15.2%

13.1%

100.0%

4.8%

15.9%

44.6%

19.5%

69.7%

18.0%

25.0%

17.1%

17.6%

12.1%

11.5%

19.0%

13.8%

8.1%

8.2%

37.1%

8.1%

19.7%

42.9%

25.0%

6.3%

28.6%

4.9%

10.6%

14.8%

4.8%

37.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正社員・正規職員 n=428

嘱託・契約社員・準社員・臨時職員 n=74

パート・アルバイト n=226

人材派遣会社の派遣社員 n=33

自営業主（商店主・農業など） n=61

自家営業の手伝い n=2

会社などの役員 n=21

その他 n=8

100万円未満 100万円以上200万円未満 200万円以上300万円未満 300万円以上400万円未満

400万円以上500万円未満 500万円以上1000万円未満 1000万円以上 無回答

図表 2-⑦-7現在の就業形態と自身の年間の就労収入との関係 

図表 2-⑦-8現在の就業形態と自身の年間の就労収入との関係（母子家庭） 

図表 2-⑦-9現在の就業形態と自身の年間の就労収入との関係（父子家庭） 

6.9%

50.0%

5.6%

23.5%

16.7%

100.0%

13.8%

33.3%

6.9%

29.4%

16.7%

17.2%

16.7%

15.9%

17.6%

17.2%

53.1%

29.4%

27.6%

44.4%

66.7%

15.9%

27.8%

16.7%

10.3%

5.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正社員・正規職員 n=145

嘱託・契約社員・準社員・臨時職員 n=17

パート・アルバイト n=6

人材派遣会社の派遣社員 n=1

自営業主（商店主・農業など） n=29

自家営業の手伝い n=0

会社などの役員 n=18

その他 n=3

100万円未満 100万円以上200万円未満 200万円以上300万円未満 300万円以上400万円未満

400万円以上500万円未満 500万円以上1000万円未満 1000万円以上 無回答

就業形態と自身の年収との関係を見ると、就業形態により収入に違いがあり、「正社員・正

規職員」では「500 万円以上 1000 万円未満」が 37.1％（159 人）で最も多くなっているが、

「嘱託・契約社員・準社員・臨時職員」では「200 万円以上 300 万円未満」が 44.6％（33 人）、

「パート・アルバイト」では「100 万円以上 200 万円未満」45.1％（102 人）が最も多くなっ

ていることがわかる。 
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図表 2-⑦-10就業形態別平均年収 

図表 2-⑦-11就業形態別平均年収（母子家庭） 

図表 2-⑦-12就業形態別平均年収（父子家庭） 

※平均年収について該当する人数が１の場合は、値を非掲載にした。 

就業形態 平均額（万円） 割合

正社員・正規職員 673.6 66.2%

嘱託・契約社員・準社員・臨時職員 414.7 7.9%
パート・アルバイト 189.8 2.3%
人材派遣会社の派遣社員 *　 0.5%
自営業主（商店主・農業など） 448.6 12.0%
自家営業の手伝い *　 0.5%
会社などの役員 870.9 7.9%
その他 473.3 1.4%
無回答 90.0 1.4%

全体 614.9 100.0%

就業形態 平均額（万円） 割合

正社員・正規職員 411.5 43.8%

嘱託・契約社員・準社員・臨時職員 255.1 9.3%
パート・アルバイト 157.3 32.8%
人材派遣会社の派遣社員 224.1 5.2%
自営業主（商店主・農業など） 379.7 4.4%
自家営業の手伝い 140.0 0.3%
会社などの役員 653.3 0.5%
その他 373.3 0.5%
無回答 180.7 3.1%

全体 295.2 100.0%

就業形態 平均額（万円） 割合

正社員・正規職員 502.7 49.6%

嘱託・契約社員・準社員・臨時職員 291.7 8.9%
パート・アルバイト 158.1 24.9%
人材派遣会社の派遣社員 225.8 4.0%
自営業主（商店主・農業など） 413.5 6.4%
自家営業の手伝い 113.3 0.4%
会社などの役員 838.3 2.4%
その他 423.3 0.7%
無回答 168.4 2.7%

全体 378.6 100.0%
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5） 職種（問 8）と自身の年間の就労収入との関係 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 2-⑦-13職種と自身の年間の就労収入との関係 

図表 2-⑦-14職種と自身の年間の就労収入との関係（母子家庭） 

5.0%

11.9%

5.6%

22.5%

7.1%

11.5%

10.3%

0.0%

7.8%

14.0%

33.3%

20.4%

34.8%

14.3%

30.8%

19.1%

35.7%

13.5%

28.4%

23.8%

35.2%

18.0%

35.7%

12.1%

11.5%

26.5%

14.3%

15.0%

20.3%

4.8%

13.0%

4…

10.7%

21.2%

15.4%

7.4%

13.0%

8.1%

4.8%

7.4%

14.3%

6.1%

7.7%

7.4%

14.3%

35.2%

58.1%

17.1%

16.7%

7.4%

4.5%

14.3%

42.4%

11.5%

16.2%

28.6%

6.2%

34.9%

7.1%

6.2%

6.3%

3.6%

9.3%

10.1%

12.1%

7.7%

13.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

専門知識・技術をいかした仕事 n=193

管理的な仕事 n=43

事務的な仕事 n=222

営業・販売の仕事 n=84

サービスの仕事・資格あり n=54

サービスの仕事・資格なし n=89

運搬、清掃、包装の仕事 n=28

建設の仕事 n=33

生産工程の仕事 n=26

その他 n=68

無回答 n=14

100万円未満 100万円以上200万円未満 200万円以上300万円未満 300万円以上400万円未満

400万円以上500万円未満 500万円以上1000万円未満 1000万円以上 無回答

5.5%

13.2%

6.3%

27.4%

15.4%

14.3%

11.5%

0.0%

10.6%

15.4%

39.7%

20.8%

38.4%

30.8%

57.1%

23.1%

50.0%

17.6%

29.9%

27.9%

39.6%

20.5%

53.8%

14.3%

32.7%

20.0%

19.0%

10.0%

21.9%

10.4%

5.8%

11.3%

10.0%

6.5%

25.0%

20.0%

27.5%

70.0%

13.4%

5.9%

6.3%

50.0%

11.5%

10.0%

10.0%

7.0%

7.0%

4.4%

10.4%

11.0%

25.0%

14.3%

11.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

専門知識・技術をいかした仕事 n=142

管理的な仕事 n=10

事務的な仕事 n=201

営業・販売の仕事 n=68

サービスの仕事・資格あり n=48

サービスの仕事・資格なし n=73

運搬、清掃、包装の仕事 n=13

建設の仕事 n=4

生産工程の仕事 n=14

その他 n=52

無回答 n=10

100万円未満 100万円以上200万円未満 200万円以上300万円未満 300万円以上400万円未満

400万円以上500万円未満 500万円以上1000万円未満 1000万円以上 無回答

職種と自身の年収との関係を見ると、「管理的な仕事」「専門知識・技術をいかした仕事」は

比較的高い収入を得ており、次いで「事務的な仕事」の収入が比較的多いことがわかる。 
 母子・父子家庭別の結果は、図表 2-⑦-14及び図表 2-⑦-15のとおりである。 
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図表 2-⑦-15職種と自身の年間の就労収入との関係（父子家庭） 

6.3%

8.3%

6.3%

0.0%

6.3%

16.7%

18.8%

6.3%

0…

14.3%

6.3%

6.3%

20.0%

13.8%

8.3%

6.3%

0…

6.3%

33.3%

12.5%

20.0%

24.1%

33.3%

12.5%

0.0%

17.6%

23.8%

12.5%

33.3%

18.8%

26.7%

3.4%

16.7%

18.8%

0.0%

56.9%

54.5%

52.4%

62.5%

16.7%

25.0%

26.7%

41.4%

25.0%

31.3%

75.0%

15.7%

42.4%

4.8%

12.5%

6.7%

8.3%

25.0%

6.3%

10.3%

18.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

専門知識・技術をいかした仕事 n=51

管理的な仕事 n=33

事務的な仕事 n=21

営業・販売の仕事 n=16

サービスの仕事・資格あり n=6

サービスの仕事・資格なし n=16

運搬、清掃、包装の仕事 n=15

建設の仕事 n=29

生産工程の仕事 n=12

その他 n=16

無回答 n=4

100万円未満 100万円以上200万円未満 200万円以上300万円未満 300万円以上400万円未満

400万円以上500万円未満 500万円以上1000万円未満 1000万円以上 無回答
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⑧ 平均就業時間（問 10） 

1） 一週間当たりの平均就業時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.0%

9.4%

19.2%

9.4%

12.7%

20.5%

20.1%

5.0%

39.7%

39.5%

36.1%

36.8%

6.1%

7.7%

21.5%

21.1%

16.0%

23.7%

7.1%

13.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=635

母子家庭（前回調査） n=661

父子家庭 n=219

父子家庭（前回調査） n=38

20時間未満 20時間以上30時間未満 30時間以上40時間未満 40時間以上50時間未満

50時間以上60時間未満 60時間以上 無回答

20時間未満

19.8%

20時間以上

30時間未満

7.5%

30時間以上

40時間未満

16.5%

40時間以上

50時間未満

38.8%

50時間以上

60時間未満

10.1%

60時間以上

6.3%

無回答

1.1%

図表 2-⑧-1一週間当たりの平均就業時間 

図表 2-⑧-2一週間当たりの平均就業時間（母子・父子家庭別、前回調査との比較） 

現在仕事をしている人（854 人）に、一週間当たりの平均就業時間についてたずねたとこ

ろ、「40 時間以上 50 時間未満」が最も多く 38.8％（331 人）、次いで「20 時間未満」が 19.8％
（169 人）、「30 時間以上 40 時間未満」が 16.5％（141 人）、「50 時間以上 60 時間未満」が

10.1％（86 人）となっている。  
母子・父子家庭別にみると、父子家庭は母子家庭に比べ、就業時間が長い。また、前回調

査と比較すると、母子・父子家庭ともに就業時間が比較的短い人の割合が増えている。 
 一週間当たりの平均就労時間は、全体では「35.2 時間」、母子家庭では「33.1 時間」、父子

家庭では「41.3 時間」である。 
 
 
 
 

n＝854 



- 39 - 
 

2） 現在の就業形態（問 7）と就業時間との関係 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 2-⑧-3現在の就業形態と就業時間との関係 

就業形態と就業時間との関係を見ると、「正社員・正規職員」「嘱託・契約社員・準社員・臨

時職員」では「40 時間以上 50 時間未満」が最も多く、それぞれ 49.5％（212 人）、47.3％（35
人）となっている。また、「パート・アルバイト」では「30 時間以上 40 時間未満」が 29.6％
（67 人）で最も多いことがわかる。 
 
 
 
 
 
 

図表 2-⑧-4現在の就業形態と就業時間との関係（母子家庭） 

図表 2-⑧-5現在の就業形態と就業時間との関係（父子家庭） 

 

16.6%

14.9%

25.7%

18.2%

21.3%

50.0%

19.0%

62.5%

22.6%

11.5%

25.0%

9.3%

21.6%

29.6%

39.4%

6.6%

49.5%

47.3%

17.7%

42.4%

31.1%

50.0%

47.6%

15.2%

8.1%

9.8%

9.5%

7.9%

19.7%

19.0%

12.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正社員・正規職員 n=428

嘱託・契約社員・準社員・臨時職員 n=74

パート・アルバイト n=226

人材派遣会社の派遣社員 n=33

自営業主（商店主・農業など） n=61

自家営業の手伝い n=2

会社などの役員 n=21

その他 n=8

20時間未満 20時間以上 30時間未満 30時間以上 40時間未満 40時間以上 50時間未満

50時間以上 60時間未満 60時間以上 無回答

15.5%

14.0%

25.9%

18.8%

25.0%

50.0%

60.0%

5.3%

22.7%

12.5%

40.0%

12.0%

26.3%

29.5%

40.6%

9.4%

56.5%

45.6%

17.7%

40.6%

34.4%

50.0%

66.7%

10.2%

5.3%

15.6%

33.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正社員・正規職員 n=283

嘱託・契約社員・準社員・臨時職員 n=57

パート・アルバイト n=220

人材派遣会社の派遣社員 n=32

自営業主（商店主・農業など） n=32

自家営業の手伝い n=2

会社などの役員 n=3

その他 n=5

20時間未満 20時間以上 30時間未満 30時間以上 40時間未満 40時間以上 50時間未満

50時間以上 60時間未満 60時間以上 無回答

18.6%

17.6%

16.7%

17.2%

22.2%

66.7%

16.7%

10.3%

5.9%

33.3%

5.6%

35.9%

52.9%

16.7%

10…

27.6%

44.4%

24.8%

17.6%

16.7%

17.2%

11.1%

15.9%

5.9%

24.1%

16.7%

33.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正社員・正規職員 n=145

嘱託・契約社員・準社員・臨時職員 n=17

パート・アルバイト n=6

人材派遣会社の派遣社員 n=1

自営業主（商店主・農業など） n=29

自家営業の手伝い n=0

会社などの役員 n=18

その他 n=3

20時間未満 20時間以上 30時間未満 30時間以上 40時間未満 40時間以上 50時間未満

50時間以上 60時間未満 60時間以上 無回答
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3） 勤務時間帯（問 10-(2)） 

 

 

 

 

  

10.8%

82.0%

82.1%

32.8%

5.2%

9.6%

0.7%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

早朝（5時～8時頃）

昼間（午前：8時～12時頃）

昼間（午後：12時～17時頃）

夕方～夜（17時～22時頃）

深夜（22時～翌日5時頃）

終日勤務（24時間勤務）

その他

無回答

n=854、複数回答

図表 2-⑧-6勤務時間帯 

10.9%

81.4%

81.6%

29.8%

3.9%

8.8%

0.9%

0.6%

10.5%

83.6%

83.6%

41.6%

8.7%

11.9%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

早朝（5時～8時頃）

昼間（午前：8時～12時頃）

昼間（午後：12時～17時頃）

夕方～夜（17時～22時頃）

深夜（22時～翌日5時頃）

終日勤務（24時間勤務）

その他

無回答

母子家庭 n=635

父子家庭 n=219

図表 2-⑧-7勤務時間帯（母子・父子家庭別） 

現在仕事をしている人（854 人）に、勤務時間帯についてたずねたところ、約 8 割の人が

「昼間（午前：8 時～12 時頃）」「昼間（午後：12 時～17 時頃）」と回答している。次いで「夕

方～夜（17 時～22 時頃）」が 32.8％（280 人）となっている。 
一方、「早朝（5 時～8 時頃）」や「深夜（22 時～翌日 5 時頃）」あるいは「終日勤務（24 時

間勤務）」の方も一定割合いることがわかる。 
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⑨ 現在の仕事に対する満足度（問 11） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 転職希望（問 12） 

1） 転職希望 

 

 

  

満足

26.7%

やや満足

28.8%

どちらとも

いえない

25.2%

やや不満

11.6%

不満

7.1%

無回答

0.6%

32.9%

20.1%

29.6%

65.8%

79.9%

69.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子家庭 n=635

父子家庭 n=219

全体 n=854

転職したい 転職するつもりはない 無回答

25.5%

16.9%

30.1%

23.7%

29.0%

38.7%

28.3%

28.9%

25.0%

22.7%

25.6%

26.3%

12.8%

12.4%

8.2%

7.9%

7.2%

7.7%

6.8%

13.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子家庭 n=635

母子家庭（前回調査）

n=661

父子家庭 n=219

父子家庭（前回調査） n=38

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

図表 2-⑨-1現在の仕事に対する満足度 図表 2-⑨-2現在の仕事に対する満足度 

  （母子・父子家庭別、前回調査との比較） 

転職した

い

29.6%

転職する

つもりはな

い

69.4%

無回答

0.9%

図表 2-⑩-1転職希望 

 

現在仕事をしている人（854 人）に、仕事・職場に対する満足度をたずねたところ、「やや

満足」が最も多く 28.8％（246 人）、次いで「満足」が 26.7％（228 人）、「どちらともいえな

い」が 25.2％（215 人）となっている。 
 母子・父子家庭別にみると、母子・父子家庭ともに前回調査よりも「満足」の割合が増えて

いる。 
 
 
 

図表 2-⑩-2転職希望（母子・父子家庭別） 

 

n＝854 

 

n＝854 

 

現在仕事をしている人（854 人）に、今後転職をしたいかどうかたずねたところ、約 3 割の

人が、「転職したい」と回答している。 
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2） 現在の就業形態（問 7）と転職希望との関係 

 

 

 

 

  

27.9%

35.1%

40.0%

53.1%

6.3%

100.0%

20.0%

71.0%

64.9%

59.5%

40.6%

93.8%

100.0%

60.0%

6.3%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正社員・正規職員 n=283

嘱託・契約社員・準社員・臨時職員 n=57

パート・アルバイト n=220

人材派遣会社の派遣社員 n=32

自営業主（商店主・農業など） n=32

自家営業の手伝い n=2

会社などの役員 n=3

その他 n=5

転職したい 転職するつもりはない 無回答

21.4%

47.1%

33.3%

100.0%

6.9%

78.6%

52.9%

66.7%

93.1%

100.0%

100.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正社員・正規職員 n=145

嘱託・契約社員・準社員・臨時職員 n=17

パート・アルバイト n=6

人材派遣会社の派遣社員 n=1

自営業主（商店主・農業など） n=29

自家営業の手伝い n=0

会社などの役員 n=18

その他 n=3

転職したい 転職するつもりはない 無回答

図表 2-⑩-3現在の就業形態と転職希望との関係 

図表 2-⑩-4現在の就業形態と転職希望との関係（母子家庭） 

図表 2-⑩-5現在の就業形態と転職希望との関係（父子家庭） 

 

25.7%

37.8%

39.8%

54.5%

6.6%

100.0%

12.5%

73.6%

62.2%

59.7%

39.4%

93.4%

100.0%

75.0%

6.1%

12.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正社員・正規職員 n=428

嘱託・契約社員・準社員・臨時職員 n=74

パート・アルバイト n=226

人材派遣会社の派遣社員 n=33

自営業主（商店主・農業など） n=61

自家営業の手伝い n=2

会社などの役員 n=21

その他 n=8

転職したい 転職するつもりはない 無回答

就業形態と転職希望との関係を見ると、「正社員・正規職員」に対し、「パート・アルバイト」

「嘱託・契約社員・準社員・臨時職員」「人材派遣会社の派遣社員」等の非正規職員の転職希

望の割合が高いことがわかる。 
 母子・父子家庭別の結果は、図表 2-⑩-4及び図表 2-⑩-5のとおりである。 
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3） 現在の仕事・職場の良いところ（問 13） 

 

 

 

  

40.8%

47.4%

29.7%

39.3%

36.9%

39.8%

3.9%

38.1%

5.2%

27.8%

5.2%

11.3%

11.8%

14.3%

6.7%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

身分が安定している

休暇が取りやすい

十分な収入が得られる

土日に休める

通勤時間が短い

厚生年金や雇用保険に入れる

在宅でできる

経験や能力が発揮できる

簡単な仕事である

就業時間に融通がきく

労働時間が短い

技術・技能を身につけられる

残業がない

残業が少ない

その他

無回答

n=593

図表 2-⑩-6現在の仕事・職場の良いところ 

 

39.7%

51.0%

24.4%

40.0%

41.6%

43.5%

4.1%

33.3%

6.2%

28.5%

5.3%

11.0%

14.4%

15.6%

6.5%

1.4%

43.4%

38.9%

42.3%

37.7%

25.7%

30.9%

3.4%

49.7%

2.9%

26.3%

5.1%

12.0%

5.7%

11.4%

7.4%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

身分が安定している

休暇が取りやすい

十分な収入が得られる

土日に休める

通勤時間が短い

厚生年金や雇用保険に入れる

在宅でできる

経験や能力が発揮できる

簡単な仕事である

就業時間に融通がきく

労働時間が短い

技術・技能を身につけられる

残業がない

残業が少ない

その他

無回答

母子家庭 n=418

父子家庭 n=175

図表 2-⑩-7現在の仕事・職場の良いところ（母子・父子家庭別） 

 

転職するつもりはないと考えている人（593 人）に、現在の仕事・職場の良いところをたず

ねたところ、「休暇が取りやすい」が最も多く 47.4％（281 人）、次いで「身分が安定してい

る」が 40.8％（242 人）、「厚生年金や雇用保険に入れる」が 39.8％（236 人）、「土日に休め

る」が 39.3％（233 人）となっている。 
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4） 新しい仕事・職場を選ぶ際に重視すること（問 13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

19.6%

30.1%

40.7%

22.0%

26.8%

25.4%

2.4%

14.8%

4.8%

14.8%

7.2%

9.6%

9.6%

12.9%

4.3%

50.7%

6.8%

13.6%

29.5%

6.8%

11.4%

9.1%

0.0%

15.9%

4.5%

6.8%

4.5%

2.3%

2.3%

2.3%

2.3%

56.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

身分が安定している

休暇が取りやすい

十分な収入が得られる

土日に休める

通勤時間が短い

厚生年金や雇用保険に入れる

在宅でできる

経験や能力が発揮できる

簡単な仕事である

就業時間に融通がきく

労働時間が短い

技術・技能を身につけられる

残業がない

残業が少ない

その他

無回答

母子家庭 n=209

父子家庭 n=44

図表 2-⑩-8新しい仕事・職場を選ぶ際に重視すること 

図表 2-⑩-9新しい仕事・職場を選ぶ際に重視すること（母子・父子家庭別） 

転職したいと考えている人（253 人）に、新しい仕事・職場を選ぶ際に重視することをたず

ねたところ、「十分な収入が得られる」が最も多く 38.7％（98 人）、次いで「休暇が取りやす

い」が 27.3％（69 人）、「通勤時間が短い」が 24.1％（61 人）、「厚生年金や雇用保険に入れ

る」が 22.5％（57 人）となっている。 
 
 

17.4%

27.3%

38.7%

19.4%

24.1%

22.5%

2.0%

15.0%

4.7%

13.4%

6.7%

8.3%

8.3%

11.1%

4.0%

51.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

身分が安定している

休暇が取りやすい

十分な収入が得られる

土日に休める

通勤時間が短い

厚生年金や雇用保険に入れる

在宅でできる

経験や能力が発揮できる

簡単な仕事である

就業時間に融通がきく

労働時間が短い

技術・技能を身につけられる

残業がない

残業が少ない

その他

無回答

n=253
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⑪ 副業の有無（問 14） 

1） 副業の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

している

6.8%

していな

い

92.2%

無回答

1.1%

図表 2-⑪-1副業の有無 

 

8.3%

6.8%

90.6%

96.8%

92.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子家庭 n=635

父子家庭 n=219

全体 n=854

している していない 無回答

図表 2-⑪-2副業の有無（母子・父子家庭別） 

 

図表 2-⑪-3副業の数（母子・父子家庭別） 

 

n＝854 

 

図表 2-⑪-4全体に占める副業状況の割合（母子・父子家庭別） 

 

90.6%

8.2%

0.2%

1.1%

96.8%

1.8%

0.5%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

副業なし

ダブルワーク

トリプルワーク

無回答

母子家庭 n=635

父子家庭 n=219

98.1%

80.0%

96.6%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=53

父子家庭 n=5

全体 n=58

ダブルワーク トリプルワーク

現在仕事をしている人（854 人）に、主な仕事以外に別の仕事（副業）をしているかどうか

をたずねたところ、6.8％（58 人）が副業を「している」と回答している。 
母子・父子家庭別にみると、母子家庭では父子家庭に比べて、副業の割合が高い。 

 
 
 
 
 
 



- 46 - 
 

2） 副業の平均就業時間、勤務時間帯（問 14-(2)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.7%

20.0%

6.9%

13.2%

20.0%

13.8%

32.1%

40.0%

32.8%

28.3%

20.0%

27.6%

11.3%

10.3%

5.7%

5.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子家庭 n=53

父子家庭 n=5

全体 n=58

2時間未満 2時間以上5時間未満 5時間以上10時間未満

10時間以上15時間未満 15時間以上20時間未満 20時間以上

無回答

8.6%

32.8%

39.7%

32.8%

15.5%

0.0%

12.1%

6.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

早朝（5時～8時頃）

昼間（午前：8時～12時頃）

昼間（午後：12時～17時頃）

夕方～夜（17時～22時頃）

深夜（22時頃～翌日5時頃）

終日勤務（24時間勤務）

その他

無回答 n=58

2時間未満

6.9%

2時間以上5時

間未満

13.8%

5時間以上10

時間未満

32.8%

10時間以上15

時間未満

27.6%

15時間以上20

時間未満

10.3%

20時間以上

5.2%

無回答

3.4%

副業（1 か所目）をしている人（58 人）に、副業の 1 週間当たりの平均就労時間をたずね

たところ、「5 時間以上 10 時間未満」が最も多く 32.8％（19 人）、次いで「10 時間以上 15
時間未満」が 27.6％（16 人）となっている。 

1 週間当たりの平均就労時間は、全体では「9.3 時間」、母子家庭では「9.6 時間」、父子家

庭では「5.8 時間」となっている。 
また、勤務時間帯についてたずねたところ、「昼間（午後：12 時～17 時頃）」が最も多く

39.7％（23 人）、次いで「昼間（午前：8 時～12 時頃）」「夕方～夜（17 時～22 時頃）」がと

もに 32.8％（19 人）、「深夜（22 時～翌日 5 時頃）」が 15.5％（9 人）となっている。 
時間帯別にみると、「深夜（22 時～翌日 5 時頃）」では問 10－(2)のおもな仕事に比べて、

割合が高い。 
 
 
 

図表 2-⑪-5副業の一週間当たりの平均就業時間 

図表 2-⑪-7副業の勤務時間帯 

図表 2-⑪-8副業の勤務時間帯（母子・父子家庭別） 

図表 2-⑪-6副業の一週間当たりの平均就業時間 

（母子・父子家庭別） 

 

9.4%

32.1%

41.5%

32.1%

15.1%

0.0%

13.2%

5.7%

0.0%

40.0%

20.0%

40.0%

20.0%

0.0%

0.0%

20.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

早朝（5時～8時頃）

昼間（午前：8時～12時頃）

昼間（午後：12時～17時頃）

夕方～夜（17時～22時頃）

深夜（22時～翌日5時頃）

終日勤務（24時間勤務）

その他

無回答

母子家庭 n=53

父子家庭 n=5

n＝58 
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⑫ 就職や仕事のために欲しい支援（問 17） 

 

 

  

27.6%

43.4%

29.5%

21.3%

25.1%

27.8%

19.8%

19.3%

11.5%

19.2%

29.1%

32.7%

6.8%

9.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

技能訓練、職業訓練などの機会が増えること

訓練受講などに経済的支援が受けられること

訓練などが受講しやすくなること（実施日、時間帯など）

仕事を探したり、受講、通学時などに一時的に子どもを預かってもらうこと

相談が１か所で受けられること

就職のための支援策などの情報が得られること

自分で事業を始める場合に相談や援助を得られること

在宅で就業するための支援が受けられること

就職活動前の準備として、職場体験などの支援が受けられること

保育所が整備されること

延長保育、休日保育、病後児保育などが充実すること

放課後キッズクラブ、はまっ子ふれあいスクールや学童保育が充実すること

その他

無回答

n=981

図表 2-⑫-1就職や仕事のために欲しい支援 

28.9%

46.6%

31.4%

22.6%

25.4%

28.0%

17.4%

19.6%

11.7%

19.4%

30.4%

34.9%

6.5%

8.3%

23.7%

33.9%

23.7%

17.6%

24.1%

27.3%

26.9%

18.4%

11.0%

18.4%

24.9%

26.1%

7.8%

13.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

技能訓練、職業訓練などの機会が増えること

訓練受講などに経済的支援が受けられること

訓練などが受講しやすくなること（実施日、時間帯など）

仕事を探したり、受講、通学時などに一時的に子どもを預かってもらうこと

相談が１か所で受けられること

就職のための支援策などの情報が得られること

自分で事業を始める場合に相談や援助を得られること

在宅で就業するための支援が受けられること

就職活動前の準備として、職場体験などの支援が受けられること

保育所が整備されること

延長保育、休日保育、病後児保育などが充実すること

放課後キッズクラブ、はまっ子ふれあいスクールや学童保育が充実すること

その他

無回答

母子家庭 n=736

父子家庭 n=245

図表 2-⑫-2就職や仕事のために欲しい支援（母子・父子家庭別） 

よりよい就職や仕事のためにどのような支援が欲しいかをたずねたところ、「訓練受講な

どに経済的支援が受けられること」が最も多く 43.4％（426 人）、次いで「放課後キッズクラ

ブ、はまっ子ふれあいスクールや学童保育が充実すること」が 32.7％（321 人）、「訓練など

が受講しやすくなること（実施日、時間帯など）」が 29.5％（289 人）、「延長保育、休日保

育、病後児保育などが充実すること」が 29.1％（285 人）となっている。 
母子・父子家庭別にみると、母子家庭では保育に関する支援への回答の割合が高いが、父

子家庭では「就職のための支援策などの情報が得られること」「自分で事業を始める場合に相

談や援助を得られること」など就職や仕事にかかわる回答の割合が高い。 
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（３）福祉関係の制度について（問 18） 

① 福祉制度の認知状況（問 18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

福祉制度の認知状況についてたずねたところ、「知っていた」との回答が多かったのは、「児

童扶養手当」91.4％（897 人）、「公共職業安定所（ハローワーク）」91.3％（896 人）、「生活

保護」90.5％（888 人）、「児童相談所」84.3％（827 人）、「市営住宅」82.0％（804 人）、「ひ

とり親家庭等医療費助成」75.8％（744 人）などが挙げられている。 
一方、「民間住宅あんしん入居」「夜間電話相談（ひとり親サポートよこはまが実施）」「ジ

ョブスポット」などの認知度は低い。 
母子・父子家庭別にみると、父子家庭では母子家庭に比べて、全体的に認知度が低い傾向

にある。 
 

 
 
 
 
 
 

図表 3-①-1福祉制度の認知状況 

71.2%

84.3%

61.7%

29.8%

41.6%

24.1%

40.5%

91.3%

41.1%

12.6%

29.0%

25.6%

20.5%

16.5%

8.6%

82.0%

31.6%

9.8%

27.4%

91.4%

75.8%

70.7%

90.5%

29.9%

32.8%

73.0%

23.0%

10.1%

7.7%

13.0%

26.1%

26.4%

13.4%

35.0%

67.0%

55.1%

72.5%

56.2%

6.4%

55.5%

83.8%

68.1%

70.9%

76.2%

80.2%

87.8%

15.6%

65.5%

86.7%

69.3%

6.7%

21.9%

26.6%

6.9%

66.8%

64.2%

24.8%

74.1%

86.9%

89.2%

84.1%

71.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

区役所福祉関連窓口

児童相談所

民生・児童委員

横浜型児童家庭支援センター

ひとり親サポートよこはま

フォーラム・フォーラム南太田・アートフォーラムあざみ野

横浜市中央職業訓練校

公共職業安定所（ハローワーク）

公共職業安定所（マザーズハローワーク）

ジョブスポット

母子家庭等就業・自立支援センター事業

母子家庭等就労支援事業

母子・父子家庭自立支援教育訓練給付金

母子・父子家庭高等職業訓練促進給付金

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援

市営住宅

子育てりぶいん

民間住宅あんしん入居

母子生活支援施設

児童扶養手当

ひとり親家庭等医療費助成

就学援助

生活保護

生活困窮者自立支援

母子父子寡婦福祉資金の貸付

バス・地下鉄等の特別乗車券交付

家庭生活支援員（ヘルパー）の派遣（日常生活支援事業）

子育て短期支援事業

寄り添い型学習支援事業・寄り添い型生活支援事業

夜間電話相談（ひとり親サポートよこはまが実施）

無料法律相談（ひとり親サポートよこはまが実施）

知っていた 知らなかった 無回答
n＝981 
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76.9%

87.0%

65.8%

32.9%

47.1%

29.2%

42.1%

93.6%

49.3%

14.1%

34.5%

30.4%

24.3%

19.2%

9.9%

84.8%

37.1%

10.9%

32.7%

94.6%

87.0%

78.3%

93.2%

31.1%

39.0%

84.8%

25.3%

11.3%

8.0%

15.2%

31.1%

21.2%

11.1%

31.4%

64.4%

50.3%

67.7%

55.0%

47.8%

82.7%

63.2%

66.7%
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78.1%

87.1%

13.7%

60.9%

86.4%

64.7%
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66.3%

58.8%

13.5%

72.6%

86.3%

89.5%

82.6%

67.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

区役所福祉関連窓口

児童相談所

民生・児童委員

横浜型児童家庭支援センター

ひとり親サポートよこはま

フォーラム・フォーラム南太田・アートフォーラムあざみ野

横浜市中央職業訓練校

公共職業安定所（ハローワーク）

公共職業安定所（マザーズハローワーク）

ジョブスポット

母子家庭等就業・自立支援センター事業

母子家庭等就労支援事業

母子・父子家庭自立支援教育訓練給付金

母子・父子家庭高等職業訓練促進給付金

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援

市営住宅

子育てりぶいん

民間住宅あんしん入居

母子生活支援施設

児童扶養手当

ひとり親家庭等医療費助成

就学援助

生活保護

生活困窮者自立支援

母子父子寡婦福祉資金の貸付

バス・地下鉄等の特別乗車券交付

家庭生活支援員（ヘルパー）の派遣（日常生活支援事業）

子育て短期支援事業

寄り添い型学習支援事業・寄り添い型生活支援事業

夜間電話相談（ひとり親サポートよこはまが実施）

無料法律相談（ひとり親サポートよこはまが実施）

知っていた 知らなかった 無回答

図表 3-①-2福祉制度の認知状況（母子家庭） 
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区役所福祉関連窓口

児童相談所

民生・児童委員

横浜型児童家庭支援センター

ひとり親サポートよこはま

フォーラム・フォーラム南太田・アートフォーラムあざみ野

横浜市中央職業訓練校

公共職業安定所（ハローワーク）

公共職業安定所（マザーズハローワーク）

ジョブスポット

母子家庭等就業・自立支援センター事業

母子家庭等就労支援事業

母子・父子家庭自立支援教育訓練給付金

母子・父子家庭高等職業訓練促進給付金

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援

市営住宅

子育てりぶいん

民間住宅あんしん入居

母子生活支援施設

児童扶養手当

ひとり親家庭等医療費助成

就学援助

生活保護

生活困窮者自立支援

母子父子寡婦福祉資金の貸付

バス・地下鉄等の特別乗車券交付

家庭生活支援員（ヘルパー）の派遣（日常生活支援事業）

子育て短期支援事業

寄り添い型学習支援事業・寄り添い型生活支援事業

夜間電話相談（ひとり親サポートよこはまが実施）

無料法律相談（ひとり親サポートよこはまが実施）

知っていた 知らなかった 無回答

図表 3-①-3福祉制度の認知状況（父子家庭） 

n＝245 
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② 福祉制度の利用状況（問 18） 
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区役所福祉関連窓口

児童相談所

民生・児童委員

横浜型児童家庭支援センター

ひとり親サポートよこはま

フォーラム・フォーラム南太田・アートフォーラムあざみ野

横浜市中央職業訓練校

公共職業安定所（ハローワーク）

公共職業安定所（マザーズハローワーク）

ジョブスポット

母子家庭等就業・自立支援センター事業

母子家庭等就労支援事業

母子・父子家庭自立支援教育訓練給付金

母子・父子家庭高等職業訓練促進給付金

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援

市営住宅

子育てりぶいん

民間住宅あんしん入居

母子生活支援施設

児童扶養手当

ひとり親家庭等医療費助成

就学援助

生活保護

生活困窮者自立支援

母子父子寡婦福祉資金の貸付

バス・地下鉄等の特別乗車券交付

家庭生活支援員（ヘルパー）の派遣（日常生活支援事業）

子育て短期支援事業

寄り添い型学習支援事業・寄り添い型生活支援事業

夜間電話相談（ひとり親サポートよこはまが実施）

無料法律相談（ひとり親サポートよこはまが実施）

利用しているまたは利用したことがある 今後利用したい 今後も利用するつもりはない 無回答

福祉制度の利用状況についてたずねたところ、「利用しているまたは利用したことがある」

との回答が多かったのは、相談・就業支援では「区役所福祉関連窓口」42.5％（417 人）、「公

共職業安定所（ハローワーク）」34.0％（334 人）、経済的支援では「児童扶養手当」59.0％
（579 人）、「ひとり親家庭等医療費助成」54.4％（534 人）、「バス・地下鉄等の特別乗車券

交付」46.6％（457 人）などが挙げられている。 
一方、「利用しているまたは利用したことがある」との回答が 10％未満となっている制度

も多い。 
母子・父子家庭別の結果は、図表 3-②-2及び図表 3-②-3のとおりである。 

 
 
 
 

n＝981 

 

図表 3-②-1福祉制度の利用状況 
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図表 3-②-2福祉制度の利用状況（母子家庭） 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

区役所福祉関連窓口

児童相談所

民生・児童委員

横浜型児童家庭支援センター

ひとり親サポートよこはま

フォーラム・フォーラム南太田・アートフォーラムあざみ野

横浜市中央職業訓練校

公共職業安定所（ハローワーク）

公共職業安定所（マザーズハローワーク）

ジョブスポット

母子家庭等就業・自立支援センター事業

母子家庭等就労支援事業

母子・父子家庭自立支援教育訓練給付金

母子・父子家庭高等職業訓練促進給付金

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援

市営住宅

子育てりぶいん

民間住宅あんしん入居

母子生活支援施設

児童扶養手当

ひとり親家庭等医療費助成

就学援助

生活保護

生活困窮者自立支援

母子父子寡婦福祉資金の貸付

バス・地下鉄等の特別乗車券交付

家庭生活支援員（ヘルパー）の派遣（日常生活支援事業）

子育て短期支援事業

寄り添い型学習支援事業・寄り添い型生活支援事業

夜間電話相談（ひとり親サポートよこはまが実施）

無料法律相談（ひとり親サポートよこはまが実施）

利用しているまたは利用したことがある 今後利用したい 今後も利用するつもりはない 無回答

n＝736 
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図表 3-②-3福祉制度の利用状況（父子家庭） 
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児童相談所

民生・児童委員

横浜型児童家庭支援センター

ひとり親サポートよこはま

フォーラム・フォーラム南太田・アートフォーラムあざみ野

横浜市中央職業訓練校

公共職業安定所（ハローワーク）

公共職業安定所（マザーズハローワーク）

ジョブスポット

母子家庭等就業・自立支援センター事業

母子家庭等就労支援事業

母子・父子家庭自立支援教育訓練給付金

母子・父子家庭高等職業訓練促進給付金

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援

市営住宅

子育てりぶいん

民間住宅あんしん入居

母子生活支援施設

児童扶養手当

ひとり親家庭等医療費助成

就学援助

生活保護

生活困窮者自立支援

母子父子寡婦福祉資金の貸付

バス・地下鉄等の特別乗車券交付

家庭生活支援員（ヘルパー）の派遣（日常生活支援事業）

子育て短期支援事業

寄り添い型学習支援事業・寄り添い型生活支援事業

夜間電話相談（ひとり親サポートよこはまが実施）

無料法律相談（ひとり親サポートよこはまが実施）

利用しているまたは利用したことがある 今後利用したい 今後も利用するつもりはない 無回答

n＝245 
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③ 今後利用したい福祉制度（問 18） 
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ひとり親サポートよこはま

フォーラム・フォーラム南太田・アートフォーラムあざみ野

横浜市中央職業訓練校

公共職業安定所（ハローワーク）

公共職業安定所（マザーズハローワーク）

ジョブスポット

母子家庭等就業・自立支援センター事業

母子家庭等就労支援事業

母子・父子家庭自立支援教育訓練給付金

母子・父子家庭高等職業訓練促進給付金

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援

市営住宅

子育てりぶいん

民間住宅あんしん入居

母子生活支援施設

児童扶養手当

ひとり親家庭等医療費助成

就学援助

生活保護

生活困窮者自立支援

母子父子寡婦福祉資金の貸付

バス・地下鉄等の特別乗車券交付

家庭生活支援員（ヘルパー）の派遣（日常生活支援事業）

子育て短期支援事業

寄り添い型学習支援事業・寄り添い型生活支援事業

夜間電話相談（ひとり親サポートよこはまが実施）

無料法律相談（ひとり親サポートよこはまが実施）

n=981

図表 3-③-1今後利用したい福祉制度 

今後利用したい福祉制度についてたずねたところ、「無料法律相談（ひとり親サポートよこ

はまが実施）」が最も多く 28.2％（277 人）、次いで「母子・父子家庭自立支援教育訓練給付

金」が 28.1％（276 人）、「市営住宅」が 27.9％（274 人）、「ひとり親サポートよこはま」が

27.5％（270 人）となっている。 
母子・父子家庭別にみると、母子家庭では「母子・父子家庭自立支援教育訓練給付金」「母

子家庭等就業・自立支援センター事業」などの就業支援や「市営住宅」「民間住宅あんしん入

居」などの住宅支援の割合が高いが、父子家庭では「バス・地下鉄等の特別乗車券交付」「家

庭生活支援員（ヘルパー）の派遣（日常生活支援事業）」など日常生活支援の割合が高い。 
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図表 3-③-2今後利用したい福祉制度（母子・父子家庭別） 

16.6%

10.3%

12.2%

20.2%

28.7%

17.0%

20.4%

17.0%

24.6%

23.0%

27.0%

25.3%

30.2%

25.5%

15.6%

29.9%

23.1%

23.1%

13.2%

11.4%

14.7%

23.5%

8.2%

13.7%

23.0%

18.2%

17.1%

14.8%

18.1%

24.2%

28.8%

18.4%

13.1%
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母子家庭等就業・自立支援センター事業
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母子・父子家庭自立支援教育訓練給付金
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寄り添い型学習支援事業・寄り添い型生活支援事業

夜間電話相談（ひとり親サポートよこはまが実施）

無料法律相談（ひとり親サポートよこはまが実施）

母子家庭 n=736

父子家庭 n=245
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④ 今後も利用するつもりのない福祉制度（問 18） 

 

 

図表 3-④-1今後も利用するつもりのない福祉制度 
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横浜市中央職業訓練校

公共職業安定所（ハローワーク）

公共職業安定所（マザーズハローワーク）

ジョブスポット

母子家庭等就業・自立支援センター事業

母子家庭等就労支援事業

母子・父子家庭自立支援教育訓練給付金

母子・父子家庭高等職業訓練促進給付金

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援

市営住宅

子育てりぶいん

民間住宅あんしん入居

母子生活支援施設

児童扶養手当

ひとり親家庭等医療費助成

就学援助

生活保護

生活困窮者自立支援

母子父子寡婦福祉資金の貸付

バス・地下鉄等の特別乗車券交付

家庭生活支援員（ヘルパー）の派遣（日常生活支援事業）

子育て短期支援事業

寄り添い型学習支援事業・寄り添い型生活支援事業

夜間電話相談（ひとり親サポートよこはまが実施）

無料法律相談（ひとり親サポートよこはまが実施）

n=981

今後も利用するつもりのない福祉制度についてたずねたところ、「生活保護」が最も多く

66.8％（655 人）、次いで「母子生活支援施設」が 66.4％（651 人）、「生活困窮者自立支援」

が 66.2％（649 人）、「子育て短期支援事業」が 64.3％（631 人）となっている。 
相談・就業支援では「区役所福祉関連窓口」「公共職業安定所（ハローワーク）」や経済的

支援では「児童扶養手当」「ひとり親家庭医療費助成」「就学援助」「バス・地下鉄等の特別乗

車券交付」などは低い割合になっている。 
母子・父子家庭別の結果は、図表 3-④-2のとおりである。 

 
 
 



- 57 - 
 

 

 
 
  

図表 3-④-2今後も利用するつもりのない福祉制度（母子・父子家庭別） 
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55.1%

57.6%
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51.4%
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フォーラム・フォーラム南太田・アートフォーラムあざみ野

横浜市中央職業訓練校

公共職業安定所（ハローワーク）

公共職業安定所（マザーズハローワーク）

ジョブスポット

母子家庭等就業・自立支援センター事業

母子家庭等就労支援事業

母子・父子家庭自立支援教育訓練給付金

母子・父子家庭高等職業訓練促進給付金

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援

市営住宅

子育てりぶいん

民間住宅あんしん入居

母子生活支援施設

児童扶養手当

ひとり親家庭等医療費助成

就学援助

生活保護

生活困窮者自立支援

母子父子寡婦福祉資金の貸付

バス・地下鉄等の特別乗車券交付

家庭生活支援員（ヘルパー）の派遣（日常生活支援事業）

子育て短期支援事業

寄り添い型学習支援事業・寄り添い型生活支援事業

夜間電話相談（ひとり親サポートよこはまが実施）

無料法律相談（ひとり親サポートよこはまが実施）

母子家庭 n=736

父子家庭 n=245
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⑤ 特に役に立った福祉制度（問 18－(2)） 

 

 

 

 

  

図表 3-⑤-1特に役に立った福祉制度 
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児童扶養手当

ひとり親家庭等医療費助成

生活保護

バス・地下鉄等の特別乗車券交付

母子・父子家庭高等職業訓練促進給付金

就学援助

母子・父子家庭自立支援教育訓練給付金

母子父子寡婦福祉資金の貸付

母子生活支援施設

ジョブスポット

市営住宅

夜間電話相談（ひとり親サポートよこはまが実施）

横浜市中央職業訓練校

無料法律相談（ひとり親サポートよこはまが実施）

フォーラム・フォーラム南太田・アートフォーラムあざみ野

区役所福祉関連窓口

ひとり親サポートよこはま

家庭生活支援員（ヘルパー）の派遣（日常生活支援事業）

児童相談所

寄り添い型学習支援事業・寄り添い型生活支援事業

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援

子育て短期支援事業

公共職業安定所（マザーズハローワーク）

母子家庭等就業・自立支援センター事業

生活困窮者自立支援

公共職業安定所（ハローワーク）

横浜型児童家庭支援センター

民生・児童委員

子育てりぶいん

母子家庭等就労支援事業

民間住宅あんしん入居

※ ％はそれぞれの制度利用者数にて計算 

「利用しているまたは利用したことのある」福祉制度のうち特に役に立った制度について

たずねたところ、「児童扶養手当」が最も多く 78.9％（457 人）、次いで「ひとり親家庭等医

療費助成」が 78.1％（417 人）、「バス・地下鉄等の特別乗車券交付」が 62.6％（286 人）と

なっている。この 3 つの制度が、「生活保護」70.6％（72 人）同様、割合が高い。 
母子・父子家庭別の結果は、図表 3-⑤-2のとおりである。 
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図表 3-⑤-2特に役に立った福祉制度（母子・父子家庭別） 
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母子生活支援施設

ジョブスポット

市営住宅

夜間電話相談（ひとり親サポートよこはまが実施）

横浜市中央職業訓練校

無料法律相談（ひとり親サポートよこはまが実施）

フォーラム・フォーラム南太田・アートフォーラムあざみ野

区役所福祉関連窓口

ひとり親サポートよこはま

家庭生活支援員（ヘルパー）の派遣（日常生活支援事業）

児童相談所

寄り添い型学習支援事業・寄り添い型生活支援事業
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※ ％はそれぞれの制度利用者数にて計算 
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⑥ 利用したかったが利用できなかった福祉制度（問 18－(3)） 

 

 

 

  

利用したかったが実際に利用できなかった福祉制度についてたずねたところ、「市営住宅」

が最も多く 103 人、次いで「バス・地下鉄等の特別乗車券交付」が 98 人、「児童扶養手当」

が 95 人、「ひとり親家庭等医療費助成」が 91 人となっている。 
 母子・父子家庭別の結果は、図表 3-⑥-2及び図表 3-⑥-3のとおりである。 
 
 
 
 

図表 3-⑥-1利用したかったが利用できなかった福祉制度 
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横浜市中央職業訓練校

無料法律相談（ひとり親サポートよこはまが実施）

公共職業安定所（マザーズハローワーク）

寄り添い型学習支援事業・寄り添い型生活支援事業

生活保護
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ジョブスポット
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夜間電話相談（ひとり親サポートよこはまが実施）
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区役所福祉関連窓口
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図表 3-⑥-2利用したかったが利用できなかった福祉制度（母子家庭） 
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図表 3-⑥-3利用したかったが利用できなかった福祉制度（父子家庭） 
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公共職業安定所（ハローワーク）

子育て短期支援事業

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援

民生・児童委員

児童相談所
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⑦ 利用したかったが実際に利用できなかった理由（問 18－(3)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

45.4%

19.0%

27.9%

8.2%

15.6%

32.2%

11.4%

28.2%

5.3%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

利用したかった時に制度を知らなかったから

希望する条件に合わなかったから

収入要件等のために利用できなかったから

忙しくて平日に申請等の時間が取れなかったから

その他
母子家庭 n=736

父子家庭 n=245

42.1%

17.1%

27.9%

7.4%

12.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

利用したかった時に制度を知らなかったから

希望する条件に合わなかったから

収入要件等のために利用できなかったから

忙しくて平日に申請等の時間が取れなかったから

その他 n=981

福祉制度を利用したかったが実際に利用できなかった理由をたずねたところ、「利用したか

った時に制度を知らなかったから」が最も多く 42.1％（413 人）、次いで「収入要件等のため

に利用できなかったから」が 27.9％（274 人）となっている。 
母子・父子家庭別にみると、どの項目も母子家庭の回答の割合が高い傾向にあるが、「収入

要件等のために利用できなかったから」は、母子・父子家庭ともにほぼ同じ割合になってい

る。 
 
 
 
 

図表 3-⑦-1利用したかったが実際に利用できなかった理由 

図表 3-⑦-2利用したかったが実際に利用できなかった理由（母子・父子家庭別） 
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⑧ 福祉制度を知った手段（問 18－（4）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

56.7%

49.5%

8.0%

18.9%

3.5%

4.9%

16.8%

1.4%

1.1%

7.9%

7.9%

30.6%

13.9%

6.5%

20.0%

2.0%

8.6%

18.4%

2.0%

1.6%

11.8%

21.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

区役所の相談窓口

ひとり親家庭のしおり

広報よこはま

横浜市のホームページ

ひとり親サポートよこはまのホームページ

親・親族

友人・知人

民生委員・児童委員

SNS

その他

無回答

母子家庭 n=736

父子家庭 n=245

50.2%

40.6%

7.6%

19.2%

3.2%

5.8%

17.2%

1.5%

1.2%

8.9%

11.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

区役所の相談窓口

ひとり親家庭のしおり

広報よこはま

横浜市のホームページ

ひとり親サポートよこはまのホームページ

親・親族

友人・知人

民生委員・児童委員

SNS

その他

無回答
n=981

図表 3-⑧-1福祉制度を知った手段 

図表 3-⑧-2福祉制度を知った手段（母子・父子家庭別） 

福祉制度をどのように知ったかをたずねたところ、「区役所の相談窓口」が最も多く 50.2％
（492 人）、次いで「ひとり親家庭のしおり」が 40.6％（398 人）、「横浜市のホームページ」

が 19.2％（188 人）、「友人・知人」が 17.2％（169 人）となっている。 
 母子・父子家庭別の結果は、図表 3-⑧-2のとおりである。 
 
 
 
 
 
 
 



- 65 - 
 

⑨ 「ひとり親サポートよこはま」の情報カードの認知度（問 19） 

 

  

18.6%

14.9%

79.3%

90.2%

82.1%

6.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=736

父子家庭 n=245

全体 n=981

知っていた 知らなかった 無回答

図表 3-⑨-1「ひとり親サポートよこはま」の情報カードの認知度 

知ってい

た

14.9%

知らな

かった

82.1%

無回答

3.1%

図表 3-⑨-2「ひとり親サポートよこはま」の情報カードの認知度（母子・父子家庭別） 

n＝981 

「ひとり親サポートよこはま」の情報カードについて知っているかをたずねたところ、「知

っていた」が 14.9％（146 人）、「知らなかった」が 82.1％（805 人）となっている。 
 母子・父子家庭別の結果は、図表 3-⑨-2のとおりである。 
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（４）資格や技能について 

① 資格の取得状況（問 20） 

1） 資格の取得状況（問 20） 

 

 

 

 

  

図表 4-①-1資格の取得状況 

図表 4-①-2資格の取得状況（母子・父子家庭別） 

現在持っている資格についてたずねたところ、「運転免許」が最も多く 64.1％（629 人）、

次いで「簿記」が 11.8％（116 人）、「パソコン・情報処理」が 9.5％（93 人）、「ホームヘル

パー」が 9.2％（90 人）となっている。 
母子・父子家庭別にみると、母子家庭では「簿記」「ホームヘルパー」「パソコン・情報処

理」「医療事務」の割合が高いが、父子家庭では「運転免許」「調理師」の割合が高くなってお

り、その他の資格として建設や電気・機械等に関する資格も多く挙げられている。 
 
 
 
 

4.5%

1.6%

3.8%

1.2%

3.7%

1.3%

9.2%

3.8%

11.8%

5.0%

9.5%

4.2%

5.2%

64.1%

17.5%

15.4%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

看護師

栄養士

調理師

理・美容師

保育士

ケアマネージャー

ホームヘルパー

介護福祉士

簿記

教員

パソコン・情報処理

外国語

医療事務

運転免許

その他

特に資格は持っていない

無回答
n=981

5.7%

2.2%

3.3%

1.4%

4.9%

1.6%

11.4%

4.9%

14.3%

5.7%

10.2%

5.0%

6.9%

60.7%

16.6%

16.6%

2.7%

0.8%

0.0%

5.3%

0.8%

0.0%

0.4%

2.4%

0.4%

4.5%

2.9%

7.3%

1.6%

0.0%

74.3%

20.4%

11.8%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

看護師

栄養士

調理師

理・美容師

保育士

ケアマネージャー

ホームヘルパー

介護福祉士

簿記

教員

パソコン・情報処理

外国語

医療事務

運転免許

その他

特に資格は持っていない

無回答

母子家庭 n=736

父子家庭 n=245
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2.9%

0.6%

4.0%

0.0%

6.3%

3.4%

20.1%

10.9%

11.5%

0.6%

8.6%

2.3%

10.9%

10.9%

31.6%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

看護師

栄養士

調理師

理・美容師

保育士

ケアマネージャー

ホームヘルパー

介護福祉士

簿記

教員

パソコン・情報処理

外国語

医療事務

運転免許

その他

無回答

2） ひとり親になってから取得した資格（問 20-（2）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   2.6%

0.5%

4.2%

0.0%

5.7%

3.1%

19.3%

9.9%

10.4%

0.5%

8.9%

2.1%

9.9%

10.9%

34.9%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

看護師

栄養士

調理師

理・美容師

保育士

ケアマネージャー

ホームヘルパー

介護福祉士

簿記

教員

パソコン・情報処理

外国語

医療事務

運転免許

その他

無回答

図表 4-①-3ひとり親になってから取得した資格 

図表 4-①-4ひとり親になってから取得した資格（母子家庭） 

 

n＝192 

 

 

n＝174 

 

現在持っている資格のうち、ひとり親になってから取得したものについてたずねたところ、

「ホームヘルパー」が最も多く 19.3％（37 人）、次いで「運転免許」が 10.9％（21 人）、「簿

記」が 10.4％（20 人）、「介護福祉士」「医療事務」がともに 9.9％（19 人）、「パソコン・情

報処理」が 8.9％（17 人）となっている。 
また、母子・父子家庭ともに、その他の割合が高く、様々な資格を取得している。 
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0.0%

0.0%

5.6%

0.0%

0.0%

0.0%

11.1%

0.0%

0.0%

0.0%

11.1%

0.0%

0.0%

11.1%

66.7%

5.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

看護師

栄養士

調理師

理・美容師

保育士

ケアマネージャー

ホームヘルパー

介護福祉士

簿記

教員

パソコン・情報処理

外国語

医療事務

運転免許

その他

無回答

図表 4-①-5ひとり親になってから取得した資格（父子家庭） 

 

n＝18 
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現在持っている資格のうち実際に就職の際役に立っているものをたずねたところ、「看護

師」が最も多く 93.2％（41 人）、次いで「介護福祉士」が 78.4％（29 人）、「保育士」が 75.0％
（27 人）、「ホームヘルパー」が 56.7％（51 人）となっている。 
 また、実際の仕事で役に立っている資格をたずねたところ、就職の際に役に立った資格の

多くが仕事でも役に立っていることがわかる。 
母子・父子家庭別の結果は、図表 4-①-7及び図表 4-①-8のとおりである。 

 
 
 
 
 
 

3） 就職の際に役に立った資格・実際の仕事で役に立っている資格（問 20-（3）（4）） 

 

 

 

 

 

 

  

93.2%

50.0%

35.1%

33.3%

75.0%

38.5%

56.7%

78.4%

35.3%

36.7%

40.9%

51.2%

51.0%

23.5%

55.8%

100.0%

43.8%

43.2%

66.7%

77.8%

61.5%

45.6%

73.0%

40.5%

36.7%

55.9%

48.8%

33.3%

28.6%

72.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

看護士 n=44

栄養士 n=16

調理師 n=37

理・美容師 n=12

保育士 n=36

ケアマネージャー n=13

ホームペルパー n=90

介護福祉士 n=37

簿記 n=116

教員 n=49

パソコン・情報処理 n=93

外国語 n=41

医療事務 n=51

運転免許 n=629

その他 n=172

就職に役立った資格

実際の仕事で役立っている資格

図表 4-①-6就職の際に役に立った資格・実際の仕事で役に立っている資格 
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92.9%

50.0%

41.7%

40.0%

75.0%

41.7%

56.0%

77.8%

37.1%

40.5%

44.0%

48.6%

51.0%

20.4%

59.8%

100.0%

43.8%

50.0%

60.0%

77.8%

58.3%

46.4%

75.0%

40.0%

35.7%

54.7%

43.2%

33.3%

19.7%

68.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

看護士 n=42

栄養士 n=16

調理師 n=24

理・美容師 n=10

保育士 n=36

ケアマネージャー n=12

ホームペルパー n=84

介護福祉士 n=36

簿記 n=105

教員 n=42

パソコン・情報処理 n=75

外国語 n=37

医療事務 n=51

運転免許 n=447

その他 n=122

就職に役立った資格

実際の仕事で役立っている資格

図表 4-①-7就職の際に役に立った資格・実際の仕事で役に立っている資格（母子家庭） 

100.0%

0.0%

23.1%

0.0%

0.0%

0.0%

66.7%

100.0%

18.2%

14.3%

27.8%

75.0%

0.0%

31.3%

46.0%

100.0%

0.0%

30.8%

100.0%

0.0%

100.0%

33.3%

0.0%

45.5%

42.9%

61.1%

100.0%

0.0%

50.5%

84.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

看護士 n=2

栄養士 n=0

調理師 n=13

理・美容師 n=2

保育士 n=0

ケアマネージャー n=1

ホームペルパー n=6

介護福祉士 n=1

簿記 n=11

教員 n=7

パソコン・情報処理 n=18

外国語 n=4

医療事務 n=0

運転免許 n=182

その他 n=50

就職に役立った資格

実際の仕事で役立っている資格

図表 4-①-8就職の際に役に立った資格・実際の仕事で役に立っている資格（父子家庭） 
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② これから身につけたい資格・技能・知識（問 21） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

84 

84 

57 

58 

24 

28 

23 

16 

21 

14 

5 

43 

0 人 10 人 20 人 30 人 40 人 50 人 60 人 70 人 80 人 90 人

パソコン・情報

介護

語学

医療事務

調理・栄養

各種運転免許

会計

建築・住宅系

保育・教育

法律

心理・カウンセリング

その他

104 

89 

78 

58 

33 

33 

27 

27 

22 

16 

6 

56 

0 人 20 人 40 人 60 人 80 人 100 人 120 人

パソコン・情報

介護

語学

医療事務

調理・栄養

各種運転免許

会計

建築・住宅系

保育・教育

法律

心理・カウンセリング

その他

図表 4-②-1これから身につけたい資格・技能・知識 

図表 4-②-2これから身につけたい資格・技能・知識（母子家庭） 

 

図表 4-②-3これから身につけたい資格・技能・知識（父子家庭） 

 

20 

5 

21 

0 

9 

5 

4 

11 

1 

2 

1 

13 

0 人 10 人 20 人 30 人

パソコン・情報

介護

語学

医療事務

調理・栄養

各種運転免許

会計

建築・住宅系

保育・教育

法律

心理・カウンセリング

その他

これから身につけたい資格・技能・知識についてたずねたところ、「パソコン・情報」が最

も多く 104 人、次いで「介護」が 89 人、「語学」が 78 人、「医療事務」が 58 人となってい

る。 
母子・父子家庭別にみると、母子家庭では「介護」「医療事務」が多く、父子家庭では「語

学」が多い。 
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③ 最終学歴（問 22） 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 4-③-1最終学歴 

中学校卒

9.3%

高校・高

等専修学

校卒

34.3%

高専、短

大、専門

学校卒

30.3%

大学、大

学院卒

24.2%

その他

0.1%

無回答

1.9%

最終学歴については、「高校・高等専修学校卒」が最も多く 34.3％（336 人）、次いで「高

専、短大、専門学校卒」が 30.3％（297 人）、「大学、大学院卒」が 24.2％（237 人）、「中学

校卒」が 9.3％（91 人）となっている。 
 母子・父子家庭別及び前回調査の結果は、図表 4-③-2のとおりである。 
 
 
 

図表 4-③-2最終学歴（母子・父子家庭別、前回調査との比較） 

9.8%

8.3%

7.8%

21.4%

32.5%

41.7%

39.6%

33.3%

35.6%

35.5%

14.3%

9.5%

20.1%

13.8%

36.3%

33.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=736

母子家庭（前回調査） n=780

父子家庭 n=245

父子家庭（前回調査） n=42

中学校卒 高校・高等専修学校卒 高専、短大、専門学校卒 大学、大学院卒 その他 無回答

※前回調査では、「高校・高等専修学校卒」の区分が、「高等学校」となっていたが、あえて同一の区分として扱い比較した。 

n＝981 
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（５）子どもについて 

① 保育の担当者（問 23） 

 

  
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

図表 5-①-1保育の担当者 

図表 5-①-2保育の担当者（母子・父子家庭別） 

小学校入学前のお子さんがいる人（155 人）に、保育の状況についてたずねたところ、「民

間認可保育園」が最も多く 48.4％（75 人）、次いで「公立保育園」が 14.8％（23 人）、「幼稚

園」が 9.7％（15 人）、「親・親族」が 9.0％（14 人）となっている。 
 母子・父子家庭別の結果は、図表 5-①-2のとおりである。 
 
 
 
 
 

3.9%

9.0%

0.6%

1.3%

1.3%

14.8%

48.4%

1.9%

3.2%

9.7%

4.5%

4.5%

11.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

あなた自身

親・親族

友人・知人

ベビーシッター

自宅できょうだいと一緒にいる

公立保育園

民間認可保育園

横浜保育室

6～8以外の保育園

幼稚園

認定こども園

その他

無回答

4.3%

7.9%

0.7%

1.4%

1.4%

13.7%

51.8%

1.4%

3.6%

9.4%

4.3%

4.3%

11.5%

0.0%

18.8%

0.0%

0.0%

0.0%

25.0%

18.8%

6.3%

0.0%

12.5%

6.3%

6.3%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

あなた自身

親・親族

友人・知人

ベビーシッター

自宅できょうだいと一緒にいる

公立保育園

民間認可保育園

横浜保育室

6～8以外の保育園

幼稚園

認定こども園

その他

無回答

母子家庭 n=139

父子家庭 n=16

n＝155 
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② 子どもが放課後に過ごしている主な場所（問 24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

61.7%

5.9%

0.6%

13.9%

12.3%

6.8%

0.6%

10.5%

3.1%

12.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自宅

親・親族の家

友人・知人の家

放課後児童クラブ（学童保育）

放課後キッズクラブ

はまっ子ふれあいスクール

図書館などの公共施設

習い事や学習塾

その他

無回答

図表 5-②-1子どもが放課後に過ごしている主な場所 

図表 5-②-2子どもが放課後に過ごしている主な場所（母子・父子家庭別） 

 

小学生のお子さんがいる人（324 人）に、子どもが放課後に過ごしている主な場所について

たずねたところ、「自宅」が最も多く 61.7％（200 人）、次いで「放課後児童クラブ（学童保

育）」が 13.9％（45 人）、「放課後キッズクラブ」が 12.3％（40 人）、「習い事や学習塾」が

10.5％（34 人）、「はまっ子ふれあいスクール」が 6.8％（22 人）となっている。 
母子・父子家庭別の結果は、図表 5-②-2のとおりである。 

 
 
 
 
 

62.4%

4.2%

0.4%

12.9%

13.7%

6.8%

0.8%

10.6%

2.3%

12.9%

59.0%

13.1%

1.6%

18.0%

6.6%

6.6%

0.0%

9.8%

6.6%

11.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自宅

親・親族の家

友人・知人の家

放課後児童クラブ（学童保育）

放課後キッズクラブ

はまっ子ふれあいスクール

図書館などの公共施設

習い事や学習塾

その他

無回答

母子家庭 n=263

父子家庭 n=61

n＝324 
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③ 19時以降、子どもだけで留守番をする頻度（問 24-（2）） 

 

 

 

 

  

毎日

1.2%

週に5日以

上

4.3%

週に3、4日

6.5%

週に1、2日

12.3%

ほとんどな

い

71.0%

無回答

4.6%

図表 5-③-1 19時以降、子どもだけで留守番をする頻度 

図表 5-③-2 19時以降、子どもだけで留守番をする頻度（母子・父子家庭別） 

6.6%

6.5%

6.6%

6.5%

12.9%

9.8%

12.3%

71.5%

68.9%

71.0%

4.2%

6.6%

4.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=263

父子家庭 n=61

全体 n=324

毎日 週に5日以上 週に3、4日 週に1、2日 ほとんどない 無回答

n＝324 

小学生のお子さんがいる人（324 人）に、19 時以降に子どもだけで留守番をする頻度につ

いてたずねたところ、「ほとんどない」が最も多く 71.0％（230 人）、次いで「週に 1、2 日」

が 12.3％（40 人）、「週に 3、4 日」が 6.5％（21 人）、「週に 5 日以上」が 4.3％（14 人）、「毎

日」が 1.2％（4 人）となっている。 
母子・父子家庭別の結果は、図表 5-③-2のとおりである。 
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12.2%

5.6%

12.2%

7.2%

12.0%

18.4%

13.6%

33.6%

27.3%

32.0%

24.5%

10.6%

21.0%

10.2%

6.5%

9.3%

12.1%

12.7%

12.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=736

父子家庭 n=245

全体 n=981

30分未満 30分以上1時間未満 1時間以上2時間未満 2時間以上4時間未満

4時間以上6時間未満 6時間以上 無回答

④ 子どもと過ごす時間（問 25） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 5-④-1子どもと過ごす時間 

30分未満

4.7%

30分以上

1時間未

満

7.2%
1時間以

上2時間

未満

13.6%

2時間以

上4時間

未満

32.0%

4時間以

上6時間

未満

21.0%

6時間以

上

9.3%

無回答

12.2%

図表 5-④-2子どもと過ごす時間（母子・父子家庭別） 

n＝981 

働いている日などに 1 日あたり何時間程度お子さんと過ごしているかをたずねたところ、

「2 時間以上 4 時間未満」が最も多く 32.0％（314 人）、次いで「4 時間以上 6 時間未満」が

21.0％（206 人）、「1 時間以上 2 時間未満」が 13.6％（133 人）、「6 時間以上」が 9.3％（91
人）となっている。 

母子・父子家庭別の結果は、図表 5-④-2のとおりである。 
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⑤ 子どもの進学の意向（問 26） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.5%

16.6%

18.6%

69.2%

2.9%

24.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

中学校

高校・高等専修学校

高専、短大、専門学校

大学、大学院

その他

無回答

高校生までのお子さんがいる人（835 人）に、子どもの進学はどこまで考えているかをたず

ねたところ、「大学、大学院」が最も多く 69.2％（578 人）、次いで「高専、短大、専門学校」

が 18.6％（155 人）、「高校・高等専修学校」が 16.6％（139 人）となっている。 
母子・父子家庭別の結果は、図表 5-⑤-2のとおりである。 
 
 

 
 
 
 

図表 5-⑤-1子どもの進学の意向 

 

 

図表 5-⑤-2子どもの進学の意向（母子・父子家庭別） 

 

 
2.6%

17.4%

18.2%

69.8%

2.0%

24.6%

2.1%

14.0%

19.7%

67.4%

5.7%

25.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

中学校

高校・高等専修学校

高専、短大、専門学校

大学、大学院

その他

無回答

母子家庭 n=642

父子家庭 n=193

n＝835 
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⑥ 子どものことで悩んでいること 

1） 子どものことで悩んでいること（問 27） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

36.6%

18.5%

28.3%

28.3%

60.4%

34.8%

5.3%

16.4%

12.4%

7.5%

16.4%

6.1%

71.7%

38.2%

12.4%

7.3%

25.4%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

子どもに対するしつけや教育に自身が持てない

子どもに対するしつけや教育について、相談する相手がいない

子どもに基本的な生活習慣（あいさつ、規則正しい食生活、整理、整頓）が身につかない

子どもが勉強しない

子どもの進学や受験のこと

子どもの就職のこと

子どもが学校になじめない、または不登校である

子どもが反抗的で、なかなか言うことを聞かない

子どもが何事に対しても消極的である

子どもが良い友人関係を持てない

子どもの身体の発育や病気のこと

子どもの非行や問題行動

子どもの教育費の負担

子どもと過ごす時間が十分に取れない

子どもに十分な食事や栄養を与えることができていない

その他

特に悩みはない

無回答

n=981

子どものことで現在悩んでいることを、お子さんごとにたずねたところ、「子どもの教育費

の負担」が最も多く 71.7％（703 人）、次いで「子どもの進学や受験のこと」が 60.4％（593
人）、「子どもと過ごす時間が十分に取れない」が 38.2％（375 人）、「子どもに対するしつけ

や教育に自信が持てない」が 36.6％（359 人）、「子どもの就職のこと」が 34.8％（341 人）

となっている。 
母子・父子家庭別にみると、父子家庭では母子家庭に比べて、「子どもに対するしつけや教

育について、相談する相手がいない」「子どもに基本的な生活習慣（あいさつ、規則正しい食

生活、整理、整頓）が身につかない」「子どもに十分な食事や栄養を与えることができていな

い」の割合が高い。 
 

 
 
 
 
 
 
 

図表 5-⑥-1子どものことで悩んでいること 
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38.6%

16.4%

26.9%

28.3%

63.6%

36.0%

5.0%

18.1%

12.4%

7.5%

17.4%

7.1%

78.7%

38.7%

10.2%

8.4%

25.3%

4.3%

30.6%

24.5%

32.7%

28.6%

51.0%

31.0%

6.1%

11.4%

12.7%

7.8%

13.5%

3.3%

50.6%

36.7%

19.2%

4.1%

25.7%

9.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

子どもに対するしつけや教育に自身が持てない

子どもに対するしつけや教育について、相談する相手がいない

子どもに基本的な生活習慣（あいさつ、規則正しい食生活、整理、整頓）が身につかない

子どもが勉強しない

子どもの進学や受験のこと

子どもの就職のこと

子どもが学校になじめない、または不登校である

子どもが反抗的で、なかなか言うことを聞かない

子どもが何事に対しても消極的である

子どもが良い友人関係を持てない

子どもの身体の発育や病気のこと

子どもの非行や問題行動

子どもの教育費の負担

子どもと過ごす時間が十分に取れない

子どもに十分な食事や栄養を与えることができていない

その他

特に悩みはない

無回答

母子家庭 n=736

父子家庭 n=245

図表 5-⑥-2子どものことで悩んでいること（母子・父子家庭別） 
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2） 子どものことで特に悩んでいること（問 27-（2）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.2%

2.1%

5.3%

4.6%

17.5%

7.2%

1.7%

4.4%

2.7%

1.1%

5.1%

1.2%

35.5%

9.5%

1.9%

4.9%

2.0%

27.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

子どもに対するしつけや教育に自身が持てない

子どもに対するしつけや教育について、相談する相手がいない

子どもに基本的な生活習慣（あいさつ、規則正しい食生活、整理、整頓）が身につかない

子どもが勉強しない

子どもの進学や受験のこと

子どもの就職のこと

子どもが学校になじめない、または不登校である

子どもが反抗的で、なかなか言うことを聞かない

子どもが何事に対しても消極的である

子どもが良い友人関係を持てない

子どもの身体の発育や病気のこと

子どもの非行や問題行動

子どもの教育費の負担

子どもと過ごす時間が十分に取れない

子どもに十分な食事や栄養を与えることができていない

その他

特に悩みはない

無回答
n=981

図表 5-⑥-3子どものことで特に悩んでいること 

子どものことで特に悩んでいることについて、お子さんごとにたずねたところ、「子どもの

教育費の負担」が最も多く 35.5％（348 人）、「子どもの進学や受験のこと」が 17.5％（172
人）、「子どもと過ごす時間が十分に取れない」が 9.5％（93 人）となっている。 

母子・父子家庭別の結果は、図表 5-⑥-4のとおりである。 
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 6.7%

2.0%

4.3%

5.0%

16.8%

7.7%

1.6%

5.2%

2.3%

1.1%

5.3%

1.4%

40.6%

9.6%

0.3%

5.7%

2.3%

24.9%

4.9%

2.4%

8.2%

3.3%

19.6%

5.7%

2.0%

2.0%

3.7%

1.2%

4.5%

0.8%

20.0%

9.0%

6.9%

2.4%

1.2%

37.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

子どもに対するしつけや教育に自身が持てない

子どもに対するしつけや教育について、相談する相手がいない

子どもに基本的な生活習慣（あいさつ、規則正しい食生活、整理、整頓）が身につかない

子どもが勉強しない

子どもの進学や受験のこと

子どもの就職のこと

子どもが学校になじめない、または不登校である

子どもが反抗的で、なかなか言うことを聞かない

子どもが何事に対しても消極的である

子どもが良い友人関係を持てない

子どもの身体の発育や病気のこと

子どもの非行や問題行動

子どもの教育費の負担

子どもと過ごす時間が十分に取れない

子どもに十分な食事や栄養を与えることができていない

その他

特に悩みはない

無回答

母子家庭 n=736

父子家庭 n=245

図表 5-⑥-4子どものことで特に悩んでいること（母子・父子家庭別） 
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（６）現在の生活状況について 

① 現在の健康状態（問 28） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
21.7%

24.4%

23.7%

21.4%

20.0%

20.4%

26.5%

28.6%

33.4%

28.5%

30.6%

28.6%

18.8%

19.6%

10.6%

14.3%

4.9%

5.1%

7.3%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=736

母子家庭（前回調査） n=780

父子家庭 n=245

父子家庭（前回調査） n=42

よい まあよい 普通 あまりよくない よくない 無回答

よい

22.2%

まあよい

21.6%
普通

32.7%

あまりよく

ない

16.7%

よくない

5.5%

無回答

1.2%

図表 6-①-1現在の健康状態 

図表 6-①-2現在の健康状態（母子・父子家庭別、前回調査との比較） 

現在の健康状態についてたずねたところ、「よい」「まあよい」が 43.8％（430 人）、「普通」

が 32.7％（321 人）、「あまりよくない」「よくない」が 22.2％（218 人）となっている。 
 母子・父子家庭別にみると、母子家庭では父子家庭に比べて、「あまりよくない」「よくな

い」の割合が若干高い。 
 
 
 
 

n＝981 
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② 現在の暮らしについて（問 29） 

1） 現在の暮らしぶり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.4%

4.6%

10.2%

7.1%

33.7%

30.5%

44.1%

26.2%

39.4%

37.4%

26.5%

33.3%

17.9%

22.9%

15.5%

28.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=736

母子家庭（前回調査） n=780

父子家庭 n=245

父子家庭（前回調査） n=42

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 大変苦しい 無回答

現在の暮らしについてどのように感じているかをたずねたところ、「やや苦しい」「大変苦

しい」が 53.5％（525 人）であり、「大変ゆとりがある」「ややゆとりがある」が 8.6％（85
人）となっている。 

母子・父子家庭別にみると、母子家庭では「大変苦しい」の割合が、父子家庭では「大変苦

しい」「やや苦しい」の割合が、前回調査よりも若干減っている。 
 
 
 

大変ゆと

りがある

1.3%

ややゆと

りがある

7.3%

普通

36.3%

やや苦し

い

36.2%

大変苦し

い

17.3%

無回答

1.5%

図表 6-②-1現在の暮らしぶり 

図表 6-②-2現在の暮らしぶり（母子・父子家庭別、前回調査との比較） 

n＝981 
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2） 現在の就業形態（問 7）と暮らしぶりとの関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.3%

9.2%

5.3%

5.5%

6.3%

50.0%

41.3%

35.1%

31.4%

18.8%

31.3%

40.0%

35.3%

42.1%

40.5%

56.3%

40.6%

50.0%

100.0%

40.0%

12.0%

17.5%

19.5%

21.9%

15.6%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正社員・正規職員 n=283

嘱託・契約社員・準社員・臨時職員 n=57

パート・アルバイト n=220

人材派遣会社の派遣社員 n=32

自営業主（商店主・農業など） n=32

自家営業の手伝い n=2

会社などの役員 n=3

その他 n=5

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 大変苦しい 無回答

図表 6-②-3現在の就業形態と暮らしぶりとの関係 

就業形態と暮らしぶりとの関係について見ると、「人材派遣会社の派遣社員」で「大変苦し

い」「やや苦しい」の割合が、8 割近くになっている。また、「嘱託・契約社員・準社員・臨時

職員」「パート・アルバイト」においても「大変苦しい」「やや苦しい」の割合が 6 割を超えて

いることがわかる。 
 
 

 
 
 
 
 

図表 6-②-4現在の就業形態と暮らしぶりとの関係（母子家庭） 

 

図表 6-②-5現在の就業形態と暮らしぶりとの関係（父子家庭） 

 

4.9%

10.0%

5.4%

5.3%

6.6%

50.0%

23.8%

44.4%

32.4%

31.0%

21.2%

36.1%

38.1%

50.0%

31.1%

40.5%

40.3%

54.5%

36.1%

50.0%

38.1%

25.0%

12.1%

20.3%

19.9%

21.2%

16.4%

25.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正社員・正規職員 n=428

嘱託・契約社員・準社員・臨時職員 n=74

パート・アルバイト n=226

人材派遣会社の派遣社員 n=33

自営業主（商店主・農業など） n=61

自家営業の手伝い n=2

会社などの役員 n=21

その他 n=8

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 大変苦しい 無回答

16.7%

11.7%

5.9%

6.9%

27.8%

50.3%

23.5%

16.7%

100.0%

41.4%

44.4%

66.7%

22.8%

35.3%

33.3%

31.0%

27.8%

12.4%

29.4%

33.3%

17.2%

33.3%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正社員・正規職員 n=145

嘱託・契約社員・準社員・臨時職員 n=17

パート・アルバイト n=6

人材派遣会社の派遣社員 n=1

自営業主（商店主・農業など） n=29

自家営業の手伝い n=0

会社などの役員 n=18

その他 n=3

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 大変苦しい 無回答
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3） 職種（問 8）と暮らしぶりとの関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.0%

7.1%

10.9%

27.9%

8.1%

5.6%

4.5%

9.1%

11.5%

44.6%

48.8%

36.0%

35.7%

27.8%

34.8%

28.6%

45.5%

23.1%

44.1%

30.6%

14.0%

40.5%

42.9%

40.7%

42.7%

42.9%

30.3%

30.8%

26.5%

10.9%

14.9%

17.9%

25.9%

13.5%

17.9%

12.1%

30.8%

23.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

専門知識・技術をいかした仕事 n=193

管理的な仕事 n=43

事務的な仕事 n=222

営業・販売のしごと n=84

サービスの仕事・資格あり n=54

サービスの仕事・資格なし n=89

運搬、清掃、包装の仕事 n=28

建設の仕事 n=33

生産工程の仕事 n=26

その他 n=68

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 大変苦しい 無回答

職種と暮らしぶりとの関係を見ると、「管理的な仕事」「専門知識・技術をいかした仕事」「建

設の仕事」では、比較的「大変苦しい」「やや苦しい」の割合が低くなっていることがわかる。 
 
 
 
 
 

図表 6-②-6職種と暮らしぶりとの関係 

図表 6-②-7職種と暮らしぶりとの関係（母子家庭） 

 

図表 6-②-8職種と暮らしぶりとの関係（父子家庭） 

 

10.0%

7.7%

25.0%

10.6%

20.0%

8.5%

6.3%

7.7%

14.3%

41.5%

40.0%

33.8%

32.4%

27.1%

32.9%

23.1%

50.0%

14.3%

46.2%

33.1%

30.0%

41.8%

44.1%

43.8%

46.6%

53.8%

25.0%

35.7%

26.9%

11.3%

15.4%

19.1%

22.9%

15.1%

7.7%

28.6%

21.2%

7.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

専門知識・技術をいかした仕事 n=142

管理的な仕事 n=10

事務的な仕事 n=201

営業・販売のしごと n=68

サービスの仕事・資格あり n=48

サービスの仕事・資格なし n=73

運搬、清掃、包装の仕事 n=13

建設の仕事 n=4

生産工程の仕事 n=14

その他 n=52

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 大変苦しい 無回答

6.1%

6.3%

6.7%

11.8%

30.3%

4.8%

12.5%

10.3%

8.3%

6.3%

52.9%

51.5%

57.1%

50.0%

33.3%

43.8%

33.3%

44.8%

33.3%

37.5%

23.5%

9.1%

28.6%

37.5%

16.7%

25.0%

33.3%

31.0%

25.0%

25.0%

9.8%

9.5%

12.5%

50.0%

6.3%

26.7%

13.8%

33.3%

31.3%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

専門知識・技術をいかした仕事 n=51

管理的な仕事 n=33

事務的な仕事 n=21

営業・販売のしごと n=16

サービスの仕事・資格あり n=6

サービスの仕事・資格なし n=16

運搬、清掃、包装の仕事 n=15

建設の仕事 n=29

生産工程の仕事 n=12

その他 n=16

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 大変苦しい 無回答
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4） 自身の年間の就労収入（問 33）と暮らしぶりとの関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

11.1%

13.8%

14.0%

31.0%

22.2%

33.3%

36.0%

39.4%

55.0%

51.7%

40.0%

44.4%

20.0%

40.0%

39.4%

22.0%

60.0%

22.2%

40.0%

24.0%

18.2%

9.0%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

100万円未満 n=5

100万円以上200万円未満 n=9

200万円以上300万円未満 n=15

300万円以上400万円未満 n=25

400万円以上500万円未満 n=33

500万円以上1000万円未満 n=100

1000万円以上 n=29

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 大変苦しい 無回答

13.5%

4.3%

5.6%

4.5%

5.4%

17.2%

27.0%

23.2%

21.3%

34.8%

36.6%

43.2%

50.5%

51.4%

40.6%

51.3%

38.0%

44.6%

36.5%

22.9%

5.4%

29.0%

19.4%

22.8%

14.3%

13.5%

8.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

100万円未満 n=69

100万円以上200万円未満 n=160

200万円以上300万円未満 n=184

300万円以上400万円未満 n=112

400万円以上500万円未満 n=74

500万円以上1000万円未満 n=192

1000万円以上 n=37

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 大変苦しい 無回答

12.5%

4.7%

6.0%

5.7%

7.3%

20.7%

12.5%

25.0%

21.2%

34.9%

36.8%

46.3%

45.7%

50.0%

40.6%

51.7%

39.6%

46.0%

34.1%

23.9%

12.5%

26.6%

19.2%

21.3%

11.5%

9.8%

7.6%

12.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

100万円未満 n=64

100万円以上200万円未満 n=151

200万円以上300万円未満 n=169

300万円以上400万円未満 n=87

400万円以上500万円未満 n=41

500万円以上1000万円未満 n=92

1000万円以上 n=8

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 大変苦しい 無回答

図表 6-②-9自身の年間の就労収入と暮らしぶりとの関係 

図表 6-②-10自身の年間の就労収入と暮らしぶりとの関係（母子家庭） 

 

 

図表 6-②-11自身の年間の就労収入と暮らしぶりとの関係（父子家庭） 

 

 

自身の年収と暮らしぶりとの関係を見ると、年収が高いほど「大変苦しい」「やや苦しい」

の割合は減ってきているが、「100 万円未満」から「400 万円以上 500 万円未満」までは、「大

変苦しい」「やや苦しい」の割合が 5 割を超えていることがわかる。 
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③ 児童扶養手当の受給の状況（問 30） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

26.2%

27.2%

15.9%

7.1%

28.1%

27.9%

10.6%

7.1%

12.0%

8.8%

6.1%

4.8%

5.0%

5.1%

7.3%

20.8%

21.9%

51.4%

66.7%

4.5%

5.5%

4.5%

7.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=736

母子家庭（前回調査） n=780

父子家庭 n=245

父子家庭（前回調査 n=42

全額受給している 一部受給している 以前受給していたが収入要件ではずれた

以前受給していたが年齢要件ではずれた 受給したことがない（受給資格がない） その他

無回答

全額受給してい

る

23.6%

一部受給してい

る

23.8%以前受給してい

たが収入要件

ではずれた

10.5%

以前受給してい

たが年齢要件

ではずれた

5.6%

受給したことが

ない（受給資格

がない）

28.4%

その他

4.5%

無回答

3.6%

図表 6-③-1児童扶養手当の受給の状況 

図表 6-③-2児童扶養手当の受給の状況（母子・父子家庭別、前回調査との比較） 

n＝981 

児童扶養手当の受給の状況については、「一部受給している」「全額受給している」が 47.4％
（465 人）となっている。 
母子・父子家庭別及び前回調査の結果は、図表 6-③-2のとおりである。 
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④ 総世帯収入に含まれるもの（問 31） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

85.9%

6.1%

3.4%

23.6%

8.3%

9.4%

9.5%

56.7%

50.3%

3.7%

0.4%

4.1%

1.5%

89.4%

4.9%

5.3%

1.6%

4.9%

4.9%

4.1%

31.8%

17.6%

3.3%

0.8%

4.1%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あなたの勤労収入

子どもの勤労収入

その他の世帯員の勤労収入

子の父・母からの養育費

親・親族からの援助

遺族基礎年金・厚生年金

生活保護

児童手当

児童扶養手当・特別児童扶養手当

子どもの奨学金

母子父子寡婦福祉資金借入金

その他

無回答

母子家庭 n=736

父子家庭 n=245

86.7%

5.8%

3.9%

18.1%

7.4%

8.3%

8.2%

50.5%

42.1%

3.6%

0.5%

4.1%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あなたの勤労収入

子どもの勤労収入

その他の世帯員の勤労収入

子の父・母からの養育費

親・親族からの援助

遺族基礎年金・厚生年金

生活保護

児童手当

児童扶養手当・特別児童扶養手当

子どもの奨学金

母子父子寡婦福祉資金借入金

その他

無回答

図表 6-④-1総世帯収入に含まれるもの 

図表 6-④-2総世帯収入に含まれるもの（母子・父子家庭別） 

 

 

年間の世帯総収入（税込み）に含まれるものについてたずねたところ、「あなたの勤労収入」

が最も多く 86.7％（851 人）、次いで「児童手当」が 50.5％（495 人）、「児童扶養手当・特別

児童扶養手当」が 42.1％（413 人）、「子の父・母からの養育費」が 18.1％（178 人）となっ

ている。 
世帯総収入の所得段階別内訳は、図表 6-④-3、図表 6-④-4、図表 6-④-5のとおりである。 

 
 

n＝981 
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図表 6-④-3 世帯総収入の所得段階別内訳 

図表 6-④-4 世帯総収入の所得段階別内訳（母子家庭） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 6-④-5 世帯総収入の所得段階別内訳（父子家庭） 

世帯総収入
所得段階

対象人数
最も回答者数の

多いもの
2番目に回答者数の

多いもの
3番目に回答者数の

多いもの

100万円未満 24 あなたの勤労収入
20人 19人 18人
83.3% 79.2% 75.0%

100万円以上200万円未満 86 あなたの勤労収入
76人 55人 54人
88.4% 64.0% 62.8%

200万円以上300万円未満 174 あなたの勤労収入 児童手当
155人 113人 105人
89.1% 64.9% 60.3%

300万円以上400万円未満 107 あなたの勤労収入
100人 68人 64人
93.5% 63.6% 59.8%

400万円以上500万円未満 65 あなたの勤労収入
64人 29人 18人
98.5% 44.6% 27.7%

500万円以上 117 あなたの勤労収入 児童手当 子の父・母からの養育費
113人 48人 31人
96.6% 41.0% 26.5%

児童手当 児童扶養手当・特別児童扶養手当

児童扶養手当・特別児童扶養手当

児童扶養手当・特別児童扶養手当

児童扶養手当・特別児童扶養手当

児童手当

児童手当

児童手当

児童扶養手当・特別児童扶養手当

※網掛けは同数

世帯総収入
所得段階

対象人数
最も回答者数の

多いもの
2番目に回答者数の

多いもの
3番目に回答者数の

多いもの

100万円未満 27 児童手当
22人 22人 20人
81.5% 81.5% 74.1%

100万円以上200万円未満 90 あなたの勤労収入
78人 57人 56人
86.7% 63.3% 62.2%

200万円以上300万円未満 190 あなたの勤労収入
170人 121人 112人
89.5% 63.7% 58.9%

300万円以上400万円未満 130 あなたの勤労収入
122人 78人 76人
93.8% 60.0% 58.5%

400万円以上500万円未満 92 あなたの勤労収入
91人 40人 23人
98.9% 43.5% 25.0%

500万円以上 237 あなたの勤労収入 児童手当 子の父・母からの養育費
233人 77人 35人
98.3% 32.5% 14.8%

児童手当

児童手当

児童手当

児童扶養手当・特別児童扶養手当

あなたの勤労収入

児童手当

児童扶養手当・特別児童扶養手当

児童扶養手当・特別児童扶養手当

児童扶養手当・特別児童扶養手当

児童扶養手当・特別児童扶養手当

※網掛けは同数

世帯総収入
所得段階

対象人数
最も回答者数の

多いもの
2番目に回答者数の

多いもの
3番目に回答者数の

多いもの

100万円未満 3 児童手当
3人 2人 2人

100.0% 66.7% 66.7%
100万円以上200万円未満 4 児童手当

2人 2人 2人
50.0% 50.0% 50.0%

200万円以上300万円未満 16 あなたの勤労収入
15人 8人 7人
93.8% 50.0% 43.8%

300万円以上400万円未満 23 あなたの勤労収入
22人 12人 10人
95.7% 52.2% 43.5%

400万円以上500万円未満 27 あなたの勤労収入
27人 11人 5人

100.0% 40.7% 18.5%
500万円以上 120 あなたの勤労収入 児童手当 子どもの勤労収入

120人 29人 7人
100.0% 24.2% 5.8%

※　100万円以上200万円未満：　9.児童扶養手当・特別児童扶養手当も２名（最大値が2名で4件）

児童手当 児童扶養手当・特別児童扶養手当

あなたの勤労収入 児童扶養手当・特別児童扶養手当

あなたの勤労収入 親・親族からの援助

児童扶養手当・特別児童扶養手当 児童手当

児童手当 児童扶養手当・特別児童扶養手当
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⑤ 世帯総収入のうち主な収入（問 32） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

73.4%

1.0%

1.4%

3.1%

1.0%

4.2%

6.4%

0.0%

3.5%

0.0%

0.0%

1.9%

4.2%

84.5%

0.4%

1.6%

0.0%

1.2%

0.0%

2.9%

0.0%

2.4%

0.8%

0.0%

1.2%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

あなたの勤労収入

子供の勤労収入

その他の世帯員の勤労収入

子の父・母からの養育費

親・親族からの援助

遺族基礎年金・厚生年金

生活保護

児童手当

児童扶養手当・特別児童扶養手当

子どもの奨学金

母子父子寡婦福祉資金借入金

その他

無回答

母子家庭 n=736

父子家庭 n=245

76.1%

2.3%

3.2%

5.5%

3.3%

4.4%

8.7%

4.4%

12.5%

4.3%

4.9%

35.5%

34.3%

86.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あなたの勤労収入

子どもの勤労収入

その他の世帯員の勤労収入

子の父・母からの養育費

親・親族からの援助

遺族基礎年金・厚生年金

生活保護

児童手当

児童扶養手当・特別児童扶養手当

子どもの奨学金

母子父子寡婦福祉資金借入金

その他

無回答

最も多いもの n=981

2～3番目の合計 n=981

世帯総収入のうち主な収入をたずねたところ、最も多い収入として、「あなたの勤労収入」

76.1％（747 人）、「生活保護」5.5％（54 人）、「児童扶養手当・特別児童扶養手当」3.3％（32
人）などが挙げられている。2 番目、3 番目に多い収入には、これらの回答以外に、「児童手

当」「子の父・母からの養育費」などが挙げられている。 
 
 
 
 

図表 6-⑤-1世帯総収入のうち主な収入 

図表 6-⑤-2世帯総収入のうち最も多い収入（母子・父子家庭別） 
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⑥ 年収 

1） 自身の年間の就労収入（問 33）【再掲】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ひとり親自身の年収額（税込み、賞与含む）については、「500 万円以上 1000 万円未満」

が最も多く 19.6％（192 人）、次いで「200 万円以上 300 万円未満」が 18.8％（184 人）、「100
万円以上 200 万円未満」が 16.3％（160 人）、「300 万円以上 400 万円未満」が 11.4％（112
人）となっている。 

平均の年収は、全体では「378.6 万円」、母子家庭では「295.2 万円」、父子家庭では「614.9
万円」となっている。 

 
 
 
 
 
 

100万円未

満

7.0% 100万円以

上200万円

未満

16.3%

200万円以

上300万円

未満

18.8%
300万円以

上400万円

未満

11.4%

400万円以

上500万円

未満

7.5%

500万円以

上1000万

円未満

19.6%

1000万円

以上

3.8%

無回答

15.6%

図表 6-⑥-1自身の年間の就労収入 

図表 6-⑥-2自身の年間の就労収入（母子・父子家庭別、前回調査との比較） 

8.7%

10.9%

20.5%

25.0%

7.9%

23.0%

23.6%

6.1%

7.9%

11.8%

15.6%

10.2%

13.2%

5.6%

5.1%

13.5%

18.4%

12.5%

10.0%

40.8%

39.5%

11.8%

7.9%

16.8%

9.2%

11.8%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=736

母子家庭（前回調査） n=661

父子家庭 n=245

父子家庭（前回調査） n=38

100万円未満 100万円以上200万円未満 200万円以上300万円未満 300万円以上400万円未満

400万円以上500万円未満 500万円以上1000万円未満 1000万円以上 無回答

n＝981 
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2） 就業形態（問 7）と自身の年間の就労収入との関係【再掲】 

 
 
 
 
 
 
   

7.0%

20.9%

15.6%

20.0%

5.7%

17.5%

45.0%

15.6%

21.9%

100.0%

22.6%

50.9%

19.5%

68.8%

21.9%

20.0%

22.3%

14.0%

12.5%

6.3%

33.3%

12.7%

5.3%

29.0%

12.5%

33.3% 33.3%

5.7%

10.5%

18.8%

60.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正社員・正規職員 n=283

嘱託・契約社員・準社員・臨時職員 n=57

パート・アルバイト n=220

人材派遣会社の派遣社員 n=32

自営業主（商店主・農業など） n=32

自家営業の手伝い n=2

会社などの役員 n=3

その他 n=5

100万円未満 100万円以上200万円未満 200万円以上300万円未満 300万円以上400万円未満

400万円以上500万円未満 500万円以上1000万円未満 1000万円以上 無回答

5.4%

20.4%

11.5%

12.5%

13.5%

45.1%

15.2%

13.1%

100.0%

4.8%

15.9%

44.6%

19.5%

69.7%

18.0%

25.0%

17.1%

17.6%

12.1%

11.5%

19.0%

13.8%

8.1%

8.2%

37.1%

8.1%

19.7%

42.9%

25.0%

6.3%

28.6%

4.9%

10.6%

14.8%

4.8%

37.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正社員・正規職員 n=428

嘱託・契約社員・準社員・臨時職員 n=74

パート・アルバイト n=226

人材派遣会社の派遣社員 n=33

自営業主（商店主・農業など） n=61

自家営業の手伝い n=2

会社などの役員 n=21

その他 n=8

100万円未満 100万円以上200万円未満 200万円以上300万円未満 300万円以上400万円未満

400万円以上500万円未満 500万円以上1000万円未満 1000万円以上 無回答

就業形態と自身の年収との関係を見ると、就業形態により収入に違いがあり、「正社員・正

規職員」では「500 万円以上 1000 万円未満」が 37.1％（159 人）で最も多くなっているが、

「嘱託・契約社員・準社員・臨時職員」では「200 万円以上 300 万円未満」が 44.6％（33 人）、

「パート・アルバイト」では「100 万円以上 200 万円未満」が 45.1％（102 人）で最も多く

なっていることがわかる。 
 
 
 
 

図表 6-⑥-3就業形態と自身の年間の就労収入との関係 

図表 6-⑥-4就業形態と自身の年間の就労収入との関係（母子家庭） 

図表 6-⑥-5就業形態と自身の年間の就労収入との関係（父子家庭） 

6.9%

50.0%

5.6%

23.5%

16.7%

100.0%

13.8%

33.3%

6.9%

29.4%

16.7%

17.2%

16.7%

15.9%

17.6%

17.2%

53.1%

29.4%

27.6%

44.4%

66.7%

15.9%

27.8%

3.4%

16.7%

10.3%

5.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正社員・正規職員 n=145

嘱託・契約社員・準社員・臨時職員 n=17

パート・アルバイト n=6

人材派遣会社の派遣社員 n=1

自営業主（商店主・農業など） n=29

自家営業の手伝い n=0

会社などの役員 n=18

その他 n=3

100万円未満 100万円以上200万円未満 200万円以上300万円未満 300万円以上400万円未満

400万円以上500万円未満 500万円以上1000万円未満 1000万円以上 無回答
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3） 自身の年間の副業の就労収入（問 33）【再掲】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 
 
 
 
 

副業（１か所目）をしている人（58 人）の自身の年収額（税込み、賞与含む）のうち、副

業の収入額を見たところ、「100 万円未満」が最も多く 62.1％（36 人）、次いで「100 万円以

上 200 万円未満」が 8.6％（5 人）、「200 万円以上 300 万円未満」が 3.4％（2 人）となって

いる。 
副業の平均額は、全体では「52.3 万円」、母子家庭では「47.9 万円」、父子家庭では「95.0

万円」となっている。 
 
 
 
 
 

図表 6-⑥-6自身の年間の副業の就労収入 

n＝58 

図表 6-⑥-7自身の年間の副業の就労収入（母子・父子家庭別） 

64.2%

40.0%

62.1%

7.5%

20.0%

8.6%

20.0%

26.4%

20.0%

25.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=53

父子家庭 n=5

全体 n=58

100万円未満 100万円以上200万円未満 200万円以上300万円未満 無回答

100万円未満

62.1%

100万円以上

200万円未満

8.6%

200万円以上

300万円未満

3.4%

無回答

25.9%
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4） 世帯総収入（問 33）【再掲】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.7%

13.8%

23.6%

23.5%

6.5%

16.7%

14.5%

16.9%

9.4%

7.1%

8.8%

6.8%

11.0%

16.7%

14.1%

11.4%

36.3%

35.7%

12.7%

7.1%

22.1%

22.9%

21.2%

14.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=736

母子家庭（前回調査） n=780

父子家庭 n=245

父子家庭（前回調査） n=42

100万円未満 100万円以上200万円未満 200万円以上300万円未満

300万円以上400万円未満 400万円以上500万円未満 500万円以上1000万円未満

1000万円以上 無回答

年間の世帯総収入（税込み）をたずねたところ、「500 万円以上 1000 万円未満」が最も多

く 19.7％（193 人）、次いで「200 万円以上 300 万円未満」が 19.4％（190 人）、「300 万円以

上 400 万円未満」が 13.3％（130 人）、「400 万円以上 500 万円未満」が 9.4％（92 人）とな

っている。 
平均年間世帯総収入は、全体では「431.7 万円」、母子家庭では「360.6 万円」、父子家庭で

は「642.6 万円」となっている。 
 
 
 
 100万円未

満

2.8%

100万円以

上200万円

未満

9.2%

200万円以

上300万円

未満

19.4%

300万円以

上400万円

未満

13.3%

400万円以

上500万円

未満

9.4%

500万円以

上1000万

円未満

19.7%

1000万円

以上

4.5%

無回答

21.9%

図表 6-⑥-8年間の世帯総収入 

図表 6-⑥-9年間の世帯総収入（母子・父子家庭別、前回調査との比較） 

n＝981 
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⑦ 子どもの養育費の取り決めについて 

1） 養育費の取り決めの有無（問 34） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46.0%

34.3%

43.6%

46.1%

58.0%

48.5%

6.7%

7.7%

6.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=657

父子家庭 n=169

全体 n=826

取り決めをしている 取り決めをしていない 子によって違う 無回答

取り決め

をしている

43.6%

取り決め

をしていな

い

48.5%

子によっ

て違う

1.0%

無回答

6.9%

図表 6-⑦-1養育費の取り決めの有無 

図表 6-⑦-2養育費の取り決めの有無（母子・父子家庭別） 

n＝826 

離婚や未婚等によりひとり親になった人（826 人）に、養育費の取り決めの有無についてた

ずねたところ、「取り決めをしていない」が 48.5％（401 人）、「取り決めをしている」が 43.6％
（360 人）、「子によって違う」が 1.0％（8 人）となっている。 

母子・父子家庭別にみると、母子家庭では父子家庭に比べて、「取り決めをしている」割合

が高い。 
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2） ひとり親になってからの期間（問 3）と養育費の取り決めの有無との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 6-⑦-3ひとり親になってからの期間と養育費の取り決めの有無との関係 

ひとり親になってからの期間と養育費の取り決めの有無との関係を見ると、ひとり親にな

ってからの期間が、「1 年未満」「1～2 年」の人の「取り決めをしている」割合が 5 割を超え

ていることがわかる。 
 母子・父子家庭別の結果は、図表 6-⑦-4及び図表 6-⑦-5のとおりである。 
 
 
 
 
 

図表 6-⑦-4ひとり親になってからの期間と養育費の取り決めの有無との関係（母子家庭） 

図表 6-⑦-5ひとり親になってからの期間と養育費の取り決めの有無との関係（父子家庭） 

53.2%

54.0%

45.2%

37.8%

38.6%

40.4%

42.0%

43.7%

55.6%

53.8%

10.7%

6.2%

6.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年未満 n=47

1～2年 n=150

3～5年 n=197

6～10年 n=241

11年以上 n=171

取り決めをしている 取り決めをしていない 子によって違う 無回答

59.5%

51.8%

47.5%

42.0%

41.4%

32.4%

43.6%

41.9%

52.1%

50.3%

5.4%

10.0%

5.3%

6.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年未満 n=37

1～2年 n=110

3～5年 n=160

6～10年 n=188

11年以上 n=145

取り決めをしている 取り決めをしていない 子によって違う 無回答

30.0%

60.0%

35.1%

22.6%

23.1%

70.0%

37.5%

51.4%

67.9%

73.1%

13.5%

9.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年未満 n=10

1～2年 n=40

3～5年 n=37

6～10年 n=53

11年以上 n=26

取り決めをしている 取り決めをしていない 子によって違う 無回答
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3） 最終学歴（問 22）と養育費の取り決めの有無との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

18.8%

45.1%

48.5%

59.7%

100.0%

68.1%

48.8%

46.0%

30.6%

8.7%

5.6%

8…

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学校卒 n=69

高校・高等専修学校卒 n=213

高専、短大、専門学校卒 n=237

大学、大学院卒 n=124

その他 n=1

取り決めをしている 取り決めをしていない 子によって違う 無回答

図表 6-⑦-6最終学歴と養育費の取り決めの有無との関係 

図表 6-⑦-8最終学歴と養育費の取り決めの有無との関係（父子家庭） 

図表 6-⑦-7最終学歴と養育費の取り決めの有無との関係（母子家庭） 

20.2%

42.6%

46.8%

53.1%

100.0%

69.0%

50.4%

47.1%

39.5%

7.1%

6.7%

4.9%

6.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学校卒 n=84

高校・高等専修学校卒 n=284

高専、短大、専門学校卒 n=263

大学、大学院卒 n=177

その他 n=1

取り決めをしている 取り決めをしていない 子によって違う 無回答

26.7%

35.2%

30.8%

37.7%

73.3%

54.9%

57.7%

60.4%

9.9%

11.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学校卒 n=15

高校・高等専修学校卒 n=71

高専、短大、専門学校卒 n=26

大学、大学院卒 n=53

その他 n=0

取り決めをしている 取り決めをしていない 子によって違う 無回答

ひとり親の最終学歴と養育費の取り決めの有無との関係を見ると、母子家庭では高学歴に

なるほど「取り決めをしている」割合が増えているが、父子家庭では最終学歴によって「取り

決めをしている」割合には、あまり差がないことがわかる。 
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4） 養育費の取り決めの方法（問 34-(2)） 

 

 

  

64.2%

39.7%

60.3%

15.2%

17.2%

15.5%

17.4%

41.4%

21.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=310

父子家庭 n=58

全体 n=368

文書あり（判決、調停、審判など裁判所における取り決め、強制執行認諾条項付きの公正証書）

文書あり（その他の文書）

文書なし

無回答

文書あり（判決、調

停、審判など裁判所

における取り決め、

強制執行認諾条項付

きの公正証書）

60.3%

文書あり（その他の

文書）

15.5%

文書なし

21.2%

無回答

3.0%

図表 6-⑦-9養育費の取り決めの方法 

図表 6-⑦-10養育費の取り決めの方法（母子・父子家庭別） 

n＝368 

 

 

養育費の取り決めをしているお子さんがいる人（368 人）に、養育費の取り決めの方法に

ついてたずねたところ、「文書あり（判決、調停、審判など裁判所における取り決め、強制執

行認諾条項付きの公正証書）」が最も多く 60.3％（222 人）、「文書なし」が 21.2％（78 人）、

「文書あり（その他の文書）」が 15.5％（57 人）となっている。 
母子・父子家庭別にみると、母子家庭では父子家庭に比べて、「文書あり（判決、調停、審

判など裁判所における取り決め、強制執行認諾条項付きの公正証書）」の割合が高い。 
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5） 養育費の取り決めをしていない理由（問 34-(3)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 6-⑦-11養育費の取り決めをしていない理由 

図表 6-⑦-12養育費の取り決めをしていない理由（母子・父子家庭別） 

13.4%

40.8%

42.1%

1.7%

5.4%

13.4%

5.4%

20.3%

43.8%

8.1%

11.7%

2.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

取り決めの交渉がわずらわしいから

相手に支払う意思がないと思ったから

相手に支払う能力がないと思ったから

相手に養育費を請求できることを知らなかったから

子どもを引き取った方が、養育費を負担するものと思っていたから

取り決めの交渉をしたが、まとまらなかったから

現在交渉中又は今後交渉予定であるから

相手から身体的・精神的暴力を受けていたから

相手と関わりたくないから

自分の収入等で経済的に問題ないから

その他

無回答
n=409

13.5%

43.1%

40.8%

1.6%

3.2%

14.8%

6.1%

26.0%

46.6%

5.1%

12.9%

3.2%

13.3%

33.7%

45.9%

2.0%

12.2%

9.2%

3.1%

2.0%

34.7%

17.3%

8.2%

1.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

取り決めの交渉がわずらわしいから

相手に支払う意思がないと思ったから

相手に支払う能力がないと思ったから

相手に養育費を請求できることを知らなかったから

子どもを引き取った方が、養育費を負担するものと思っていたから

取り決め交渉をしたが、まとまらなかったから

現在交渉中又は今後交渉予定であるから

相手から身体的・精神的暴力を受けていたから

相手と関わりたくないから

自分の収入等で経済的に問題ないから

その他

無回答

母子家庭 n=311

父子家庭 n=98

養育費の取り決めをしていないお子さんがいる人（409 人）に、養育費の取り決めをして

いない理由をたずねたところ、「相手と関わりたくないから」が最も多く 43.8％（179 人）、

次いで「相手に支払う能力がないと思ったから」が 42.1％（172 人）、「相手に支払う意思が

ないと思ったから」が 40.8％（167 人）となっている。 
母子・父子家庭別にみると、母子家庭では父子家庭に比べて、「相手に支払う意思がないと

思ったから」「相手から身体的・精神的暴力を受けていたから」「相手と関わりたくないから」

の割合が高いが、父子家庭では母子家庭に比べて、「相手に支払う能力がないと思ったから」

「子どもを引き取った方が、養育費を負担するものと思っていたから」「自分の収入等で経済

的に問題ないから」の割合が高い。 
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6） 養育費に関する専門相談の希望（問 34-(4)） 

 

 

 

  

21.5%

21.4%

21.5%

69.1%

65.3%

68.2%

9.3%

13.3%

10.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=311

父子家庭 n=98

全体 n=409

利用したいと思う 利用したいと思わない 無回答

利用した

いと思う

21.5%

利用した

いと思わ

ない

68.2%

無回答

10.3%

図表 6-⑦-13養育費に関する専門相談の希望 

 

 

図表 6-⑦-14養育費に関する専門相談の希望（母子・父子家庭別） 

 

n＝409 

 

 

養育費の取り決めをしていないお子さんがいる人（409 人）に、養育費等に関する専門相談

を今後利用したいと思うかをたずねたところ、「利用したいとは思わない」が 68.2％（279 人）、

「利用したいと思う」が 21.5％（88 人）となっている。 
母子・父子家庭別の結果は、図表 6-⑦-14のとおりである。 
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⑧ 養育費の受給について 

1） 養育費の受給の有無（問 35） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

31.8%

8.3%

27.0%

13.7%

11.6%

47.9%

76.9%

53.9%

6.5%

11.2%

7.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=657

父子家庭 n=169

全体 n=826

現在も受けている 受けたことがあるが現在は受けていない 受けたことがない 無回答

図表 6-⑧-1養育費の受給の有無 

図表 6-⑧-2養育費の受給の有無（母子・父子家庭別） 

現在も受けている

27.0%

受けたことがある

が現在は受けて

いない

11.6%

受けたことがない

53.9%

無回答

7.5%

n＝826 

 

養育費の受給の状況についてたずねたところ、「受けたことがない」が 53.9％（445 人）、

「現在も受けている」が 27.0％（223 人）、「受けたことがあるが現在は受けていない」が 11.6％
（96 人）となっている。 
 母子・父子家庭別にみると、母子家庭では父子家庭に比べて、「現在も受けている」「受けた

ことがあるが現在は受けていない」の割合が高い。 
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4.3%

35.0%

6.3%

36.1%

45.0%

36.7%

31.1%

10.0%

29.8%

11.4%

10.7%

11.0%

5.0%

10.7%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=299

父子家庭 n=20

全体 n=319

2万円未満 2万円以上5万円未満 5万円以上10万円未満

10万円以上15万円未満 15万円以上20万円未満 20万円以上50万円未満

50万円以上 決まっていない 無回答

2） 養育費の総額（問 35-(2）） 

 

 

 

  

2万円未満

6.3%

2万円以上5万円

未満

36.7%

5万円以上10万円

未満

29.8%

10万円以上15万円

未満

10.7%

15万円以上

20万円未満

2.2%

20万円以上50

万円未満

0.9%

50万円以上

0.0% 決まっていない

10.7%

無回答

2.8%

図表 6-⑧-3養育費の総額 

図表 6-⑧-4養育費の総額（母子・父子家庭別） 

n＝319 

 

養育費を「現在も受けている」「受けたことがあるが現在は受けていない」と回答した人（319
人）に、養育費の総額をたずねたところ、「2 万円以上 5 万円未満」が最も多く 36.7％（117
人）、次いで「5 万円以上 10 万円未満」が 29.8％（95 人）、「10 万円以上 15 万円未満」「決

まっていない」がともに 10.7％（34 人）となっている。 
 母子・父子家庭別にみると、父子家庭では母子家庭に比べて、「2 万円未満」「2 万円以上 5
万円未満」の割合が高い。 
養育費の平均受給額は、全体では「5.5 万円」、母子家庭では「5.8 万円」、父子家庭では「2.3

万円」となっている。 
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⑨ 面会交流の取り決めについて 

1） 面会交流の取り決めの有無（問 36） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

30.4%

36.1%

31.6%

64.1%

57.4%

62.7%

5.5%

6.5%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=657

父子家庭 n=169

全体 n=826

取り決めをしている 取り決めをしていない 無回答

取り決め

をしている

31.6%

取り決め

をしていな

い

62.7%

無回答

5.7%

図表 6-⑨-1面会交流の取り決めの有無 

図表 6-⑨-2面会交流の取り決めの有無（母子・父子家庭別） 

離婚や未婚等によりひとり親になった人（826 人）に、面会交流の取り決めの有無について

たずねたところ、「取り決めをしている」が 31.6％（261 人）、「取り決めをしていない」が

62.7％（518 人）となっている。 
母子・父子家庭別にみると、父子家庭では母子家庭に比べて、「取り決めをしている」割合

が高い。 
 
 
 

n＝826 
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54.0%

42.6%

51.3%

21.5%

19.7%

21.1%

23.5%

34.4%

26.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=200

父子家庭 n=61

全体 n=261

文書あり（調停、審判など裁判所における取り決め） 文書あり（その他の文書） 文書なし 無回答

2） 面会交流の取り決めの方法（問 36-(2）） 

 

 

 

 

  

文書あり（調停、審判など

裁判所における取り決め）

51.3%

文書あり（その

他の文書）

21.1%

文書なし

26.1%

無回答

1.5%

図表 6-⑨-3面会交流の取り決めの方法 

図表 6-⑨-4面会交流の取り決めの方法（母子・父子家庭別） 

面会交流の取り決めをしている人（261 人）に、取り決めの方法についてたずねたところ、

「文書あり（調停、審判など裁判所における取り決め）」が 51.3％（134 人）、「文書なし」が

26.1％（68 人）、「文書あり（その他の文書）」が 21.1％（55 人）となっている。 
母子・父子家庭別にみると、母子家庭では父子家庭に比べて、「文書あり（調停、審判など

裁判所における取り決め）」の割合が高い。 
 
 
 

n＝261 
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3） 面会交流の取り決めをしていない理由（問 36-(3）） 

 

 

 

  

9.7%

17.8%

41.6%

27.1%

22.8%

5.2%

6.4%

19.2%

20.7%

15.0%

4.5%

3.6%

2.1%

12.6%

2.1%

12.4%

2.1%

33.0%

12.4%

43.3%

1.0%

1.0%

15.5%

9.3%

12.4%

1.0%

2.1%

3.1%

12.4%

1.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

取り決めの交渉がわずらわしいから

相手から身体的・精神的暴力があったから

相手と関わり合いたくないから

相手が面会交流を希望しないから

取り決めをしなくても交流できるから

子どもへの虐待があったから

子どもの連れ去りや虐待の可能性があるから

子どもが会いたがらないから

相手が養育費を支払わない又は支払えないから

面会交流をすることが子どものためにならないと思うから

親族が反対しているから

取り決めの交渉をしたが、まとまらなかったから

現在交渉中又は今後交渉予定であるから

その他

無回答

母子家庭 n=421

父子家庭 n=97

10.2%

14.9%

40.0%

24.3%

26.6%

4.4%

5.4%

18.5%

18.5%

14.5%

3.9%

3.3%

2.3%

12.5%

1.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

取り決めの交渉がわずらわしいから

相手から身体的・精神的暴力があったから

相手と関わり合いたくないから

相手が面会交流を希望しないから

取り決めをしなくても交流できるから

子どもへの虐待があったから

子どもの連れ去りや虐待の可能性があるから

子どもが会いたがらないから

相手が養育費を支払わない又は支払えないから

面会交流をすることが子どものためにならないと思うから

親族が反対しているから

取り決めの交渉をしたが、まとまらなかったから

現在交渉中又は今後交渉予定であるから

その他

無回答

n=518

図表 6-⑨-5面会交流の取り決めをしていない理由 

図表 6-⑨-6面会交流の取り決めをしていない理由（母子・父子家庭別） 

面会交流の取り決めをしていない人（518 人）に、取り決めをしていない理由をたずねた

ところ、「相手と関わり合いたくないから」が最も多く 40.0％（207 人）、次いで「取り決め

をしなくても交流できるから」が 26.6％（138 人）、「相手が面会交流を希望しないから」が

24.3％（126 人）、「子どもが会いたがらないから」「相手が養育費を支払わない又は支払えな

いから」がともに 18.5％（96 人）となっている。 
母子・父子家庭別にみると、母子家庭では「相手と関わり合いたくないから」の割合が高

く、父子家庭では「取り決めをしなくても交流できるから」の割合が高い。 
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⑩ 面会交流の実施状況について 

1） 面会交流の実施状況（問 37） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
35.6%

22.7%

33.9%

7.9%

47.9%

14.8%

27.8%

10.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

現在も会っている

会ったことがあるが、現在は会っていない

会ったことがない

無回答

母子家庭 n=657

父子家庭 n=169

38.1%

21.1%

32.7%

8.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

現在も会っている

会ったことがあるが、現在は会っていない

会ったことがない

無回答

図表 6-⑩-1 面会交流の実施状況 

図表 6-⑩-2 面会交流の実施状況 （母子・父子家庭別） 

面会交流の実施状況についてたずねたところ、「現在も会っている」が 38.1％（315 人）、

「会ったことがあるが現在は会っていない」が 21.1％（174 人）、「会ったことがない」が 32.7％
（270 人）となっている。 

母子・父子家庭別にみると、父子家庭では母子家庭に比べて、「現在も会っている」の割合

が高い。 
 

n＝826 
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2） 面会交流の頻度（問 37-(2)） 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.3%

17.0%

13.3%

17.5%

21.7%

18.4%

10.2%

13.2%

10.9%

6.3%

5.7%

6.1%

3.9%

3.8%

3.9%

31.9%

26.4%

30.7%

12.3%

7.5%

11.3%

5.5%

4.7%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=382

父子家庭 n=106

全体 n=488

月2回以上 月1回以上2回未満 2～3か月に1回以上

4～6か月に1回以上 長期休暇中（学校の夏休み、冬休みなど） 回数について決めていない

その他 無回答

月2回以上

13.3%

月1回以上2

回未満

18.4%

2～3か月に1

回以上

10.9%

4～6か月に1

回以上

6.1%

長期休暇中

（学校の夏休

み、冬休みな

ど）

3.9%

回数について

決めていない

30.7%

その他

11.3%

無回答

5.3%

図表 6-⑩-3面会交流の頻度 

図表 6-⑩-4面会交流の頻度（母子・父子家庭別） 

面会交流の実施状況で、「現在も会っている」「会ったことがあるが現在は会っていない」

と回答した人（488 人）に、お子さんがもう一方の親と合う頻度をたずねたところ、「回数に

ついて決めていない」が最も多く 30.7％（150 人）、次いで「月 1 回以上 2 回未満」が 18.4％
（90 人）、「月 2 回以上」が 13.3％（65 人）、「2～3 か月に 1 回以上」が 10.9％（53 人）と

なっている。 
母子・父子家庭別にみると、父子家庭では母子家庭に比べて、面会交流の頻度が若干高い。 

 

n＝488 
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3） 第三者による面会交流の日程調整や立ち合いなどの支援の希望の有無（問 37-（3）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用した

いと思う

11.2%

利用した

いとは思

わない

67.3%

無回答

21.4%

図表 6-⑩-5第三者による面会交流の日程調整や立ち合いなどの支援の希望の有無 

図表 6-⑩-6第三者による面会交流の日程調整や立ち合いなどの支援の希望の有無（母子・父子家庭別） 

 

10.5%

13.6%

11.2%

69.7%

59.1%

67.3%

19.7%

27.3%

21.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=76

父子家庭 n=22

全体 n=98

利用したいと思う 利用したいとは思わない 無回答

n＝98 

 

面会交流の実施状況で「会ったことがあるが現在は会っていない」「会ったことがない」と

回答し、面会交流の取り決めをしている人（98 人）に、子どもと会う調整が困難な場合に、

第三者が間に入って日程調整を行ったり、会う場に立ち会うなどの支援を行う仕組みがあっ

たら、利用したいと思うかをたずねたところ、「利用したいとは思わない」が 67.3％（66 人）、

「利用したいと思う」が 11.2％（11 人）となっている。 
母子・父子家庭別の結果は、図表 6-⑩-6のとおりである。 
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4） 現在、もう一方の親と会っていない理由（問 37-(4）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  25.0%

11.8%

30.3%

6.6%

18.4%

10.5%

51.3%

2.6%

0.0%

9.2%

17.1%

9.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

相手が養育費を支払わないから

相手が面会の約束を守らないから

子どもが会いたがらないから

塾や学校の行事で子どもが忙しいから

面会交流によって子どもが精神的又は身体的に不安定になるから

相手に暴力などの問題行動があるから

相手が面会交流を求めてこないから

親族が反対しているから

第三者による面会交流の支援を受けられないから

相手が結婚したから

その他

無回答
n=76

22.4%

10.2%

29.6%

7.1%

22.4%

8.2%

48.0%

2.0%

0.0%

11.2%

17.3%

12.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

相手が養育費を支払わないから

相手が面会の約束を守らないから

子どもが会いたがらないから

塾や学校の行事で子どもが忙しいから

面会交流によって子どもが精神的又は身体的に不安定になるから

相手に暴力などの問題行動があるから

相手が面会交流を求めてこないから

親族が反対しているから

第三者による面会交流の支援を受けられないから

相手が結婚したから

その他

無回答
n=98

図表 6-⑩-7現在、もう一方の親と会っていない理由 

図表 6-⑩-8現在、もう一方の親と会っていない理由（母子家庭） 

 

図表 6-⑩-9現在、もう一方の親と会っていない理由（父子家庭） 

 
13.6%

4.5%

27.3%

9.1%

36.4%

0.0%

36.4%

0.0%

0.0%

18.2%

18.2%

22.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

相手が養育費を支払わないから

相手が面会の約束を守らないから

子どもが会いたがらないから

塾や学校の行事で子どもが忙しいから

面会交流によって子どもが精神的又は身体的に不安定になるから

相手に暴力などの問題行動があるから

相手が面会交流を求めてこないから

親族が反対しているから

第三者による面会交流の支援を受けられないから

相手が結婚したから

その他

無回答
n=22

面会交流の実施状況で「会ったことがあるが、現在は会っていない」「会ったことがない」

と回答し、面会交流の取り決めをしている人（98 人）に、もう一方の親と会っていない理由

をたずねたところ、「相手が面会交流を求めてこないから」が最も多く 48.0％（47 人）、次い

で「子どもが会いたがらないから」が 29.6％（29 人）、「相手が養育費を支払わないから」「面

会交流によって子どもが精神的又は身体的に不安定になるから」がともに 22.4％（22 人）と

なっている。 
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⑪ ひとり親になった時に困ったことについて 

1） ひとり親になった時に困ったこと（問 38） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.9%

13.5%

13.0%

13.0%

5.6%

15.8%

5.0%

11.7%

63.9%

6.4%

33.3%

5.2%

17.5%

3.7%

4.5%

2.4%

4.5%

4.5%

8.2%

2.0%

6.9%

38.8%

4.1%

55.9%

5.7%

26.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

保証人がいないため住宅が借りにくい

抽選に当たらず公営住宅に入居できない

ひとり親世帯という理由だけで賃貸住宅に入居しにくい

条件にあった住宅が見つからない

その他

就職先がきまらない

就業に関する相談先、情報入手先がわからない

その他

生活費が不足している

その他

炊事洗濯等の日常の家事が十分にできない

その他

無回答

住
居

仕
事

家
計

家
事

母子家庭 n=736

父子家庭 n=245

12.1%

11.2%

10.4%

10.9%

5.3%

13.9%

4.3%

10.5%

57.6%

5.8%

38.9%

5.3%

19.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

保証人がいないため住宅が借りにくい

抽選に当たらず公営住宅に入居できない

ひとり親世帯という理由だけで賃貸住宅に入居しにくい

条件にあった住宅が見つからない

その他

就職先がきまらない

就業に関する相談先、情報入手先がわからない

その他

生活費が不足している

その他

炊事洗濯等の日常の家事が十分にできない

その他

無回答

住
居

仕
事

家
計

家
事

n=981

図表 6-⑪-1ひとり親になった時に困ったこと 

ひとり親になった時に困ったことをたずねたところ、「生活費が不足している」が最も多く

57.6％（565 人）、次いで「炊事洗濯等の日常の家事が十分にできない」が 38.9％（382 人）

となっている。 
母子・父子家庭別にみると、父子家庭では「炊事洗濯等の日常の家事が十分にできない」

55.9％（137 人）が最も多い。 
 
 
 

図表 6-⑪-2ひとり親になった時に困ったこと（母子・父子家庭別） 
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2） 現在も困っていること（問 38-(2）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.9%

5.0%

2.8%

5.0%

1.8%

3.7%

1.1%

4.3%

39.6%

3.5%

22.8%

2.5%

43.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

保証人がいないため住宅が借りにくい

抽選に当たらず公営住宅に入居できない

ひとり親世帯という理由だけで賃貸住宅に入居しにくい

条件にあった住宅が見つからない

その他

就職先がきまらない

就業に関する相談先、情報入手先がわからない

その他

生活費が不足している

その他

炊事洗濯等の日常の家事が十分にできない

その他

無回答

住
居

仕
事

家
計

家
事

n=981

図表 6-⑪-3現在も困っていること 

現在も困っていることについてたずねたところ、「生活費が不足している」が最も多く

39.6％（388 人）、次いで「炊事洗濯等の日常の家事が十分にできない」が 22.8％（224 人）

となっている。 
ひとり親になった時に困ったことと同様に、母子家庭で最も多いのは、「生活費が不足して

いる」43.3％（319 人）であるが、父子家庭では「炊事洗濯等の日常の家事が十分にできな

い」32.7％（80 人）となっている。ひとり親になった時に困ったことが、多くの家庭で現在

も解消されていないことがわかる。 
 
 
 
 

4.8%

6.1%

3.4%

6.0%

2.3%

3.7%

1.2%

4.6%

43.3%

4.2%

19.6%

2.9%

42.0%

1.2%

1.6%

0.8%

2.0%

0.4%

3.7%

0.8%

3.3%

28.2%

1.2%

32.7%

1.6%

48.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

保証人がいないため住宅が借りにくい

抽選に当たらず公営住宅に入居できない

ひとり親世帯という理由だけで賃貸住宅に入居しにくい

条件にあった住宅が見つからない

その他

就職先がきまらない

就業に関する相談先、情報入手先がわからない

その他

生活費が不足している

その他

炊事洗濯等の日常の家事が十分にできない

その他

無回答

住
居

仕
事

家
計

家
事

母子家庭 n=736

父子家庭 n=245

図表 6-⑪-4現在も困っていること（母子・父子家庭別） 
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3） 自身の年収（問 33）と現在も困っていること（生活費が不足している）との関係 

 

  

60.0%

33.3%

46.7%

36.0%

45.5%

22.0%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

生活費が不足している

100万円未満 n=5 100万円以上200万円未満 n=9 200万円以上300万円未満 n=15

300万円以上400万円未満 n=25 400万円以上500万円未満 n=33 500万円以上1000万円未満 n=100

1000万円以上 n=29

37.5%

55.6%

47.3%

48.3%

39.0%

25.0%

12.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

生活費が不足している

100万円未満 n=64 100万円以上200万円未満 n=151 200万円以上300万円未満 n=169

300万円以上400万円未満 n=87 400万円以上500万円未満 n=41 500万円以上1000万円未満 n=92

1000万円以上 n=8

39.1%

54.4%

47.3%

45.5%

41.9%

23.4%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

生活費が不足している

100万円未満 n=69 100万円以上200万円未満 n=160 200万円以上300万円未満 n=184

300万円以上400万円未満 n=112 400万円以上500万円未満 n=74 500万円以上1000万円未満 n=192

1000万円以上 n=37

自身の年収と現在も困っていること（生活費が不足している）との関係を見ると、「生活費

が不足している」との回答は、年収が「100 万円以上 200 万円未満」が最も多く 54.4％（87
人）、次いで「200 万円以上 300 万円未満」が 47.3％（87 人）、「300 万円以上 400 万円未満」

が 45.5％（51 人）となっている。 
母子・父子家庭別の結果は、図表 6-⑪-6及び図表 6-⑪－7のとおりである。 

 
 
 
 

図表 6-⑪-5自身の年収と現在も困っていること（生活費が不足している）との関係 

 

図表 6-⑪-6自身の年収と現在も困っていること（生活費が不足している）との関係（母子家庭） 

 

 

 

図表 6-⑪-7自身の年収と現在も困っていること（生活費が不足している）との関係（父子家庭） 
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⑫ 相談相手について 

1） 相談相手の状況（問 39） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

相談できる相手が

いる

68.6%

相談相手が

ほしい

14.6%

必要ない

11.3%

無回答

5.5%

図表 6-⑫-1相談相手の状況 

74.9%

73.5%

49.8%

47.6%

12.6%

14.7%

20.4%

26.2%

8.0%

7.1%

21.2%

19.0%

8.6%

7.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=736

母子家庭（前回調査） n=780

父子家庭 n=245

父子家庭（前回調査） n=42

相談できる相手がいる 相談相手がほしい 必要ない 無回答

図表 6-⑫-2相談相手の状況（母子・父子家庭別、前回調査との比較） 

 

n＝981 

 

現在相談できる相手がいるかをたずねたところ、「相談できる相手がいる」が 68.6％（673
人）、「相談相手がほしい」が 14.6％（143 人）、「必要ない」が 11.3％（111 人）となってい

る。 
母子・父子家庭別にみると、父子家庭では母子家庭に比べて、「相談できる相手がいる」割

合が低く、また「相談相手がほしい」割合が高い。 
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2） 相談相手の対象（問 39-(2）） 

 

 

  

64.1%

62.6%

3.9%

19.4%

6.1%

4.2%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

親・親族

友人・知人

民生委員・児童委員

区役所など公的機関

民間団体やボランティア

その他

無回答
n=816

図表 6-⑫-3相談相手の対象 

図表 6-⑫-4相談相手の対象（母子・父子家庭別） 

65.7%

65.5%

2.3%

18.2%

5.7%

4.0%

1.6%

58.1%

51.7%

9.9%

23.8%

7.6%

4.7%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

親・親族

友人・知人

民生委員・児童委員

区役所など公的機関

民間団体やボランティア

その他

無回答

母子家庭 n=644

父子家庭 n=172

「相談できる相手がいる」「相談相手がほしい」と回答した人（816 人）に、相談相手また

は相談したい相手についてたずねたところ、「親・親族」が最も多く 64.1％（523 人）、次い

で「友人・知人」が 62.6％（511 人）であり、知り合いへ相談している、相談したい人が約 6
割となっている。 
母子・父子家庭別の結果は、図表 6-⑫-4のとおりである。 
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⑬ 親や子が交流できるイベントやサークル活動への参加の意向（問 40） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.3%

27.6%

29.4%

40.5%

72.6%

68.7%

60.8%

59.5%

5.2%

9.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母子家庭 n=736

母子家庭（前回調査） n=780

父子家庭 n=245

父子家庭（前回調査） n=42

参加してみたい 参加してみたいとは思わない 無回答

参加して

みたい

24.1%

参加して

みたいと

は思わな

い

69.6%

無回答

6.3%

図表 6-⑬-1親や子が交流できるイベントやサークル活動への参加の意向 

図表 6-⑬-2親や子が交流できるイベントやサークル活動への参加の意向（母子・父子家庭別、前回調査との比較） 

 

 

   

ひとり親やそのお子さん同士が交流できるイベントやサークル活動があった場合、参加し

てみたいと思うかをたずねたところ、「参加してみたい」が 24.1％（236 人）、「参加してみた

いとは思わない」が 69.6％（683 人）となっている。 
 母子・父子家庭別にみると、父子家庭では母子家庭に比べて、「参加してみたい」の割合が

若干高い。 
 
 
 
 

n＝981 
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（７）その他意見や希望等について 

 

 

   

179 

148 

114 

79 

56 

48 

33 

25 

18 

17 

13 

12 

12 

10 

72 

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

制度面

金銭面

子どもの教育、教育費

子育て

就職・仕事

精神・健康面

窓口の対応など

住宅に関して

養育費

相談できる人がいない

病児保育、

自分が病気の時の保育

前配偶者との関係

自分の老後

資格取得、スキルアップ

したいができない

その他

図表 7-①-1 その他の意見や要望 

現在悩んでいることや困っていること、意見や要望などを自由に記入していただいた。そ

れらの意見を項目別に整理した結果は図表 7-①-1のとおりである。 
最も多かったのは、「母子家庭と父子家庭の支援の格差がありすぎる」「支援制度について

情報が欲しい」などの制度に関する意見や要望であり 179 件あった。 
次いで、「家賃が厳しい」「養育費が支払われず生活費が足りない」「就職活動を行いたくて

もスーツ代など就活費用が厳しい」などの金銭面に関するものが 148 件、「子どもの教育費

がかさむのが大変」「子どもに本人が望む十分な教育を受けさせたいと考えているが、金銭

的、時間的に限りがある」「将来を考え子どもの勉強をみてあげたいが丁寧にみる時間がな

い」などの子どもの教育、教育費に関するものが 114 件あった。 
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33

21

17

15

5

3

5

4

1

2

0

0

0

0

21

0 5 10 15 20 25 30 35

制度面

金銭面

子どもの教育、教育費

子育て

就職・仕事

精神・健康面

窓口の対応など

住宅に関して

養育費

相談できる人がいない

病児保育、

自分が病気の時の保育

前配偶者との関係

自分の老後

資格取得、スキルアップ

したいができない

その他

146 

127 

97 

64 

51 

45 

28 

21 

17 

15 

13 

12 

12 

10 

51 

0 20 40 60 80 100 120 140 160

制度面

金銭面

子どもの教育、教育費

子育て

就職・仕事

精神・健康面

窓口の対応など

住宅に関して

養育費

相談できる人がいない

病児保育、

自分が病気の時の保育

前配偶者との関係

自分の老後

資格取得、スキルアップ

したいができない

その他

図表 7-①-3 その他の意見や要望（父子家庭） 

図表 7-①-2 その他の意見や要望（母子家庭） 
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横
よこ

 浜
はま

 市
し

 ひ と り 親
おや

 世
せ

 帯
たい

 ア ン ケ ー ト 

調
ちょう

 査
さ

 票
ひょう

  
 

 

＜ 調
ちょう

 査
さ

 ご 協
きょう

 力
りょく

 の お 願
ね が

 い ＞ 

 

平
へい

素
そ

より横
よこ

浜
はま

市
し

の福
ふく

祉
し

行
ぎょう

政
せい

につきまして、格
かく

別
べつ

のご理
り

解
かい

、ご協
きょう

力
りょく

をいただき、深
ふか

く感
かん

謝
しゃ

申
もう

し上
あ

げます。 

本
ほん

市
し

では、母
ぼ

子
し

家
か

庭
てい

及
およ

び父
ふ

子
し

家
か

庭
てい

のみなさまへの総
そう

合
ごう

的
てき

な支
し

援
えん

策
さく

を充
じゅう

実
じつ

させるため、「ひとり親
おや

家庭
か て い

自立
じ り つ

支援
し え ん

計画
けいかく

」の見
み

直
なお

しを進
すす

めています。そこで、対象
たいしょう

となるみなさまの生活
せいかつ

実態
じったい

や福祉
ふ く し

施策
せ さ く

等
とう

に対
たい

するご意
い

見
けん

などを把握
は あ く

し、この計画
けいかく

に反
はん

映
えい

させるため、アンケート調査
ちょうさ

を実
じっ

施
し

させていただきます。 

このアンケートは、父
ちち

または母
はは

と 20歳
さい

未満
み ま ん

のお子
こ

さんが同居
どうきょ

されている世帯
せ た い

を、正規
せ い き

の手
て

続
つづ

きを経
へ

て住民
じゅうみん

基本
き ほ ん

台帳
だいちょう

から無作為
む さ く い

に抽 出
ちゅうしゅつ

し送付
そ う ふ

させていただいております。そのため、“ひとり親
おや

世帯
せ た い

（２ページ参照
さんしょう

）”

以外
い が い

の方
かた

に送付
そ う ふ

されている場合
ば あ い

もあります。この場合
ば あ い

も恐 縮
きょうしゅく

ですが、調査票
ちょうさひょう

２ページにひとり親
おや

世帯
せ た い

で

ない旨
むね

をご回
かい

答
とう

ください。本
ほん

アンケート実
じっ

施
し

の趣
しゅ

旨
し

をご理
り

解
かい

のうえ、ご協
きょう

力
りょく

をお願
ねが

いいたします。 

お忙
いそが

しいところ誠
まこと

に恐
きょう

縮
しゅく

ですが、６月
がつ

５日
にち

（月
げつ

）までに同
どう

封
ふう

の返
へん

信
しん

用
よう

封
ふう

筒
とう

にてご返
へん

送
そう

いただきますよ

う、ご協
きょう

力
りょく

のほどお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 

 

なお、ご回
かい

答
とう

いただいた調査票
ちょうさひょう

は、上記
じょうき

の目
もく

的
てき

以
い

外
がい

に使
し

用
よう

することはありません。また、個人
こ じ ん

が 

特定
とくてい

されることもありませんので、安心
あんしん

してご記入
きにゅう

ください。 

 

平
へい

成
せい

２９年
ねん

５月
がつ

 

横
よこ

浜市
は ま し

こども青少年
せいしょうねん

局 長
きょくちょう

 

 

 

 

＜ 記
き

 入
にゅう

 上
じょう

 の お願
ねが

い ＞ 

１ このアンケートは宛
あて

名
な

のご本
ほん

人
にん

がお答
こ た

えください。 

２ 本調査票
ほんちょうさひょ う

は、父
ち ち

または母
は は

と 20歳
さ い

未満
み ま ん

のお子
こ

さんが同居
ど う き ょ

されている世
せ

帯
た い

を、住
じゅう

民
み ん

基
き

本
ほん

台
だい

帳
ちょう

より無
む

作
さ く

為
い

に

抽 出
ちゅうしゅつ

して送
そ う

付
ふ

させていただいております。あなたのご家
か

庭
て い

が「ひとり親
おや

世
せ

帯
た い

」に該
がい

当
と う

しない場
ば

合
あ い

は、

２ページのみご回答
か い と う

のうえ、同封
ど う ふ う

の封筒
ふ う と う

にてご返
へん

却
きゃく

くださいますようお願
ねが

いいたします。 

３ 回
かい

答
と う

は、直
ちょく

接
せつ

□のなかに数
す う

字
じ

等
と う

を記
き

入
にゅう

するものと、回
かい

答
と う

の数
す う

字
じ

を○で１つ、または複
ふ く

数
す う

囲
か こ

むものがあり

ます。設
せつ

問
もん

の指
し

示
じ

に沿
そ

ってお答
こ た

えください。 

４ 年齢
ねんれい

や就 労
しゅうろう

状 況
じょうきょう

等
とう

は、平成
へいせい

29年
ねん

４月
がつ

２日
にち

現在
げんざい

の状 況
じょうきょう

についてお答
こた

えください。 

５ アンケートについてのお問
と

い合
あ

わせは、つぎのコールセンターまでお願
ねが

いいたします。 

横
よ こ

浜
は ま

市
し

コールセンター（受付
うけつけ

時間
じ か ん

 土日
ど に ち

祝 日
しゅくじつ

を含
ふく

む毎日
まいにち

午前
ご ぜ ん

 ８ 時
じ

 ～  午後
ご ご

 ９ 時
じ

） 

        電
でん

話
わ

：045(664)-2525／FAX：045(664)-2828 

 

実施
じ っ し

主体
しゅたい

：横浜市
よこ はまし

こども青 少 年 局
せいしょうねんきょく

こども家庭課
か て い か

  

 

３.資料編  （1）アンケート調査票 
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はじめに、世
せ

帯
たい

の状
じょう

況
きょう

についておうかがいします。 

＜「ひとり親
おや

世
せ

帯
たい

」とは…＞ 

 このアンケートで「ひとり親
おや

世
せ

帯
たい

」とは、死
し

別
べつ

、離
り

別
べつ

、未
み

婚
こん

などにより、夫
おっと

や妻
つま

（配偶者
はいぐうしゃ

）のいない方
かた

が、

２０歳
さい

未
み

満
まん

の子
こ

どもを育
そだ

てている世
せ

帯
たい

をいいます。 

 単
たん

身
しん

赴
ふ

任
にん

、子
こ

どもの就
しゅう

学
がく

、出稼
で か せ

ぎなどのため、一
いち

時
じ

的
てき

に別
べっ

居
きょ

している場
ば

合
あい

は除
のぞ

きます。また法律上
ほうりつじょう

の婚姻
こんいん

は

していないが、事
じ

実
じつ

上
じょう

の婚
こん

姻
いん

関
かん

係
けい

にある場
ば

合
あい

も除
のぞ

かれます。 

 なお、法
ほう

律
りつ

上
じょう

の離
り

婚
こん

にまでいたっていないが、離
り

婚
こん

に向
む

けて手
て

続
つづ

きが進
すす

んでいる場
ば

合
あい

などはつぎの１．に該
がい

当
とう

しますので、本
ほん

アンケートのご回
かい

答
とう

をお願
ねが

いいたします。 

あなたのご家
か

庭
てい

は、「ひとり親
おや

世
せ

帯
たい

」に該
がい

当
とう

しますか。どちらか１つに○をつけてください。 

１． 該
がい

当
と う

する （→問
とい

１.に進
すす

み、ご回答
かいとう

ください。） 

２． 該
がい

当
と う

しない 

「該
がい

当
と う

しない」とお答
こた

えの方
かた

にうかがいます。横
よこ

浜
はま

市
し

がひとり親
おや

世
せ

帯
たい

へ支
し

援
えん

を行
おこな

っていることはご

存
ぞん

じですか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

１．知
し

っている          ２．知
し

らない 

※「該
がい

当
と う

しない」方
かた

については、これでアンケートは終
お

わりです。同
どう

封
ふう

の返
へん

信
しん

用
よ う

封
ふう

筒
と う

でご返
へん

送
そう

ください。 

ご協
きょう

力
りょく

ありがとうございました。 

 

 

問
とい

１． あなたが生計
せいけい

を同一
どういつ

にしている世帯
せ た い

についてうかがいます。あなたのお子
こ

さんについて、年齢
ねんれい

が低
ひく

い順
じゅん

に、年
ねん

齢
れい

を□の中
なか

に記
き

入
にゅう

し、性別
せいべつ

と就学
しゅうがく

・就労
しゅうろう

状 況 欄
じょうきょうらん

のあてはまるもの１つに○をつけてください。

５人
にん

以上
いじょう

のお子
こ

さんがいる場合
ば あ い

は、お手数
て す う

ですが、欄外
らんがい

にご記入
きにゅう

ください。 

お子
こ

さん 

年齢
ね ん れ い

 性別
せ い べ つ

 就
しゅう

学
が く

・就
しゅう

労
ろ う

状
じょう

況
きょう

 

 あ歳
さい

 
１．男

おとこ

 

２．女
おんな

 

１.小
しょう

学
がっ

校
こう

入
にゅう

学
がく

前
まえ

    ２.小学生
しょうがくせい

          ３.中
ちゅう

学
がく

生
せい

   ４.高
こ う

校
こ う

生
せ い

、高
こ う

等
と う

専
せ ん

修
し ゅ う

学
が っ

校
こ う

  

５.高専
こ う せ ん

、短
た ん

大
だ い

、専
せ ん

門
も ん

学
が っ

校
こ う

等
と う

  ６.大
だい

学
がく

、大
だい

学
がく

院生
いんせい

 ７.就
しゅう

職
しょく

     ８．その他
た

 

 あ歳
さい

 
１．男

おとこ

 

２．女
おんな

 

１.小
しょう

学
がっ

校
こう

入
にゅう

学
がく

前
まえ

    ２.小学生
しょうがくせい

          ３.中
ちゅう

学
がく

生
せい

   ４.高
こ う

校
こ う

生
せ い

、高
こ う

等
と う

専
せ ん

修
し ゅ う

学
が っ

校
こ う

  

５.高専
こ う せ ん

、短
た ん

大
だ い

、専
せ ん

門
も ん

学
が っ

校
こ う

等
と う

  ６.大
だい

学
がく

、大
だい

学
がく

院生
いんせい

 ７.就
しゅう

職
しょく

     ８．その他
た

 

 あ歳
さい

 
１．男

おとこ

 

２．女
おんな

 

１.小
しょう

学
がっ

校
こう

入
にゅう

学
がく

前
まえ

    ２.小学生
しょうがくせい

          ３.中
ちゅう

学
がく

生
せい

   ４.高
こ う

校
こ う

生
せ い

、高
こ う

等
と う

専
せ ん

修
し ゅ う

学
が っ

校
こ う

  

５.高専
こ う せ ん

、短
た ん

大
だ い

、専
せ ん

門
も ん

学
が っ

校
こ う

等
と う

  ６.大
だい

学
がく

、大
だい

学
がく

院生
いんせい

 ７.就
しゅう

職
しょく

     ８．その他
た

 

 あ歳
さい

 
１．男

おとこ

 

２．女
おんな

 

１.小
しょう

学
がっ

校
こう

入
にゅう

学
がく

前
まえ

    ２.小学生
しょうがくせい

          ３.中
ちゅう

学
がく

生
せい

   ４.高
こ う

校
こ う

生
せ い

、高
こ う

等
と う

専
せ ん

修
し ゅ う

学
が っ

校
こ う

  

５.高専
こ う せ ん

、短
た ん

大
だ い

、専
せ ん

門
も ん

学
が っ

校
こ う

等
と う

  ６.大
だい

学
がく

、大
だい

学
がく

院生
いんせい

 ７.就
しゅう

職
しょく

     ８．その他
た

 

 

問
とい

１-(2)．あなたとあなたのお子
こ

さん以外
い が い

に世
せ

帯
たい

員
いん

はいますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。

また、いる場合
ば あ い

は、人数を□の中
なか

にご記
き

入
にゅう

ください。 

１．いる               ２．いない  

あなたの父母
ふ ぼ

 あなたの兄
きょう

弟
だ い

姉
し

妹
ま い

 あなたの祖父母
そ ふ ぼ

 その他
た

 

ああ人
にん

 ああ人
にん

 ああ人
にん

 ああ人
にん

 

世
せ

帯
たい

と住
じゅう

居
きょ

の状
じょう

況
きょう

についておたずねします                               
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問
とい

２． ひとり親
おや

世
せ

帯
たい

になったご事情
じじょう

は何
なん

ですか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

１．離
り

婚
こん

    ２．死
し

別
べつ

    ３．未
み

婚
こん

    ４．別
べっ

居
きょ

    ５．その他
た

（      ） 

 

問
とい

３． あなたの現
げん

在
ざい

の年
ねん

齢
れい

と、ひとり親
おや

世
せ

帯
たい

になったときの年
ねん

齢
れい

を、それぞれ□の中
なか

にご記
き

入
にゅう

ください。 

１．現
げん

在
ざい

の年
ねん

齢
れい

 ああ  歳
さい

     ２．ひとり親
おや

世
せ

帯
たい

になったときの年
ねん

齢
れい

 ああ  歳
さい

 

 

問
とい

４． あなたの現在
げんざい

の住居
じゅうきょ

についてお聞
き

きします。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

１． あなた名義
め い ぎ

の持
もち

家
いえ

（一戸建
い っ こだ て

・マンション） ２．あなた以外
い が い

の名義
め い ぎ

の持家
もちいえ

（一戸建
い っ こだ て

・マンション） 

３．民間
みんかん

の賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

（一戸建
い っ こだ て

・マンション等
とう

） ４．市
し

営
えい

・県
けん

営
えい

住
じゅう

宅
たく

 

５． 公
こう

団
だん

住宅
じゅうたく

(都市
と し

再生
さいせい

機構
き こ う

(UR)等
とう

)           ６．会社
かいしゃ

の社宅
しゃたく

・公務員
こ う むい ん

住宅
じゅうたく

等
とう

 

７．その他
た

 （        ） 

問
とい

４-(2)．あなたが負担
ふ た ん

している住居費
じゅうきょひ

（家賃
や ち ん

や住宅
じゅうたく

ローン等
など

）はありますか。あてはまるもの１つに○を

つけてください。 

１．ない                 ２．ある→１か月
げつ

あたり約
やく

（       ）円
えん

 

 

 

 

 

問
とい

５． あなたは、ひとり親
おや

世
せ

帯
たい

になった頃
ころ

に、収
しゅう

入
にゅう

をともなう仕
し

事
ごと

をしていましたか。あてはまるもの 

１つに○をつけてください。 

１．していた               ２．していなかった 

 

問
とい

６． あなたは、現
げん

在
ざい

収
しゅう

入
にゅう

をともなう仕
し

事
ごと

をしていますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

１．している               ２．していない （→５ページの問
とい

１５へ） 

 

（現
げん

在
ざい

、収
しゅう

入
にゅう

をともなう仕
し

事
ごと

をされている方
かた

にうかがいます） 

問
とい

７． 現
げん

在
ざい

の仕
し

事
ごと

の就
しゅう

業
ぎょう

形
けい

態
たい

はつぎのどれにあたりますか。複
ふく

数
すう

の仕
し

事
ごと

をお持
も

ちの方
かた

は、おもな仕
し

事
ごと

 

について、あてはまるもの１つに○をつけてください。 

１．正
せい

社
しゃ

員
いん

・正
せい

規
き

職
しょく

員
いん

    ２．嘱
しょく

託
たく

・契
けい

約
やく

社
しゃ

員
いん

・準
じゅん

社
しゃ

員
いん

・臨
りん

時
じ

職
しょく

員
い ん

 ３．パート・アルバイト 

４．人
じん

材
ざい

派
は

遣
けん

会
がい

社
しゃ

の派
は

遣
けん

社
しゃ

員
いん

 ５．自
じ

営
え い

業
ぎょう

主
ぬ し

（商
しょう

店
て ん

主
し ゅ

・農
の う

業
ぎょう

など）    ６．自
じ

家
か

営
え い

業
ぎょう

の手
て

伝
つ だ

い 

７．会
か い

社
し ゃ

などの役
や く

員
い ん

       ８．その他
た

（              ）  

 

 

 

 

 

 

 

仕
し

事
ごと

についておたずねします                               
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問
とい

８． 現
げん

在
ざい

のおもな仕
し

事
ごと

の職
しょく

種
しゅ

はつぎのどれにあたりますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

１．専
せん

門
もん

知
ち

識
しき

・技
ぎ

術
じゅつ

をいかした仕
し

事
ごと

（教
きょう

員
いん

、研
けん

究
きゅう

者
しゃ

、技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

、看
かん

護
ご

師
し

、はり師
し

、保
ほ

育
いく

士
し

など） 

２．管
かん

理
り

的
てき

な仕
し

事
ごと

（企
き

業
ぎょう

・団
だん

体
たい

の課
か

長
ちょう

、部
ぶ

長
ちょう

など） 

３．事
じ

務
む

的
てき

な仕
し

事
ごと

（一
いっ

般
ぱん

事
じ

務
む

、経
けい

理
り

事
じ

務
む

、医
い

療
りょう

事
じ

務
む

など） 

４．営
えい

業
ぎょう

・販
はん

売
ばい

の仕
し

事
ごと

（スーパー・デパート店
てん

員
いん

、セールス、外
がい

交
こう

員
いん

など） 

５．サービスの仕
し

事
ごと

・資
し

格
かく

あり（理
り

・美
び

容
よう

師
し

、ホームヘルパーなど） 

６．サービスの仕
し

事
ごと

・資
し

格
かく

なし（飲
いん

食
しょく

店
てん

員
いん

、家
か

政
せい

婦
ふ

、ビル等
とう

管
かん

理
り

人
にん

など） 

７．運
うん

搬
ぱん

、清
せい

掃
そう

、包
ほう

装
そう

の仕
し

事
ごと

（配
はい

達
たつ

員
いん

、建
たて

物
もの

清
せい

掃
そう

員
いん

、ハウスクリーニング職
しょく

など） 

８．建
けん

設
せつ

の仕
し

事
ごと

（大
だい

工
く

、とび職
しょく

、配
はい

管
かん

・電
でん

気
き

従
じゅう

事
じ

者
しゃ

など） 

９．生
せい

産
さん

工
こう

程
てい

の仕
し

事
ごと

（金
きん

属
ぞく

加
か

工
こう

、一
いっ

般
ぱん

機
き

械
かい

器
き

具
ぐ

組
くみ

立
たて

、食
しょく

料
りょう

品
ひん

製
せい

造
ぞう

従
じゅう

事
じ

者
しゃ

など） 

10．その他
た

（                   ） 

 

問
とい

９． 現
げん

在
ざい

のおもな仕
し

事
ごと

を始
はじ

めて（勤
つと

め始
はじ

めて）何
なん

年
ねん

ですか。□の中
なか

に期
き

間
かん

をご記
き

入
にゅう

ください。 

現
げん

在
ざい

の仕
し

事
ごと

を始
はじ

めて 約
やく

 ああ   年
ねん

 あ    か月
げつ

 

 

問
とい

１０． 現
げん

在
ざい

のおもな仕
し

事
ごと

の労働
ろうどう

時間
じ か ん

についてお聞
き

きします。１週間
しゅうかん

あたり、平均
へいきん

して何時間
な ん じか ん

くらい働
はたら

いて

いますか。残
ざん

業
ぎょう

をしている場合
ば あ い

は、その時間
じ か ん

も含
ふく

めて□の中
なか

にご記
き

入
にゅう

ください。 

１週
しゅう

間
かん

あたりの平
へい

均
きん

 約
やく

 あ    時
じ

間
かん

 

 

問
とい

１０-(2)．普段
ふ だ ん

おもな仕
し

事
ごと

をしている時間帯
じ か んた い

はどれにあたりますか。あてはまるものすべてに○をつけてく

ださい。 

１．早
そう

朝
ちょう

（５時
じ

～８時
じ

頃
ごろ

） ２．昼
ひる

間
ま

（午
ご

前
ぜん

：８時
じ

～12時
じ

頃
ごろ

） ３．昼
ひる

間
ま

（午
ご

後
ご

：12時
じ

～17時
じ

頃
ごろ

）      

４．夕
ゆう

方
がた

～夜
よる

（17時
じ

～22時
じ

頃
ごろ

） ５．深
しん

夜
や

（22時
じ

～翌
よく

日
じつ

５時
じ

頃
ごろ

）  ６．終
しゅう

日
じつ

勤
きん

務
む

（24時
じ

間
かん

勤
きん

務
む

） 

７．その他
た

（                           ） 

 

問
とい

１１． あなたは、現
げん

在
ざい

のおもな仕
し

事
ごと

・職
しょく

場
ば

に満
まん

足
ぞく

していますか。あてはまるもの１つに○をつけてくださ

い。 

１．満
まん

足
ぞく

  ２．やや満
まん

足
ぞく

  ３．どちらともえいえない  ４．やや不
ふ

満
まん

  ５．不
ふ

満
まん

 

 

問
とい

１２． あなたは現
げん

在
ざい

、おもな仕
し

事
ごと

について転
てん

職
しょく

する希
き

望
ぼう

がありますか。あてはまるもの１つに○をつけて

ください。 

１．転職
てんしょく

したい    ２．転職
てんしょく

するつもりはない 
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問
とい

１３． 「転職
てんしょく

するつもりはない」とお考
かんが

えの方
かた

は、現
げん

在
ざい

の仕
し

事
ごと

・職
しょく

場
ば

のよいところは何
なん

ですか。また、「転職
てんしょく

したい」とお考
かんが

えの方
かた

は、どのような点
てん

を重
じゅう

視
し

して新
あたら

しい仕
し

事
ごと

・職
しょく

場
ば

を選
えら

びますか。あてはまる

ものすべてに○をつけてください。 

１．身
み

分
ぶん

が安
あん

定
てい

している   ２．休
きゅう

暇
か

が取
と

りやすい    ３．十
じゅう

分
ぶん

な収
しゅう

入
にゅう

が得
え

られる 

４．土
ど

日
にち

に休
やす

める      ５．通
つう

勤
きん

時
じ

間
かん

が短
みじか

い     ６．厚
こう

生
せい

年
ねん

金
きん

や雇
こ

用
よう

保
ほ

険
けん

に入
はい

れる 

７．在
ざい

宅
たく

でできる      ８．経
けい

験
けん

や能
のう

力
りょく

が発
はっ

揮
き

できる ９．簡
かん

単
たん

な仕
し

事
ごと

である 

10．就
しゅう

業
ぎょう

時
じ

間
かん

に融
ゆう

通
ずう

がきく  11．労
ろう

働
どう

時
じ

間
かん

が短
みじか

い     12．技
ぎ

術
じゅつ

・技
ぎ

能
のう

を身
み

につけられる 

13．残
ざん

業
ぎょう

がない        14．残
ざん

業
ぎょう

が少
すく

ない      15．その他
た

（        ） 

 

問
とい

１４． あなたは現
げん

在
ざい

、おもな仕
し

事
ごと

以
い

外
がい

に別
べつ

の仕
し

事
ごと

（副
ふく

業
ぎょう

）をしていますか。あてはまるもの１つに○をつ

けてください。 

１．している               ２．していない（→６ページの問
とい

１７へ） 

 

問
とい

１４-(2)．（問
とい

１４で別
べつ

の仕
し

事
ごと

（副
ふく

業
ぎょう

）をしているとお答
こた

えの方
かた

にうかがいます） 

別
べつ

の仕
し

事
ごと

（副
ふく

業
ぎょう

）の１週間
しゅうかん

あたり、平均
へいきん

して何時間
な ん じか ん

くらい働
はたら

いていますか。□の中
なか

にご記
き

入
にゅう

く

ださい。また、勤
きん

務
む

時
じ

間
かん

帯
たい

について、つぎの選択肢
せ ん たく し

の番号
ばんごう

を□の中
なか

にご記
き

入
にゅう

ください。 

副
ふく

業
ぎょう

１か所
しょ

目
め

 １週
しゅう

間
かん

あたりの平
へい

均
きん

 約
やく

 あ     時
じ

間
かん

、勤
きん

務
む

時
じ

間
かん

帯
たい

  あ    
 

副
ふく

業
ぎょう

２か所
しょ

目
め

 １週
しゅう

間
かん

あたりの平
へい

均
きん

 約
やく

 あ     時
じ

間
かん

、勤
きん

務
む

時
じ

間
かん

帯
たい

  あ    
 

副
ふく

業
ぎょう

３か所
しょ

目
め

 １週
しゅう

間
かん

あたりの平
へい

均
きん

 約
やく

 あ     時
じ

間
かん

、勤
きん

務
む

時
じ

間
かん

帯
たい

  あ    

 

＜問
とい

１４-(2)の選
せん

択
たく

肢
し

＞ 

１．早
そう

朝
ちょう

（５時
じ

～８時
じ

頃
ごろ

） ２．昼
ひる

間
ま

（午
ご

前
ぜん

：８時
じ

～12時
じ

頃
ごろ

） ３．昼
ひる

間
ま

（午
ご

後
ご

：12時
じ

～17時
じ

頃
ごろ

）      

４．夕
ゆう

方
がた

～夜
よる

（17時
じ

～22時
じ

頃
ごろ

） ５．深
しん

夜
や

（22時
じ

～翌
よく

日
じつ

５時
じ

頃
ごろ

）  ６．終
しゅう

日
じつ

勤
きん

務
む

（24時
じ

間
かん

勤
きん

務
む

） 

７．その他
た

（                           ） 

（現
げん

在
ざい

仕
し

事
ごと

をされている方
かた

は）６ページの問
とい

１７へお進
すす

みください 

（現
げん

在
ざい

仕
し

事
ごと

をしていない方
かた

にうかがいます） 

問
とい

１５． あなたは、現
げん

在
ざい

働
はたら

きたいと思
おも

っていますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

１．今
いま

すぐに働
はたら

きたい  ２．今
いま

は働
はたら

けないがそのうち働
はたら

きたい  ３．働
はたら

く必要がない 

                                   （６ページの問
とい

１７へ） 

問
とい

１５-(2)．働
はたら

いていない理
り

由
ゆう

は何
なん

ですか。あて

はまるものすべてに○をつけてくだ

さい。 

 

１． 仕
し

事
ごと

の探
さが

し方
かた

がわからない 

２． 収
しゅう

入
にゅう

について条
じょう

件
けん

のあう仕
し

事
ごと

がない 

３． 時
じ

間
かん

について条
じょう

件
けん

のあう仕
し

事
ごと

がない 

４． 年
ねん

齢
れい

制
せい

限
げん

のため仕
し

事
ごと

がない 

５． 仕
し

事
ごと

に必
ひつ

要
よう

な専
せん

門
もん

知
ち

識
しき

や資
し

格
かく

がない 

６． 子
こ

どもの保
ほ

育
いく

の手
て

だてがない 

７．その他
た

（            ） 

 

 

 

問１５-(3)．どのような状
じょう

況
きょう

になれば働
はたら

ける

ようになると思
おも

いますか。あてはま

るものすべてに○をつけてくださ

い。 

１． 子
こ

どもの保
ほ

育
いく

の手
て

だてができたら 

２． 子
こ

どもが小
しょう

学
がっ

校
こう

に入
にゅう

学
がく

したら 

３． 子
こ

どもの問
もん

題
だい

（健
けん

康
こう

など）が解
かい

決
けつ

したら 

４． 自
じ

分
ぶん

の問
もん

題
だい

（健
けん

康
こう

など）が解
かい

決
けつ

したら 

５． 学
がっ

校
こう

や職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

などが終
しゅう

了
りょう

したら 

６． 仕
し

事
ごと

に必
ひつ

要
よう

な資
し

格
かく

や技
ぎ

能
のう

を身
み

につけたら 

７．その他
た

（             ）  

                                   - 122 -



    - 6 - 

（問
とい

１５で「今
いま

すぐに働
はたら

きたい」「今
いま

は働
はたら

けないがそのうち働
はたら

きたい」とお答
こた

えの方
かた

にうかがいます） 

問
とい

１６． 仕事
し ご と

を探
さが

す時
とき

に、重
じゅう

視
し

することは何
なん

ですか。つぎの選
せん

択
たく

肢
し

から３つ選
えら

び、重
じゅう

要
よう

と思
おも

われる

順
じゅん

に、その番
ばん

号
ごう

を□の中
なか

にご記
き

入
にゅう

ください。 

最
もっと

も重
じゅう

視
し

すること あ 、２番
ばん

目
め

 あ 、３番
ばん

目
め

 あ  

（すべての方
かた

にうかがいます） 

問
とい

１７． よりよい就
しゅう

職
しょく

や仕
し

事
ごと

のため、どのような支
し

援
えん

がほしいと思
おも

いますか。あてはまるものすべ
てに○をつけてください。 

１．技
ぎ

能
のう

訓
くん

練
れん

、職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

などの機
き

会
かい

が増
ふ

えること 

２．訓
くん

練
れん

受
じゅ

講
こう

などに経
けい

済
ざい

的
てき

支
し

援
えん

が受
う

けられること 

３．訓
くん

練
れん

などが受
じゅ

講
こう

しやすくなること（実
じっ

施
し

日
び

、時
じ

間
かん

帯
たい

など） 

４．仕
し

事
ごと

を探
さが

したり、受
じゅ

講
こう

、通
つう

学
がく

時
じ

などに一
いち

時
じ

的
てき

に子
こ

どもを預
あず

かってもらうこと 

５．相
そう

談
だん

が１か所
しょ

で受
う

けられること 

６．就
しゅう

職
しょく

のための支
し

援
えん

策
さく

などの情
じょう

報
ほう

が得
え

られること 

７．自
じ

分
ぶん

で事
じ

業
ぎょう

を始
はじ

める場
ば

合
あい

に相
そう

談
だん

や援
えん

助
じょ

を得
え

られること 

８．在
ざい

宅
たく

で就
しゅう

業
ぎょう

するための支
し

援
えん

が受
う

けられること 

９．就
しゅう

職
しょく

活
かつ

動
どう

前
まえ

の準
じゅん

備
び

として、職
しょく

場
ば

体
たい

験
けん

などの支
し

援
えん

が受
う

けられること 

10．保
ほ

育
いく

所
じょ

が整
せい

備
び

されること 

11．延
えん

長
ちょう

保
ほ

育
いく

、休
きゅう

日
じつ

保
ほ

育
いく

、病後児
びょうごじ

保育
ほ い く

などが充
じゅう

実
じつ

すること 

12．放
ほう

課
か

後
ご

キッズクラブ、はまっ子
こ

ふれあいスクールや学
がく

童
どう

保
ほ

育
いく

が充
じゅう

実
じつ

すること 

13．その他
た

（                                   ） 

＜問
とい

１６の選
せん

択
たく

肢
し

＞ 

１．身
み

分
ぶん

が安
あん

定
てい

している   ２．休
きゅう

暇
か

が取
と

りやすい    ３．十
じゅう

分
ぶん

な収
しゅう

入
にゅう

が得
え

られる 

４．土
ど

日
にち

に休
やす

める      ５．通
つう

勤
きん

時
じ

間
かん

が短
みじか

い     ６．厚
こう

生
せい

年
ねん

金
きん

や雇
こ

用
よう

保
ほ

険
けん

に入
はい

れる 

７．在
ざい

宅
たく

でできる      ８．経
けい

験
けん

や能
のう

力
りょく

が発
はっ

揮
き

できる ９．簡
かん

単
たん

な仕
し

事
ごと

である 

10．就
しゅう

業
ぎょう

時
じ

間
かん

に融
ゆう

通
ずう

がきく 11．労
ろう

働
どう

時
じ

間
かん

が短
みじか

い          12．技
ぎ

術
じゅつ

・技
ぎ

能
のう

を身
み

につけられる 

13．残
ざん

業
ぎょう

がない      14．残
ざん

業
ぎょう

が少
すく

ない      15．その他
た

（        ） 

                                   - 123 -



    - 7 - 

福
ふく

祉
し

関
かん

係
けい

の制
せい

度
ど

などについておたずねします                               

 

  

 

問
とい

１８． あなたはつぎの福
ふく

祉
し

制
せい

度
ど

などを知
し

っていますか、また、利
り

用
よう

したことがありますか。（１）

から（３１）のすべてについて、まず、知
し

っているかどうかをお答
こた

えください。その後
ご

、利
り

用
よう

状
じょう

況
きょう

について、それぞれあてはまるものに○をつけてください。【別紙
べ っ し

】<問
とい

１８ 用語
よ う ご

解説
かいせつ

>に各種
かくしゅ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

及
およ

び福祉
ふ く し

制度
せ い ど

についての説明
せつめい

があります。 

  制
せ い

度
ど

の認
に ん

知
ち

について  制
せ い

度
ど

の利
り

用
よ う

状
じょう

況
きょう

について 

分
ぶん

類
るい

 各
かく

種
しゅ

相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

及
およ

び福
ふく

祉
し

制
せい

度
ど

 知
し

って

いた 

知
し

らな 

かった 

 利
り

用
よ う

している 

または 

利用
り よ う

したこと

がある 

利用
り よ う

したことがない 

 今
こ ん

後
ご

利
り

用
よ う

 

したい 

今
こ ん

後
ご

も利
り

用
よ う

 
するつもりは 

ない 

相談
そうだん

 

(１)区
く

役
やく

所
しょ

福
ふく

祉
し

関
かん

連
れん

窓
まど

口
ぐち

 １ ２  １ ２ ３ 

(２)児
じ

童
どう

相
そう

談
だん

所
じょ

 １ ２  １ ２ ３ 

(３)民
みん

生
せい

・児
じ

童
どう

委
い

員
いん

 １ ２  １ ２ ３ 

※(４)横
よこ

浜
はま

型
がた

児
じ

童
どう

家
か

庭
てい

支
し

援
えん

センター １ ２  １ ２ ３ 

※(５)ひとり親
おや

サポートよこはま １ ２  １ ２ ３ 

※(６)横
よこ

浜
はま

市
し

男
だん

女
じょ

共
きょう

同
どう

参
さん

画
かく

センター 

（フォーラム・フォーラム 南
み な み

太
お お

田
た

・アートフォーラムあざみ野
の

） 

 

１ ２ 
 

１ ２ ３ 

就 業
しゅうぎょう

 

支援
し え ん

 

※(７) 横
よこ

浜
はま

市
し

中
ちゅう

央
おう

職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

校
こう

 １ ２  １ ２ ３ 

(８)公
こう

共
きょう

職
しょく

業
ぎょう

安
あん

定
てい

所
じょ

（ハローワーク） １ ２  １ ２ ３ 

※(９)公
こう

共
きょう

職
しょく

業
ぎょう

安
あん

定
てい

所
じょ

（マザーズハローワーク） １ ２  １ ２ ３ 

※(10)ジョブスポット １ ２  １ ２ ３ 

※(11)母
ぼ

子
し

家
か

庭
てい

等
とう

就
しゅう

業
ぎょう

・自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

センター事
じ

業
ぎょう

 

（ひとり親
おや

サポートよこはまが実
じっ

施
し

） 
１ ２ 

 
１ ２ ３ 

※(12)母
ぼ

子
し

家
か

庭
てい

等
とう

就
しゅう

労
ろう

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

 １ ２  １ ２ ３ 

※(13)母
ぼ

子
し

・父
ふ

子
し

家
か

庭
てい

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

教
きょう

育
いく

訓
くん

練
れん

給
きゅう

付
ふ

金
きん

 １ ２  １ ２ ３ 

※(14)母
ぼ

子
し

・父
ふ

子
し

家
か

庭
てい

高
こう

等
とう

職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

促
そく

進
しん

給
きゅう

付
ふ

金
きん

 １ ２  １ ２ ３ 

※(15)ひとり親
おや

家
か

庭
てい

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

程
てい

度
ど

認
にん

定
てい

試
し

験
けん

合
ごう

格
かく

支
し

援
えん

 １ ２  １ ２ ３ 

すまい

施
し

設
せつ

 

※(16)市
し

営
えい

住
じゅう

宅
たく

 １ ２  １ ２ ３ 

※(17)子
こ

育
そだ

てりぶいん １ ２  １ ２ ３ 

※(18)民
みん

間
かん

住
じゅう

宅
たく

あんしん入
にゅう

居
きょ

 １ ２  １ ２ ３ 

※(19)母
ぼ

子
し

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

施
し

設
せつ

 １ ２  １ ２ ３ 

経
けい

済
ざい

的
てき

 

支
し

援
えん

 

※(20)児
じ

童
どう

扶
ふ

養
よう

手
て

当
あて

 １ ２  １ ２ ３ 

※(21)ひとり親
おや

家
か

庭
てい

等
とう

医
い

療
りょう

費
ひ

助
じょ

成
せい

 １ ２  １ ２ ３ 

※(22)就
しゅう

学
がく

援
えん

助
じょ

 １ ２  １ ２ ３ 

※(23)生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

 １ ２  １ ２ ３ 

※(24)生
せい

活
かつ

困
こん

窮
きゅう

者
しゃ

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

 １ ２  １ ２ ３ 

※(25)母
ぼ

子
し

父
ふ

子
し

寡
か

婦
ふ

福
ふく

祉
し

資
し

金
きん

の貸
かし

付
つけ

 １ ２  １ ２ ３ 

※(26)バス・地
ち

下
か

鉄
てつ

等
とう

の特
とく

別
べつ

乗
じょう

車
しゃ

券
けん

交
こう

付
ふ

 １ ２  １ ２ ３ 

子
こ

育
そだ

て 

・生
せい

活
かつ

 

支
し

援
えん

 

※(27)家
か

庭
てい

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

員
いん

（ヘルパー）の派
は

遣
けん

（日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

） １ ２  １ ２ ３ 

※(28)子
こ

育
そだ

て短
たん

期
き

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

 １ ２  １ ２ ３ 

※(29)寄
よ

り添
そ

い型
がた

学習
がくしゅう

支援
し え ん

事業
じぎょう

・寄
よ

り添
そ

い型
がた

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 １ ２  １ ２ ３ 

※(30)夜
や

間
かん

電
でん

話
わ

相
そう

談
だん

（ひとり親
おや

サポートよこはまが実
じっ

施
し

） １ ２  １ ２ ３ 

※(31)無
む

料
りょう

法
ほう

律
りつ

相
そう

談
だん

（ひとり親
おや

サポートよこはまが実
じっ

施
し

） １ ２  １ ２ ３ 
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問
とい

１８-(2)．問
とい

１８の表
ひょう

にある、利
り

用
よう

しているまたは利
り

用
よう

したことのある福
ふく

祉
し

制
せい

度
ど

のうち、役
やく

に立
た

ったものはどれですか。特
とく

に役
やく

に立
た

ったものを３つ選
えら

び、つぎの□内
ない

に問
とい

１８の番
ばん

号
ごう

をご記
き

入
にゅう

のうえ、その理
り

由
ゆう

をお答
こた

えください。 

特
とく

に役
やく

に立
た

った制
せい

度
ど

 

（問
とい

1８の番
ばん

号
ごう

を記
き

入
にゅ う

） 
特
とく

に役
やく

に立
た

ったと感
かん

じる理
り

由
ゆう

 

あ  
 

 

あ  
 

 

あ  
 

 

 

問
とい

１８-(3)．問
とい

１８の表
ひょう

にある福
ふく

祉
し

制
せい

度
ど

のうち、利
り

用
よう

したかったが実
じっ

際
さい

に利
り

用
よう

できなかったもの

を３つ選
えら

び、つぎの□内
ない

に問
とい

１８の番
ばん

号
ごう

をご記
き

入
にゅう

ください。そして、なぜ利用
り よ う

でき
なかったのか、あてはまるものすべてに○をつけてください。 

利用
り よ う

したかったが 

できなかった制度
せ い ど

 

（問
と い

18 の番
ば ん

号
ご う

を記
き

入
にゅう

） 

利用
り よ う

できなかった理由
り ゆ う

 

あ   
１．利

り

用
よう

したかった時
とき

に制
せい

度
ど

を知
し

らなかったから       ２．希
き

望
ぼう

する条
じょう

件
けん

に合
あ

わなかったから  

３．収
しゅう

入
にゅう

要
よう

件
けん

等
とう

のために利
り

用
よう

できなかったから  

４．忙
いそが

しくて平
へい

日
じつ

に申
しん

請
せい

等
とう

の時
じ

間
かん

が取
と

れなかったから  ５．その他
た

（                      ） 

あ  

１．利
り

用
よう

したかった時
とき

に制
せい

度
ど

を知
し

らなかったから       ２．希
き

望
ぼう

する条
じょう

件
けん

に合
あ

わなかったから  

３．収
しゅう

入
にゅう

要
よう

件
けん

等
とう

のために利
り

用
よう

できなかったから  

４．忙
いそが

しくて平
へい

日
じつ

に申
しん

請
せい

等
とう

の時
じ

間
かん

が取
と

れなかったから  ５．その他
た

（                      ） 

あ  

１．利
り

用
よう

したかった時
とき

に制
せい

度
ど

を知
し

らなかったから       ２．希
き

望
ぼう

する条
じょう

件
けん

に合
あ

わなかったから  

３．収
しゅう

入
にゅう

要
よう

件
けん

等
とう

のために利
り

用
よう

できなかったから  

４．忙
いそが

しくて平
へい

日
じつ

に申
しん

請
せい

等
とう

の時
じ

間
かん

が取
と

れなかったから  ５．その他
た

（                      ） 

 

問
とい

１８-(4)． あなたは問
とい

１８の表
ひょう

にある福
ふく

祉
し

制
せい

度
ど

のうち、「知
し

っていた」と回
かい

答
とう

した制
せい

度
ど

につい

て、どのように知
し

りましたか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

１．区
く

役
やく

所
しょ

の相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

     ２．ひとり親
おや

家
か

庭
てい

のしおり    ３．広
こう

報
ほう

よこはま 

４．横
よこ

浜市
は ま し

のホームページ   ５．ひとり親
おや

サポートよこはまのホームページ  ６．親
おや

・親
しん

族
ぞく

  

７．友
ゆう

人
じん

・知
ち

人
じん

        ８．民
みん

生
せい

委
い

員
いん

・児
じ

童
どう

委
い

員
いん

          ９．SNS 

10. その他
た

（        ） 

 

問
とい

１９． ひとり親
おや

家
か

庭
てい

の方
かた

が、気
き

軽
がる

に仕
し

事
ごと

や子
こ

育
そだ

ての悩
なや

みを相
そう

談
だん

したり、無
む

料
りょう

法
ほう

律
りつ

相
そう

談
だん

などの支
し

援
えん

情
じょう

報
ほう

を得
え

られる窓
まど

口
ぐち

である『ひとり親
おや

サポートよこはま』の連
れん

絡
らく

先
さき

を載
の

せた情
じょう

報
ほう

カードを区
く

役
やく

所
しょ

の窓
まど

口
ぐち

で配
はい

布
ふ

しています。あなたはこの情
じょう

報
ほう

カードを知
し

っていましたか。 

※情
じょう

報
ほう

カードイメージ 表
おもて

面
めん

           裏
うら

面
めん

 

１．知
し

っていた                     ２．知
し

らなかった              
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問
とい

２０． あなたは現
げん

在
ざい

どのような資
し

格
かく

を持
も

っていますか。あてはまるものすべてに○をつけて下
くだ

さい。 

１．看
かん

護
ご

師
し

      ２．栄
えい

養
よう

士
し

      ３．調
ちょう

理
り

師
し

       ４．理
り

・美
び

容
よう

師
し

 

５．保
ほ

育
いく

士
し

      ６．ケアマネージャー ７．ホームヘルパー   ８．介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

 

９．簿
ぼ

記
き

       10．教
きょう

員
いん

       11．パソコン・情
じょう

報
ほう

処
しょ

理
り

 12．外
がい

国
こく

語
ご

 

13．医
い

療
りょう

事
じ

務
む

     14．運
うん

転
てん

免
めん

許
きょ

     15．その他
た

（             ） 

16．特
とく

に資
し

格
かく

は持
も

っていない（→問
とい

２１へ） 

 

  問
とい

２０-(2)．（問
とい

２０で資
し

格
かく

を持
も

っているとお答
こた

えの方
かた

にうかがいます） 

問２０であげた資
し

格
かく

のうち、ひとり親
おや

世
せ

帯
たい

になってから取
しゅ

得
とく

したものはありますか。 

あてはまるもの１つに○をつけてください。また、ある場合
ば あ い

は、問
とい

２０で○をつけた

もののうち、あてはまるものの番
ばん

号
ごう

を□の中
なか

にご記
き

入
にゅう

ください。 

１．ない       ２．ある → あ  あ  あ  あ  あ  

   

問
とい

２０-(3)．（問
とい

２０で資
し

格
かく

を持
も

っているとお答
こた

えの方
かた

にうかがいます） 

問２０であげた資
し

格
かく

のうち、実
じっ

際
さい

に就
しゅう

職
しょく

の際
さい

に役
やく

立
だ

ったものはありますか。あては

まるもの１つに○をつけてください。また、ある場合
ば あ い

は、問
とい

２０で○をつけたものの

うち、あてはまるものの番
ばん

号
ごう

を□の中
なか

にご記
き

入
にゅう

ください。 

１．ない       ２．ある → あ  あ  あ  あ  あ  

   

問
とい

２０-(4)．（問
とい

２０で資
し

格
かく

を持
も

っているとお答
こた

えの方
かた

にうかがいます） 

問２０であげた資
し

格
かく

のうち、実
じっ

際
さい

の仕事
し ご と

で役
やく

立
だ

っているものはありますか。あてはま

るもの１つに○をつけてください。また、ある場合
ば あ い

は、問
とい

２０で○をつけたもののう

ち、あてはまるものの番
ばん

号
ごう

を□の中
なか

にご記
き

入
にゅう

ください。 

１．ない       ２．ある → あ  あ  あ  あ  あ  

   

（すべての方
かた

にうかがいます） 

問
とい

２１． これから身
み

につけたい資
し

格
かく

・技
ぎ

能
のう

・知
ち

識
しき

について具
ぐ

体
たい

的
てき

な名
めい

称
しょう

をご記
き

入
にゅう

ください。 

これから身
み

につけたい資
し

格
かく

・技
ぎ

能
のう

・知
ち

識
しき

（                        ） 

 

問
とい

２２． あなたの最
さい

終
しゅう

学
がく

歴
れき

はつぎのうちどれですか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

１．中
ちゅう

学
がっ

校
こう

卒
そつ

        ２．高
こう

校
こう

・高
こう

等
とう

専
せん

修
しゅう

学
がっ

校
こう

卒
そつ

   ３．高
こう

専
せん

、短
たん

大
だい

、専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

卒
そつ

  

４．大
だい

学
がく

、大
だい

学
がく

院
いん

卒
そつ

      ５．その他
た

（                    ） 

 

 

資
し

格
かく

や技
ぎ

能
のう

についておたずねします                               
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（小
しょう

学
がっ

校
こう

入
にゅう

学
がく

前
まえ

のお子
こ

さんがいる方
かた

にうかがいます） 

問
とい

２３． あなたが働
はたら

いている時間帯
じ か んた い

などに、お子
こ

さんの保育
ほ い く

は誰
だれ

が担
たん

当
とう

していますか。年
ねん

齢
れい

が低
ひく

い

お子
こ

さん順
じゅん

につぎの選
せん

択
たく

肢
し

から、あてはまる番
ばん

号
ごう

を□の中
なか

にご記
き

入
にゅう

ください。 

１番
ばん

目
め

に年
ねん

齢
れい

が低
ひく

いお子
こ

さんあ 、２番
ばん

目
め

に年
ねん

齢
れい

が低
ひく

いお子
こ

さんあ 、３番
ばん

目
め

に年
ねん

齢
れい

が低
ひく

いお子
こ

さんあ  

 

＜問
とい

２３の選
せん

択
たく

肢
し

＞ 

１．あなた自
じ

身
しん

      ２．親
おや

・親
しん

族
ぞく

          ３．友
ゆう

人
じん

・知
ち

人
じん

 

４．ベビーシッター    ５．自
じ

宅
たく

できょうだいと一
いっ

緒
しょ

にいる  ６．公
こう

立
りつ

保
ほ

育
いく

園
えん

       

７．民
みん

間
かん

認
にん

可
か

保
ほ

育
いく

園
えん

    ８．横
よこ

浜
はま

保
ほ

育
いく

室
しつ

          ９．６～８以
い

外
がい

の保
ほ

育
いく

園
えん

 

10．幼
よう

稚
ち

園
えん

        11．認
にん

定
てい

こども園
えん

          12．その他
た

（      ） 

 

（小
しょう

学
がく

生
せい

のお子
こ

さんがいる方
かた

にうかがいます） 

問
とい

２４． お子
こ

さんが放
ほう

課
か

後
ご

（１９時
じ

まで）を過
す

ごしているおもな場
ば

所
しょ

はどこですか。年
ねん

齢
れい

が低
ひく

いお子
こ

さん順
じゅん

につぎの選
せん

択
たく

肢
し

から、あてはまる番
ばん

号
ごう

を□の中
なか

にご記
き

入
にゅう

ください。 

１番
ばん

目
め

に年
ねん

齢
れい

が低
ひく

いお子
こ

さんあ 、２番
ばん

目
め

に年
ねん

齢
れい

が低
ひく

いお子
こ

さんあ 、３番
ばん

目
め

に年
ねん

齢
れい

が低
ひく

いお子
こ

さんあ  

 

＜問
とい

２４の選
せん

択
たく

肢
し

＞ 

１．自
じ

宅
たく

            ２．親
おや

・親
しん

族
ぞく

の家
いえ

       ３．友
ゆう

人
じん

・知
ち

人
じん

の家
いえ

 

４．放
ほう

課
か

後
ご

児
じ

童
どう

クラブ（学
が く

童
ど う

保
ほ

育
い く

）  ５．放
ほう

課
か

後
ご

キッズクラブ    ６．はまっ子
こ

ふれあいスクール   

７．図
と

書
しょ

館
かん

などの公
こう

共
きょう

施
し

設
せつ

   ８．習
なら

い事
ごと

や学
がく

習
しゅう

塾
じゅく

    ９．その他
た

（           ） 

 

問
とい

２４-(2)．１９時
じ

以
い

降
こう

に子
こ

どもだけで留
る

守
す

番
ばん

をすることは１週
しゅう

間
かん

にどのくらいありますか。あ

てはまるもの１つに○をつけてください。 

１．毎
まい

日
にち

 ２．週
しゅう

に５日
にち

以
い

上
じょう

 ３．週
しゅう

に３、４日
にち

 ４．週
しゅう

に１、２日
にち

 ５．ほとんどない 

 

（すべての方
かた

にうかがいます） 

問
とい

２５． あなたは、働
はたら

いている日
ひ

などに１日
にち

あたり何
なん

時
じ

間
かん

程度
て い ど

、お子
こ

さんと一緒
いっしょ

に過
す

ごしていま

すか。あてはまるもの１つに○をつけてください。（寝
ね

ている時
じ

間
かん

は含
ふく

めません。） 

１．３０分
ぷん

未
み

満
まん

       ２．３０分
ぷん

以上
いじょう

１時間
じ か ん

未満
み ま ん

  ３．１時間
じ か ん

以上
いじょう

２時
じ

間
かん

未
み

満
まん

 

４．２時間
じ か ん

以上
いじょう

４時
じ

間
かん

未
み

満
まん

  ５．４時
じ

間
かん

以上
いじょう

６時間未
み

満
まん

  ６．６時
じ

間
かん

以
い

上
じょう

 

 

あなたのお子
こ

さんについておたずねします 
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（高
こう

校
こう

生
せい

までのお子
こ

さんがいる方
かた

にうかがいます） 

問
とい

２６． お子
こ

さんの進
しん

学
がく

はどこまでを考
かんが

えていますか。年
ねん

齢
れい

が低
ひく

いお子
こ

さん順
じゅん

につぎの選
せん

択
たく

肢
し

から、

あてはまる番
ばん

号
ごう

を□の中
なか

にご記
き

入
にゅう

ください。 

１番
ば ん

目
め

に年
ね ん

齢
れ い

が低
ひ く

いお子
こ

さん   、２番
ば ん

目
め

に年
ね ん

齢
れ い

が低
ひ く

いお子
こ

さん   、３番
ば ん

目
め

に年
ね ん

齢
れ い

が低
ひ く

いお子
こ

さん   、４番
ば ん

目
め

に年
ね ん

齢
れ い

が低
ひ く

いお子
こ

さん あ  

＜問
とい

２６の選
せん

択
たく

肢
し

＞ 

１．中
ちゅう

学
がっ

校
こう

  ２．高
こう

校
こう

・高
こう

等
とう

専
せん

修
しゅう

学
がっ

校
こう

  ３．高
こう

専
せん

、短
たん

大
だい

、専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

  ４．大
だい

学
がく

、大
だい

学
がく

院
いん

  ５．その他
た

 

 

（すべての方
かた

にうかがいます） 

問
とい

２７． お子
こ

さんのことについて、現
げん

在
ざい

悩
なや

んでいることはありますか。左
ひだり

から年
ねん

齢
れい

が低
ひく

いお子
こ

さん順
じゅん

にあてはまるものすべてに、表
ひょう

に○をご記
き

入
にゅう

ください。 

 

問
とい

２７-(2)．問
とい

２７で○を記
き

入
にゅう

したもののうち、特
とく

に悩
なや

んでいるものの番
ばん

号
ごう

を年
ねん

齢
れい

が低
ひく

いお子
こ

さ

ん順
じゅん

に□の中
なか

にご記
き

入
にゅう

ください。 

１番
ばん

目
め

に年
ねん

齢
れい

が低
ひく

いお子
こ

さん 特
とく

に悩
なや

んでいること  あ   

２ 番
ば ん

目
め

に 年
ね ん

齢
れ い

が 低
ひ く

い お 子
こ

さん 特
とく

に悩
なや

んでいること  あ   

３番
ば ん

目
め

に年
ね ん

齢
れ い

が低
ひ く

いお子
こ

さん  特
とく

に悩
なや

んでいること あ   

４番
ばん

目
め

に年
ねん

齢
れい

が低
ひく

いお子
こ

さん  特
とく

に悩
なや

んでいること  あ   

番号
ばんごう

 現在
げんざい

悩
なや

んでいること 

１番
ばん

目
め

に 

年
ねん

齢
れい

の低
ひく

い 

お子
こ

さん 

２番
ばん

目
め

に 

年
ねん

齢
れい

の低
ひく

い 

お子
こ

さん 

３番
ばん

目
め

に 

年
ねん

齢
れい

の低
ひく

い 

お子
こ

さん 

４番
ばん

目
め

に 

年
ねん

齢
れい

の低
ひく

い 

お子
こ

さん 

１. 子
こ

どもに対
た い

するしつけや教
きょう

育
い く

に自
じ

信
し ん

が持
も

てない     

２. 子
こ

どもに対
た い

するしつけや教
きょう

育
い く

について、相
そ う

談
だ ん

する相
あ い

手
て

がいない     

３. 子
こ

どもに基
き

本
ほ ん

的
て き

な生
せ い

活
か つ

習
しゅう

慣
か ん

（あいさつ、規
き

則
そ く

正
た だ

しい食
しょく

生
せ い

活
か つ

、

整
せ い

理
り

、整
せ い

頓
と ん

）が身
み

につかない 

    

４. 子
こ

どもが勉
べ ん

強
きょう

しない     

５. 子
こ

どもの進
しん

学
がく

や受
じゅ

験
けん

のこと     

６. 子
こ

どもの就
しゅう

職
しょく

のこと     

７. 子
こ

どもが学
が っ

校
こ う

になじめない、または不
ふ

登
と う

校
こ う

である     

８. 子
こ

どもが反
は ん

抗
こ う

的
て き

で、なかなか言
い

うことを聞
き

かない     

９. 子
こ

どもが何
な に

事
ご と

に対
た い

しても消
しょう

極
きょく

的
て き

である     

10. 子
こ

どもが良
よ

い友
ゆ う

人
じ ん

関
か ん

係
け い

を持
も

てない     

11. 子
こ

どもの身体
か ら だ

の発
は つ

育
い く

や病
びょう

気
き

のこと     

12. 子
こ

どもの非
ひ

行
こ う

や問
も ん

題
だ い

行
こ う

動
ど う

     

13. 子
こ

どもの教
きょう

育
い く

費
ひ

の負担
ふ た ん

     

14. 子
こ

どもと過
す

ごす時
じ

間
か ん

が十
じゅう

分
ぶ ん

に取
と

れない     

15. 子
こ

どもに十
じゅう

分
ぶ ん

な食
しょく

事
じ

や栄
え い

養
よ う

を与
あ た

えることができていない     

16. その他
た

（                   ）     

17. 特
と く

に悩
な や

みはない     
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問
とい

２８． あなたの現
げん

在
ざい

の健
けん

康
こう

状
じょう

態
たい

はいかがですか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

１．よい     ２．まあよい     ３．普
ふ

通
つう

  ４．あまりよくない  ５．よくない 

 

問
とい

２９． 現
げん

在
ざい

の暮
く

らしについてどのように感
かん

じていますか。あてはまるもの１つに○をつけてくださ

い。 

１．大変
たいへん

ゆとりがある ２．ややゆとりがある ３．普
ふ

通
つう

  ４．やや苦
くる

しい ５．大変
たいへん

苦
くる

しい 

 

問
とい

３０． ひとり親
おや

家
か

庭
てい

等
とう

のための児
じ

童
どう

扶
ふ

養
よう

手
て

当
あて

を受
じゅ

給
きゅう

していますか。あてはまるもの１つに○をつ

けてください。 

１．全
ぜん

額
がく

受
じゅ

給
きゅう

している            ２．一
いち

部
ぶ

受
じゅ

給
きゅう

している   

３．以
い

前
ぜん

受
じゅ

給
きゅう

していたが収
しゅう

入
にゅう

要
よう

件
けん

ではずれた ４．以
い

前
ぜん

受
じゅ

給
きゅう

していたが年
ねん

齢
れい

要
よう

件
けん

ではずれた 

５．受
じゅ

給
きゅう

したことがない（受
じゅ

給
きゅう

資
し

格
かく

がない）  ６．その他
た

 

 

問
とい

３１． あなたの世
せ

帯
たい

全
ぜん

体
たい

の収
しゅう

入
にゅう

に含
ふく

まれているものを、すべて○をつけてください。 

１．あなたの勤
きん

労
ろう

収
しゅう

入
にゅう

※  ２．子
こ

どもの勤
きん

労
ろう

収
しゅう

入
にゅう

※ ３．その他
た

の世帯員
せ た いい ん

の勤労
きんろう

収 入
しゅうにゅう

※ 

４．子
こ

の父
ちち

・母
はは

からの養育費
よ う いく ひ

 ５．親
おや

・親族
しんぞく

からの援助
えんじょ

  ６．遺族
い ぞ く

基礎
き そ

年金
ねんきん

・厚生
こうせい

年金
ねんきん

 

７．生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

        ８．児
じ

童
どう

手
て

当
あて

      ９．児童
じ ど う

扶養
ふ よ う

手当
て あ て

・特別
とくべつ

児童
じ ど う

扶養
ふ よ う

手当
て あ て

 

10．子
こ

どもの奨
しょう

学
がく

金
きん

     11．母
ぼ

子
し

父
ふ

子
し

寡
か

婦
ふ

福
ふく

祉
し

資
し

金
きん

借
かり

入
いれ

金
きん

 12．その他
た

 （        ） 

※勤労
きんろう

収 入
しゅうにゅう

とは、働
はたら

いて得
え

た収 入
しゅうにゅう

のことです。 

問
とい

３２． 問
とい

３１で○をつけたもののうち、おもな収 入
しゅうにゅう

はどれですか。問
とい

３１の選
せん

択
たく

肢
し

の中
なか

から収
しゅう

入
にゅう

の多
おお

い順
じゅん

に３つ選
えら

び、その番
ばん

号
ごう

を□の中
なか

にご記
き

入
にゅう

ください。 

最
もっと

も収
しゅう

入
にゅう

の多
おお

いもの あ 、２番
ばん

目
め

に多
おお

いもの あ 、３番
ばん

目
め

に多
おお

いもの あ  

 

問
とい

３３． あなたの年
ねん

収
しゅう

（税
ぜい

込
こ

み、賞
しょう

与
よ

分
ぶん

も含
ふく

む）とあなたが生
せい

計
けい

を同
どう

一
いつ

にしている世
せ

帯
たい

の年
ねん

間
かん

の総
そう

収
しゅう

入
にゅう

（税
ぜい

込
こ

み）はいくらですか。おおよそで結
けっ

構
こう

ですので、□の中
なか

にご記
き

入
にゅう

ください。 

あなたご自
じ

身
しん

の年
ねん

間
かん

の就
しゅう

労
ろう

収
しゅう

入
にゅう

（税
ぜい

込
こ

み）  約
やく

 あ あ   万
まん

円
えん

 

 

上
じょう

記
き

就
しゅう

労
ろう

収
しゅう

入
にゅう

のうち、副
ふく

業
ぎょう

の就
しゅう

労
ろう

収
しゅう

入
にゅう

（税
ぜい

込
こ

み）約
やく

 あ あ   万
まん

円
えん

 

 

年
ねん

間
かん

の世
せ

帯
たい

総
そう

収
しゅう

入
にゅう

※（税
ぜい

込
こ

み）        約
やく

 あ あ   万
まん

円
えん

 

※年
ねん

間
かん

総
そう

収
しゅう

入
にゅう

は、問
とい

３１で○をつけた平
へい

成
せい

２８年
ねん

の収 入
しゅうにゅう

すべてを足
た

した金
きん

額
がく

をお答
こた

えくだ

さい。なお、平
へい

成
せい

２８年
ねん

の総
そう

収
しゅう

入
にゅう

が不
ふ

明
めい

な場
ば

合
あい

は、見
み

込
こ

みの金
きん

額
がく

をお答
こた

えください。 

→（死
し

別
べつ

によりひとり親
おや

になった方
かた

は）１５ページの問
とい

３８へお進
すす

みください。 

現
げん

在
ざい

の生
せい

活
かつ

状
じょう

況
きょう

についておたずねします                               
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（離
り

婚
こん

等
とう

によりひとり親
おや

になった方
かた

や、未
み

婚
こん

の方
かた

にうかがいます） 

問
とい

３４． 子
こ

どもの養
よう

育
いく

費
ひ

について取
と

り決
き

めをしていますか。あてはまるもの１つに○をつけてくださ

い。 

１．取
と

り決
き

めをしている    ２．取
と

り決
き

めをしていない    ３．子
こ

によって違
ちが

う 

 

問
とい

３４-(2)．（取
と

り決
き

めをしているお子
こ

さんのいる方
かた

にうかがいます） 

養
よう

育
いく

費
ひ

の取
と

り決
き

めの方
ほう

法
ほう

について、あてはまるもの１つに○をつけてください。 

１．文書
ぶんしょ

あり（判
はん

決
けつ

、 調
ちょう

停
てい

、審
しん

判
ぱん

など裁
さい

判
ばん

所
しょ

における取
と

り決
き

め、強
きょう

制
せい

執
しっ

行
こう

認
にん

諾
だく

条
じょう

項
こう

付
つ

きの公
こう

正
せい

証
しょう

書
しょ

）  

２．文書
ぶんしょ

あり（その他
た

の文
ぶん

書
しょ

） 

３．文書
ぶんしょ

なし 

 

問
とい

３４-(3)．（取
と

り決
き

めをしていないお子
こ

さんのいる方
かた

にうかがいます） 

あなたが養
よう

育
いく

費
ひ

の取
と

り決
き

めをしていない理
り

由
ゆう

は何
なん

ですか。あてはまるものすべてに○を

つけてください。 

１．取
と

り決
き

めの交
こう

渉
しょう

がわずらわしいから 

２．相
あい

手
て

に支
し

払
はら

う意
い

思
し

がないと思
おも

ったから 

３．相
あい

手
て

に支
し

払
はら

う能
のう

力
りょく

がないと思
おも

ったから 

４．相
あい

手
て

に養
よう

育
いく

費
ひ

を請
せい

求
きゅう

できることを知
し

らなかったから 

５．子
こ

どもを引
ひ

き取
と

った方
ほう

が、養
よう

育
いく

費
ひ

を負
ふ

担
たん

するものと思
おも

っていたから 

６．取
と

り決
き

めの交
こう

渉
しょう

をしたが、まとまらなかったから 

７．現
げん

在
ざい

交
こう

渉
しょう

中
ちゅう

又
また

は今
こん

後
ご

交
こう

渉
しょう

予
よ

定
てい

であるから 

８．相
あい

手
て

から身
しん

体
たい

的
てき

・精
せい

神
しん

的
てき

暴
ぼう

力
りょく

を受
う

けていたから 

９．相
あい

手
て

と関
かか

わりたくないから 

10．自
じ

分
ぶん

の収
しゅう

入
にゅう

等
とう

で経
けい

済
ざい

的
てき

に問
もん

題
だい

ないから 

11．その他
た

（                                   ） 

問
とい

３４-(4)．（取
と

り決
き

めをしていないお子
こ

さんのいる方
かた

にうかがいます） 

養
よう

育
いく

費
ひ

等
とう

に関
かん

する専
せん

門
もん

相
そう

談
だん

を今
こん

後
ご

利
り

用
よう

したいと思
おも

いますか。あてはまるもの１つに○

をつけてください。 

１．利
り

用
よう

したいと思
おも

う         ２．利
り

用
よう

したいと思
おも

わない  

 

問
とい

３５． お子
こ

さんのもう一
いっ

方
ぽう

の親
おや

からの養
よう

育
いく

費
ひ

の受
じゅ

給
きゅう

の状
じょう

況
きょう

について、あてはまるもの１つに○を

つけてください。 

１．現
げん

在
ざい

も受
う

けている ２．受
う

けたことがあるが現
げん

在
ざい

は受
う

けていない ３．受
う

けたことがない   

 

問
とい

３５-(2)．（問
とい

３５で「現
げん

在
ざい

も受
う

けている」「受
う

けたことがあるが現
げん

在
ざい

は受
う

けていない」とお答
こた

え

の方
かた

にうかがいます） 

養
よう

育
いく

費
ひ

の総
そう

額
がく

は大
だい

体
たい

いくらぐらいですか。養
よう

育
いく

費
ひ

の額
がく

を□の中
なか

にご記
き

入
にゅう

ください。 

１.月
げつ

額
がく

 約
やく

 あ      円
えん

   ２．決
き

まっていない 
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問
とい

３６． 面
めん

会
かい

交
こう

流
りゅう

（お子
こ

さんがもう一
いっ

方
ぽう

の親
おや

と会
あ

うこと）について、取
と

り決
き

めをしていますか。あ

てはまるもの１つに○をつけてください。 

１．取
と

り決
き

めをしている        ２．取
と

り決
き

めをしていない 

 

問
とい

３６-(2)．（問
とい

３６で「取
と

り決
き

めをしている」とお答
こた

えの方
かた

にうかがいます） 

面
めん

会
かい

交
こう

流
りゅう

の取
と

り決
き

めの方
ほう

法
ほう

について、あてはまるもの１つに○をつけてください。 

１．文
ぶん

書
しょ

あり（調
ちょう

停
てい

、審
しん

判
ぱん

など裁
さい

判
ばん

所
しょ

における取
と

り決
き

め） 

２．文
ぶん

書
しょ

あり（その他
た

の文
ぶん

書
しょ

） 

３．文
ぶん

書
しょ

なし 

 

問
とい

３６-(3)．（問
とい

３６で「取
と

り決
き

めをしていない」とお答
こた

えの方
かた

にうかがいます） 

面
めん

会
かい

交
こう

流
りゅう

の取
と

り決
き

めをしていない理
り

由
ゆう

はなんですか。あてはまるものすべてに○をつ

けてください。 

１．取
と

り決
き

めの交
こう

渉
しょう

がわずらわしいから 

２．相
あい

手
て

から身
しん

体
たい

的
てき

・精
せい

神
しん

的
てき

暴
ぼう

力
りょく

があったから 

３．相
あい

手
て

と関
かか

わり合
あ

いたくないから 

４．相
あい

手
て

が面
めん

会
かい

交
こう

流
りゅう

を希
き

望
ぼう

しないから 

５．取
と

り決
き

めをしなくても交
こう

流
りゅう

できるから 

６．子
こ

どもへの虐
ぎゃく

待
たい

があったから 

７．子
こ

どもの連
つ

れ去
さ

りや虐
ぎゃく

待
たい

の可
か

能
のう

性
せい

があるから 

８．子
こ

どもが会
あ

いたがらないから 

９．相
あい

手
て

が養
よう

育
いく

費
ひ

を支
し

払
はら

わない又
また

は支
し

払
はら

えないから 

10．面
めん

会
かい

交
こう

流
りゅう

をすることが子
こ

どものためにならないと思
おも

うから 

11．親
しん

族
ぞく

が反
はん

対
たい

しているから 

12．取
と

り決
き

めの交
こう

渉
しょう

をしたが、まとまらなかったから 

13．現
げん

在
ざい

交
こう

渉
しょう

中
ちゅう

又
また

は今
こん

後
ご

交
こう

渉
しょう

予
よ

定
てい

であるから 

14．その他
た

（                                   ） 

 

問
とい

３７． お子
こ

さんともう一
いっ

方
ぽう

の親
おや

との面
めん

会
かい

交
こう

流
りゅう

の実
じっ

施
し

状
じょう

況
きょう

について、あてはまるものすべてに○を

つけてください。 

１．現
げん

在
ざい

も会
あ

っている ２．会
あ

ったことがあるが、現
げん

在
ざい

は会
あ

っていない ３．会
あ

ったことがない                                 

 

（１５ページの問
とい

３７-(3)へ） 

 

問
とい

３７-(2)．（問
とい

３７で「現
げん

在
ざい

も会
あ

っている」「会
あ

ったことがあるが、現
げん

在
ざい

は会
あ

っていない」とお答
こた

え

の方
かた

にうかがいます） 

お子
こ

さんがもう一
いっ

方
ぽう

の親
おや

と会
あ

う頻
ひん

度
ど

はどのくらいですか。あてはまるもの１つに○を

つけてください。 

１．月
つき

２回
かい

以
い

上
じょう

                 ２．月
つき

１回
かい

以
い

上
じょう

２回
かい

未
み

満
まん

 

３．２～３か月
げつ

に１回
かい

以
い

上
じょう

            ４．４～６か月
げつ

に１回
かい

以
い

上
じょう

 

５．長
ちょう

期
き

休
きゅう

暇
か

中
ちゅう

（学
がっ

校
こう

の夏
なつ

休
やす

み、冬
ふゆ

休
やす

みなど）   ６．回
かい

数
すう

について決
き

めていない 

７．その他
た

（              ） 

→（問
とい

３７で「現
げん

在
ざい

も会
あ

っている」とお答
こた

えの方
かた

は）１５ページの問
とい

３８へお進
すす

みください。 
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問
とい

３７-(3)．（問
とい

３７で「会
あ

ったことがあるが、現
げん

在
ざい

は会
あ

っていない」「会
あ

ったことがない」とお答
こた

え

し、面
めん

会
かい

交
こう

流
りゅう

の取
と

り決
き

めをしている方
かた

にうかがいます） 

父
ちち

親
おや

と母
はは

親
おや

の間
あいだ

では、子
こ

どもと会
あ

う調
ちょう

整
せい

が困
こん

難
なん

な場
ば

合
あい

に、第
だい

三
さん

者
しゃ

が間
あいだ

に入
はい

って日
にっ

程
てい

調
ちょう

整
せい

を行
おこな

ったり、会
あ

う場
ば

に立
た

ち会
あ

うなどの支
し

援
えん

を行
おこな

う仕
し

組
く

みがあったら、利用
り よ う

した

いと思
おも

いますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

１．利
り

用
よう

したいと思
おも

う     ２．利
り

用
よう

したいとは思
おも

わない 

 

問
とい

３７-(4)．（問
とい

３７で「会
あ

ったことがあるが、現
げん

在
ざい

は会
あ

っていない」「会
あ

ったことがない」とお答
こた

え

し、面
めん

会
かい

交
こう

流
りゅう

の取
と

り決
き

めをしている方
かた

にうかがいます） 

現
げん

在
ざい

、お子
こ

さんがもう一
いっ

方
ぽう

の親
おや

と会
あ

っていない理
り

由
ゆう

は何
なん

ですか。あてはまるものすべて

に○をつけてください。 

１．相
あい

手
て

が養
よう

育
いく

費
ひ

を支
し

払
はら

わないから 

２．相
あい

手
て

が面
めん

会
かい

の約
やく

束
そく

を守
まも

らないから 

３．子
こ

どもが会
あ

いたがらないから 

４．塾
じゅく

や学
がっ

校
こう

の行
ぎょう

事
じ

で子
こ

どもが忙
いそが

しいから  

５．面
めん

会
かい

交
こう

流
りゅう

によって子
こ

どもが精
せい

神
しん

的
てき

又
また

は身
しん

体
たい

的
てき

に不
ふ

安
あん

定
てい

になるから 

６．相
あい

手
て

に暴
ぼう

力
りょく

などの問
もん

題
だい

行
こう

動
どう

があるから 

７．相
あい

手
て

が面
めん

会
かい

交
こう

流
りゅう

を求
もと

めてこないから 

８．親
しん

族
ぞく

が反
はん

対
たい

しているから         

９．第
だい

三
さん

者
しゃ

による面
めん

会
かい

交
こう

流
りゅう

の支
し

援
えん

を受
う

けられないから 

10．相
あい

手
て

が結
けっ

婚
こん

したから 

11．その他
た

（                                ） 

 

（すべての方
かた

にうかがいます） 

問
とい

３８． ひとり親
おや

世
せ

帯
たい

になった頃
ころ

に、困
こま

ったことについて、あてはまるものすべてに○をつけてくだ

さい。 

問
とい

３８-(2)．問
とい

３８の選
せん

択
たく

肢
し

の中
なか

で、現
げん

在
ざい

も困
こま

っていることはありますか。□の中
なか

にあてはまる番
ばん

号
ごう

をすべてご記
き

入
にゅう

ください。 

現
げん

在
ざい

も困
こま

っていること（問
とい

３８の項
こう

目
もく

から選
せん

択
たく

）あ  あ  あ  あ  あ  あ  

【住
じゅう

居
きょ

について】 

１．保
ほ

証
しょう

人
にん

がいないため 住
じゅう

宅
たく

が借
か

りにくい   ２． 抽
ちゅう

選
せん

に当
あ

たらず公
こう

営
えい

住
じゅう

宅
たく

に 入
にゅう

居
きょ

できない 

３．ひとり親
おや

世
せ

帯
たい

という理由
り ゆ う

だけで賃
ちん

貸
たい

住
じゅう

宅
たく

に 入
にゅう

居
きょ

しにくい  

４． 条
じょう

件
けん

にあった 住
じゅう

宅
たく

が見
み

つからない（具
ぐ

体
た い

的
て き

な条
じょう

件
け ん

をご記
き

入
にゅう

ください：                 ） 

５．その他
た

（             ） 

【仕事
し ご と

について】 

６．就
しゅう

職
しょく

先
さき

がきまらない               ７． 就
しゅう

業
ぎょう

に関
かん

する相
そう

談
だん

先
さき

、情
じょう

報
ほう

入
にゅう

手
しゅ

先
さき

がわからない 

８．その他
た

（             ） 

【家
か

計
けい

について】 

９．生
せい

活
かつ

費
ひ

が不
ふ

足
そく

している            10．その他
た

（             ） 

【家事
か じ

について】 

11．炊
すい

事
じ

洗
せん

濯
たく

等
とう

の日
にち

常
じょう

の家
か

事
じ

が十 分
じゅうぶん

にできない  12．その他
た

（             ）    
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問
とい

３９． あなたには、現
げん

在
ざい

相
そう

談
だん

できる相
あい

手
て

がいますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

１．相
そう

談
だん

できる相
あい

手
て

がいる   ２．相
そう

談
だん

相
あい

手
て

がほしい   ３．必要
ひつよう

ない 

 

  問
とい

３９-(2)．（問
とい

３９で「相
そう

談
だん

できる相
あい

手
て

がいる」「相
そう

談
だん

相
あい

手
て

がほしい」とお答
こた

えの方
かた

にうかがいま

す） 

その相
そう

談
だん

相
あい

手
て

は誰
だれ

ですか、また相
そう

談
だん

相
あい

手
て

がほしい方
かた

はどのような相
あい

手
て

に相
そう

談
だん

したいと

思
おも

いますか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

１．親
おや

・親
しん

族
ぞく

       ２．友人
ゆうじん

・知
ち

人
じん

       ３．民
みん

生
せい

委
い

員
いん

・児
じ

童
どう

委
い

員
いん

 

４．区
く

役
やく

所
しょ

など公
こう

的
てき

機
き

関
かん

  ５．民
みん

間
かん

団
だん

体
たい

やボランティア ６．その他
た

（      ） 

 

問
とい

４０． ひとり親
おや

の方
かた

や、そのお子
こ

さん同
どう

士
し

が交
こう

流
りゅう

できるイベントやサークル活
かつ

動
どう

等
とう

があった場
ば

合
あい

、

参
さん

加
か

してみたいと思
おも

いますか、あてはまるもの１つに○をつけてください。 

１．参加
さ ん か

してみたい        ２．参
さん

加
か

してみたいとは思
おも

わない       

 

問
とい

４１． あなたがいま困
こま

っていることや悩
なや

んでいること、またはご意
い

見
けん

や要
よう

望
ぼう

など、自
じ

由
ゆう

にご記
き

入
にゅう

く

ださい。 

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

                                           

 

問
とい

４２． 最後
さ い ご

に、現在
げんざい

のお住
すま

まいの区
く

を教
おし

えてください。あてはまる番号
ばんごう

ひとつに○をつけてくださ

い。 

１．鶴見区
つ る み く

      ２．神奈川区
か な が わ く

      ３．西区
に し く

       ４．中区
な か く

 

５．南区
みなみく

       ６．港南区
こ う なん く

       ７．保土
ほ ど

ケ谷区
が や く

    ８．旭区
あさひく

 

９．磯子区
い そ ご く

      10．金沢区
か な ざわ く

       11．港北区
こ う ほく く

      12．緑区
みどりく

 

13．青葉区
あ お ば く

      14．都筑区
つ づ き く

       15．戸塚区
と つ か く

      16．栄区
さかえく

 

17．泉区
いずみく

       18．瀬谷区
せ や く

 

 

お忙
いそが

しいところを、ご協
きょう

力
りょく

いただき、誠
まこと

にありがとうございました。 

記
き

入
にゅう

された調
ちょう

査
さ

票
ひょう

は、同
どう

封
ふう

の返
へん

信
しん

用
よう

封
ふう

筒
とう

に入
い

れ、６月
がつ

５日
にち

（月
げつ

）までにご返
へん

送
そう

ください。 
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＜問
とい

１８  用
よ う

語
ご

解
かい

説
せつ

＞（※印
じるし

のあるもののみ） 

(４)横
よこ

浜
はま

型
がた

児
じ

童
どう

家
か

庭
てい

支
し

援
えん

センター 

子
こ

育
そだ

てに悩
なや

む地
ち

域
いき

の保
ほ

護
ご

者
しゃ

の方
かた

や、子
こ

どもたちの悩
なや

みの解
かい

決
けつ

に向
む

け、専
せん

門
もん

的
てき

な相
そう

談
だん

を行
おこな

う児
じ

童
どう

福
ふく

祉
し

法
ほう

に基
もと

づき設
せっ

置
ち

される施
し

設
せつ

です。（平
へい

成
せい

28 年
ねん

11 月
がつ

現
げん

在
ざい

 市
し

内
ない

に９か所
しょ

にあります。） 

(５)ひとり親
おや

サポートよこはま 

（「ひとり親
おや

サポートよこはま」は横
よこ

浜
はま

市
し

母
ぼ

子
し

家
か

庭
てい

等
とう

就
しゅう

業
ぎょう

・自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

センターの愛
あい

称
しょう

です。） 

個
こ

々
こ

のご家
か

庭
てい

の状
じょう

況
きょう

、職
しょく

業
ぎょう

適
てき

性
せい

、就
しゅう

業
ぎょう

経
けい

験
けん

等
とう

に応
おう

じ、適
てき

切
せつ

な助
じょ

言
げん

を行
おこな

う就
しゅう

業
ぎょう

相
そう

談
だん

の実
じっ

施
し

から就
しゅう

業
ぎょう

情
じょう

報
ほう

の提
てい

供
きょう

など、一
いっ

貫
かん

した就
しゅう

業
ぎょう

支
し

援
えん

サービスを提
てい

供
きょう

することを目
もく

的
てき

に、母
ぼ

子
し

家
か

庭
てい

等
とう

就
しゅう

業
ぎょう

・自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

センターを設
せっ

置
ち

しています。 

(６) 横
よこ

浜
はま

市
し

男
だん

女
じょ

共
きょう

同
どう

参
さん

画
かく

センター（フォーラム・フォーラム南
みなみ

太
おお

田
た

・アートフォーラムあざみ野
の

） 

心
こころ

とからだと生
い

き方
かた

の電話
で ん わ

相談
そうだん

センターを設置
せ っ ち

し、仕事
し ご と

、生
い

き方
かた

、子育
こ そ だ

て、家族
か ぞ く

関係
かんけい

、ＤＶなどについて相談
そうだん

を

受
う

けているほか、各種
かくしゅ

セミナーを実施
じ っ し

しています。 

※また、横浜市
よこはまし

男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

センター３館
かん

で、女性
じょせい

の「働
はたら

きたい」をサポートする再 就 職
さいしゅうしょく

・転 職
てんしょく

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

「女性
じょせい

としごと 応援
おうえん

デスク」を設置
せ っ ち

し、無料
むりょう

のキャリアカウンセリング等
とう

各種
かくしゅ

相談
そうだん

、ミニセミナーなどを実施
じ っ し

していま

す。（女性
じょせい

限定
げんてい

） 

(７) 横
よこ

浜
はま

市
し

中
ちゅう

央
おう

職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

校
こう

 

技
ぎ

術
じゅつ

を 習
しゅう

得
とく

し、就
しゅう

職
しょく

しようとする意
い

欲
よく

のある方
かた

で 20歳
さい

未
み

満
まん

の子
こ

を扶
ふ

養
よう

しているひとり親
おや

家
か

庭
てい

の親
おや

を対
たい

象
しょう

に、

入
にゅう

校
こう

優
ゆう

先
せん

枠
わく

を設
もう

けた職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

（８科
か

）を実
じっ

施
し

しています。 

(９)公
こう

共
きょう

職
しょく

業
ぎょう

安
あん

定
てい

所
じょ

（マザーズハローワーク） 

仕
し

事
ごと

と子
こ

育
そだ

ての両
りょう

立
りつ

を希
き

望
ぼう

している方
かた

々
がた

を中
ちゅう

心
しん

に、職
しょく

業
ぎょう

相
そう

談
だん

や就
しゅう

職
しょく

活
かつ

動
どう

に関
かん

するセミナー、保
ほ

育
いく

に関
かん

する

情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

等
とう

を通
とお

してお仕
し

事
ごと

探
さが

しを応
おう

援
えん

しています。 

(10)ジョブスポット 

区
く

役
やく

所
しょ

内
ない

にハローワークの窓
まど

口
ぐち

「ジョブスポット」を設
せっ

置
ち

し、区
く

役
やく

所
しょ

との一
いっ

体
たい

的
てき

な 就
しゅう

労
ろう

支
し

援
えん

を実
じっ

施
し

しています。

児
じ

童
どう

扶
ふ

養
よう

手
て

当
あて

受
じゅ

給
きゅう

者
しゃ

は、ジョブスポットでの就
しゅう

労
ろう

支
し

援
えん

を受
う

けることも可
か

能
のう

です。 

(11)母
ぼ

子
し

家
か

庭
てい

等
とう

就
しゅう

業
ぎょう

・自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

センター事
じ

業
ぎょう

（ひとり親
おや

サポートよこはまが実
じっ

施
し

） 

職
しょく

業
ぎょう

紹
しょう

介
かい

（利
り

用
よう

料
りょう

無
む

料
りょう

）や就
しゅう

労
ろう

支
し

援
えん

研
けん

修
しゅう

、就
しゅう

職
しょく

に関
かん

する相
そう

談
だん

や情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

を行
おこな

います。 

(12)母
ぼ

子
し

家
か

庭
てい

等
とう

就
しゅう

労
ろう

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

 

就
しゅう

労
ろう

支
し

援
えん

員
いん

が区
く

役
やく

所
しょ

等
とう

で各
かく

相
そう

談
だん

者
しゃ

に合
あ

わせた就
しゅう

労
ろう

支
し

援
えん

計
けい

画
かく

を作
さく

成
せい

し、面
めん

接
せつ

相
そう

談
だん

等
とう

を行
おこな

います。 

(13)母
ぼ

子
し

・父
ふ

子
し

家
か

庭
てい

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

教
きょう

育
いく

訓
くん

練
れん

給
きゅう

付
ふ

金
きん

 

適
てき

職
しょく

に就
つ

くために必
ひつ

要
よう

な技
ぎ

能
のう

や資
し

格
かく

を取
しゅ

得
とく

するため、指
し

定
てい

された教
きょう

育
いく

訓
くん

練
れん

講
こう

座
ざ

を受
じゅ

講
こう

した場
ば

合
あい

、費
ひ

用
よう

の６割
わり

相
そう

当
とう

額
がく

を支
し

給
きゅう

します。 

(14)母
ぼ

子
し

・父
ふ

子
し

家
か

庭
てい

高
こう

等
とう

職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

促
そく

進
しん

給
きゅう

付
ふ

金
きん

 

看
かん

護
ご

師
し

等
とう

の資
し

格
かく

を１年
ねん

以
い

上
じょう

修
しゅう

業
ぎょう

して取
しゅ

得
とく

しようとしている場
ば

合
あい

、修
しゅう

業
ぎょう

期
き

間
かん

中
ちゅう

の生
せい

活
かつ

費
ひ

を補
ほ

助
じょ

します。 

(15)ひとり親
おや

家
か

庭
てい

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

程
てい

度
ど

認
にん

定
てい

試
し

験
けん

合
ごう

格
かく

支
し

援
えん

 

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

程
てい

度
ど

認
にん

定
てい

試
し

験
けん

に合
ごう

格
かく

するための対
たい

策
さく

講
こう

座
ざ

を受
じゅ

講
こう

する場
ば

合
あい

に、受
じゅ

講
こう

修
しゅう

了
りょう

時
じ

と認
にん

定
てい

試
し

験
けん

合
ごう

格
かく

時
じ

に給
きゅう

付
ふ

金
きん

を支
し

給
きゅう

します。 

(16)市
し

営
えい

住
じゅう

宅
たく

 

住
じゅう

宅
たく

に困
こま

っている母
ぼ

子
し

・父
ふ

子
し

世
せ

帯
たい

に対
たい

して、入
にゅう

居
きょ

者
しゃ

募
ぼ

集
しゅう

の際
さい

に当
とう

選
せん

率
りつ

を３倍
ばい

優
ゆう

遇
ぐう

しています。 

(17)子
こ

育
そだ

てりぶいん 

18歳
さい

未満
み ま ん

の子
こ

どもがいる世
せ

帯
たい

が安
あん

心
しん

して入
にゅう

居
きょ

できるよう、子
こ

育
そだ

て環
かん

境
きょう

に適
てき

した賃
ちん

貸
たい

住
じゅう

宅
たく

を横
よこ

浜
はま

市
し

が認
にん

定
てい

し、家
や

賃
ちん

補
ほ

助
じょ

を行
おこな

います。                 

【別
べっ

紙
し

】 

（裏面
うらめん

へ続
つづ

く） 
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(18)民
みん

間
かん

住
じゅう

宅
たく

あんしん入
にゅう

居
きょ

 

家
や

賃
ちん

等
とう

の支
し

払
はら

い能
のう

力
りょく

があるものの、保
ほ

証
しょう

人
にん

がいないため民
みん

間
かん

賃
ちん

貸
たい

住
じゅう

宅
たく

への入
にゅう

居
きょ

が難
むずか

しい方
かた

に対して、横浜市
よこはまし

と協 定
きょうてい

を結
むす

んだ保証
ほしょう

会社
がいしゃ

と、横浜市
よこはまし

に登録
とうろく

した協 力
きょうりょく

不動産店
ふどうさんてん

を紹 介
しょうかい

することで民間
みんかん

賃貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

への入 居
にゅうきょ

を支
し

援
えん

します。 

(19)母
ぼ

子
し

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

施
し

設
せつ

 

18歳
さい

未
み

満
まん

の子
こ

どもを養
よう

育
いく

している母
ぼ

子
し

家
か

庭
てい

が様
さま

々
ざま

な事
じ

情
じょう

から支
し

援
えん

を必
ひつ

要
よう

としている場
ば

合
あい

に入
にゅう

所
しょ

し、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

や

就
しゅう

労
ろう

、子
こ

育
そだ

て等
とう

の支
し

援
えん

を受
う

けます。（母子
ぼ し

限定
げんてい

） 

(20)児
じ

童
どう

扶
ふ

養
よう

手
て

当
あて

 

父
ふ

母
ぼ

の離
り

婚
こん

などで、父
ちち

又
また

は母
はは

と生
せい

計
けい

を同
おな

じくしていない子
こ

どもを養
よう

育
いく

している母
はは

、父
ちち

等
とう

に支
し

給
きゅう

されます。 

(21)ひとり親
おや

家
か

庭
てい

等
とう

医
い

療
りょう

費
ひ

助
じょ

成
せい

 

ひとり親
おや

家
か

庭
てい

等
とう

の方
かた

が病
びょう

院
いん

等
とう

で受
じゅ

診
しん

した時
とき

、窓
まど

口
ぐち

で支
し

払
はら

う自
じ

己
こ

負
ふ

担
たん

額
がく

を助
じょ

成
せい

します。 

(22) 就
しゅう

学
がく

援
えん

助
じょ

 

お子
こ

さんを横
よこ

浜
はま

市
し

立
りつ

小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

及
およ

び義務
ぎ む

教 育
きょういく

学校
がっこう

へ通
つう

学
がく

させるのに経
けい

済
ざい

的
てき

な理
り

由
ゆう

でお困
こま

りの方
かた

に対
たい

して、学
がく

用
よう

品
ひん

費
ひ

、修
しゅう

学
がく

旅
りょ

行
こう

費
ひ

、給
きゅう

食
しょく

費
ひ

などを援
えん

助
じょ

します。 

(23)生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

 

さまざまな事情
じじょう

のために生活
せいかつ

が苦
くる

しくなり、どうにもならなくなった時
とき

に、その状 況
じょうきょう

や程度
て い ど

に応
おう

じて、最低
さいてい

限度
げ ん ど

の生活
せいかつ

を保障
ほしょう

しながら、一日
いちにち

も早
はや

く自分
じ ぶ ん

たちの力
ちから

で生活
せいかつ

できるように支援
し え ん

します。 

(24)生
せい

活
かつ

困
こん

窮
きゅう

者
しゃ

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

 

経
けい

済
ざい

的
てき

にお困
こま

りの方
かた

へ、就
しゅう

労
ろう

に向
む

けた支
し

援
えん

や家
か

計
けい

の見
み

直
なお

しなどの継
けい

続
ぞく

的
てき

な相
そう

談
だん

支
し

援
えん

を行
おこな

います。 

(25)母
ぼ

子
し

父
ふ

子
し

寡
か

婦
ふ

福
ふく

祉
し

資
し

金
きん

の貸
かし

付
つけ

 

修
しゅう

学
がく

資
し

金
きん

や技
ぎ

能
のう

習
しゅう

得
とく

資
し

金
きん

等
とう

の各
かく

種
しゅ

資
し

金
きん

を無
む

利
り

子
し

または低
てい

利
り

でお貸
か

しします。 

(26)バス・地
ち

下
か

鉄
てつ

等
とう

の特
とく

別
べつ

乗
じょう

車
しゃ

券
けん

交
こう

付
ふ

 

市
し

営
えい

バス、民
みん

営
えい

バス、市
し

営
えい

地
ち

下
か

鉄
てつ

、シーサイドラインの無
む

料
りょう

乗
じょう

車
しゃ

券
けん

が交
こう

付
ふ

されます。 

(27)家
か

庭
てい

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

員
いん

（ヘルパー）の派
は

遣
けん

（日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

） 

一
いち

時
じ

的
てき

な病
びょう

気
き

や出
しゅっ

張
ちょう

、冠
かん

婚
こん

葬
そう

祭
さい

などのために日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

を営
いとな

むのに支
し

障
しょう

が生
しょう

じた場
ば

合
あい

、家
か

事
じ

援
えん

助
じょ

などの支
し

援
えん

を行
おこな

います。 

(28)子
こ

育
そだ

て短
たん

期
き

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

 

保
ほ

護
ご

者
しゃ

の疾
しっ

病
ぺい

等
とう

の理
り

由
ゆう

により、児
じ

童
どう

の養
よう

育
いく

が一
いち

時
じ

的
てき

に困
こん

難
なん

となった場
ば

合
あい

に、児
じ

童
どう

を児
じ

童
どう

福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

で一時的
いちじてき

に預
あず

かり

ます。（利用
り よ う

要件
ようけん

があり、区
く

役所
やくしょ

または児童
じ ど う

相談所
そうだんじょ

での事前
じ ぜ ん

相談
そうだん

・登録
とうろく

が必要
ひつよう

です。） 

(29) 寄
よ

り添
そ

い型
がた

学 習
がくしゅう

支援
し え ん

事業
じぎょう

・寄
よ

り添
そ

い型
がた

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

・寄
よ

り添
そ

い型
がた

学 習
がくしゅう

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

生活
せいかつ

困 窮
こんきゅう

世帯
せ た い

の子
こ

どもの高校
こうこう

進学
しんがく

に向
む

けた学 習
がくしゅう

意欲
い よ く

や学 力
がくりょく

向 上
こうじょう

のための学 習
がくしゅう

支援
し え ん

を行
おこな

います。 

・寄
よ

り添
そ

い型
がた

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

生活
せいかつ

困 窮
こんきゅう

状 態
じょうたい

にある等
など

、養育
よういく

環 境
かんきょう

に課題
か だ い

があり、支援
し え ん

を必要
ひつよう

とする家庭
か て い

に育
そだ

つ小
しょう

・中学生
ちゅうがくせい

等
とう

に対
たい

して、基本
き ほ ん

的
てき

な生活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

を身
み

に付
つ

けるための支援
し え ん

および学 習
がくしゅう

支援
し え ん

を行
おこな

います。 

(30)夜
や

間
かん

電
でん

話
わ

相
そう

談
だん

（ひとり親
おや

サポートよこはまが実
じっ

施
し

） 

日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

に関
かん

すること等
とう

について、平
へい

日
じつ

夜
や

間
かん

（20時
じ

30分
ぷん

まで）に電
でん

話
わ

相
そう

談
だん

を実
じっ

施
し

しています。 

(31)無
む

料
りょう

法
ほう

律
りつ

相
そう

談
だん

（ひとり親
おや

サポートよこはまが実
じっ

施
し

） 

女
じょ

性
せい

弁
べん

護
ご

士
し

による養
よう

育
いく

費
ひ

や親
しん

権
けん

のことなどに関
かん

する無
む

料
りょう

の法
ほう

律
りつ

相
そう

談
だん

です。（月
つき

３～４回
かい

、予
よ

約
やく

制
せい

） 
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